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校章の由来
　　�この図柄は、日本工業大学の日と工の字を組合せたもの
でこの学園のモットーである誠実、勤勉、明朗が色彩で
示されている。即ち、白色が誠実、ブルーが明朗、黒が
勤勉で色調も工科系にふさわしい。

　　　　　　　　　　　　　　　デザイン　野 中 宏 親 氏
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1. �

    44 

の

の ・

実工学の理念にもとづく工学教育と先進的研究により、新たな価値

創造と科学技術の発展に寄与する

学 理

「工学にお る実学を 、 を ることなく、 を ることなく、

に 上にとど ることなく、 に 用な教 研究を推進 会に 献する」

の ・ く

確かな専門力と豊かな人間性をもち、社会の発展に貢献し続ける

実践的技術創造人材

の ・ く 目

実体験的学習と、これを裏付ける理論習得を反復することにより、

工学を融合的に学び、社会において応用・実践することのできる

専門力を身につける

特色ある教育プログラム、課題に取り組む学び、社会との交流・

連携を通じ、人々の幸福のために自ら考え行動することのできる

人間力を身につける

の

１ 現 会に に立 ことを に学 学

２ の に ることによ 学 学

３ 自ら することによ 学 学

４ 理 を現 する に学 学

５ 感となる 継続 学 学



の

本学 ここに、工学 本来持 実学の を 、

学の の 本に「実工学の理 」を 、

この理 の とに、人 を 成 、研究を推進 、

その 会 使 を 行くことを 明する

「実工学の理 」と 、 の る

（ ） を ることなく を ることなく、 実 と理 を

することによ 、 に 用な工学教 と の研究 発を行

、 会に 献する

（ ） に 上の にとど ることなく、 の行わ る現 を に置

き、現実の に 、 現実 会に実現 ることを と 、

教 ・研究を行

こ を す

「工学にお る実学を 、 を ることなく、 を ることなく、

に 上にとど ることなく、 に 用な教 研究を推進 会に 献する」

となる

実工学と 、 なく工学にお る実学 を する の る 理学と

の を る なく、工学と 、実 の 会に 在 、人 の に機 する

にお の る の 、教 研究 、 にそのことを と 行わ

な ならな

工学教 にお 、 実 とそ を る理 理 の修 、 の の

くど ら くこと 出来な 学生の 修 と理 の理 を、 機 か

に び る の、そ 実工学の理 、 らに、大学の す き使

る研究及び 会 献にお 、実工学の理 明 な 向 を る の る

、教学運 ・ 運 にお 、実工学の理 活か な ならな

教 の 成、教学運 、研究の推進 らに 施設設備の充実等 、 にわ

る大学の諸活動を通 する 、そ 「実工学の理 」 る



       

学園  

学  

学 理  

学 理

学

ポ ー 

学ポ ー    

学 学 ポ ー    

学  

学

１ 業に な 数

２ １学 の修 数と学 進行

３ 学修

４ 進 及び 業

５ 留

６ セメスター

７

業 の分

業 の種

ータ サイト（日本工大サ ータ ）に

業 の 修申告

ク ス 成

出

学生 の伝 ータ サイト・

学修上の 会・相談

業時間

出 ・

日本工業大学（ キ ン ス） 措置に

・集

するに の

フ スアワー

験

験 の

成 の発

成 の 会

成 と

ープン 修

互

業



学・ 学・ 学

学部・ 学

学 告

学

学 ネットワーク

セ

学学

学学

学 事  

ッ スター

データサ ンス  

職課

学 学     

学  

学

学

学

者資格に

通信 者資格に

学

種 物取 者 験の資格に

学

クス学

デ 学

データサ ンス学  

学

学  

及び ・ 験資格

資格に

学  

課  

の

別 業 および 数

インターンシップ関

修 文 査手続

日本工業大学学 文 査

課  

後 の

後 別 業 および 数

の学 申請手続



文 出による の学 申請手続

日本工業大学学 文 査

文のインターネット に

文 書

学生生  

学生生

学生証

学 上の 出・ 出

学生に する伝 、 に

保証人の 等 学生支援 出を

証明書等 覧

学 入

支援 学

学

ア イト

就職支援

就職支援 の業

就職支援 の利用に

就職支援 からの 望

学 支援センター

学 サポートセンター

職 センター

学生生

ク ーン・ ーン・ キ ン ス に キ ン スを

学生

マナーと を ろ

行

自動 ・ イクによる通学

自 に関する

通機関の利用

物の

学生 用 ッ ー

（現 自動 機）

にな ら 学生納 に

健康管理

健康管理センター（保健室）

保 に の

おき

学生相談 健康

学生相談室

ス ント



学生

こ

サイ ー

インターネット のマナーと ー

課  ン ス

学生自治会

外活動にお る諸

学内施設の利用に

施設

学外施設

ス ューデントホー

ス ューデント

学学生

留学生 ン ー ン

日本に 在する の

在留資格

在留 ー

の（ ） 出

外の（ ） 出

「在留 ー 」を とき

在留 間の

な 入

在留 間 等の申請取次

ア イト

・保 に

健康管理

健康保

外 人留学生の の 学

ク イト

日本工業大学工友会

日本工業大学後援会

センター

入館

利用上の

館内案内

資料の利用

利用サービス

事務



学 の

 

本学の る 工 学 設立を の 、明治 日 に理学

康 就 、 を に置 明治 ２ 、生 数 人、 に 学の時 に

を せ その とするところ 、 間 会人と る者に 間の工業教 を施

工業界の に 者を 成すること 立時の学 、 、機 、 、

の４ 、 の に 教 ハ実施 験 ス 学者 者 シテ と るよ に、相

当 な 教 な

か 、この 調な出 数 にわ る によ 実習設備の 、 、 をく

返 、その びに の 業 続 か 学 来の 、こ らの に 時 の

動に 持 その間、明治 に の 行機の 作に 手するなど、 く かの ックを

き な ら くの 業生を 出

６ 、 を 人 工 学 を設立、理 に大 就 実業学 による５

の 工業学 （ 種）を 設

、 人 を 人 工学 と 、同時に 工 学 を 等工 学 （ 種）に 、

工業学 （ 種）と 設 、 等工 学 学 によ となる 、 工業学

続 工学 の学 この時 に き と わ る

、 後の 学 によ 工業 等学 および 工学 学 を設置 の現在 に

を 成

、 立学 の施行にと な 、 人 工学 学 人 工学 とな 、 日の

立

の後 に入 、工業の急 な成 とと に 大から 向上を求 る 運 、工学理

を生 の現 に 進 る タイプの 者の 成 望 るに 、本学 の内外にこの

会 請に よ との動き 上 行

４ の学 理 会にお 、 立 に る を 工業大学を設立することを

、 に入 この を 、 体 な活動 、同 日本工業大学設置

設

－　　－9



   

３ 日本工業大学設立

（工学部 機 工学 、 工学 、 学 、入学 ）

４ 健 、 学 に就

４ 日本工業大学 学

１ 入学 を 行（入学生 ）

日本工業大学後援会を設立

学 人 工学 立 記 を 行

４ 工学部に教職 （工業）

日本工業大学 学 を 行、日本工業大学 を

１ 学生 を

（機 工学 、 工学 、 学 、入学 ）

３ １ 業 を 行（ 業生 ）

５ 教 教 治、 ２ 学 に就

１ 理 、学 人 工学 理 に就

３ 学 教 通 、 ３ 学 に就

３ 図書館 工

工学部システム工学 を設置（入学 ）

２ 学生 を

（機 工学 、 工学 、 学 、入学 ）

４ システム工学 教 、 ４ 学 に就

日本工業大学 立 記 行 発 会を 行

学 人 工学 立 記 を 行

１ システム工学 に教職 （工業）

４ 機 工作センター・ 実験センター・ 機センターを設置

２ 工学部に教職 （ ）

料 験センターを設置

教 教 、 ５ 学 に就

４ 保健体 センターを設置

７ 理 、学 人 工学 理 に就

３ 大学 工学研究 ・修 を設置

（機 工学 ・ 工学 ・ 学 、入学 ）

５ １ 大学 工学研究 ・修 入学 を 行

（機 工学 ５ 、 工学 ３ 、 学 ）

３ 大学 工学研究 に教職 （工業）

４ 機センターを 報 センターに

工学 （ 、現在 大学）との間に「学 に関する取 」及び「研究 に関す

る 書き」を

センターを設置

学

３ １ 学 記 を 行（修 生 ）

学生 を （システム工学 入学 ）

４ 工学 工業教 研究 を日本工業大学工業教 研究 とする

７ 研究センターを設置

２ 工学 を 工学 に

３ 大学 工学研究 ・ 後 を設置

（機 工学 ・ 学 、入学 ２ ）

４ １ 大学 工学研究 ・ 後 入学 を 行

－　　－10



４ （機 工学 ２ ・ 学 １ ）

４ 実験センター、 料 験センター及び センターを 実験研究センター、 料 験研究セ

ンター及び 研究センターに

５ 記 ・ 習 （学友会館） 工

６ 学 人 工学 立 記 を 行

機 工学 教 大 康、 ６ 学 に就

４ 日本工業大学工業 物館を設置

理工大学（ 、現在 大学）との間の「学 に関する取 」 調

成 ３ 大学 工学研究 ・ 工学 後 を設置（入学 ２ ）

成 学 大 康、学 人 工学 理 に就

成２ ４ 学 人の を、学 人 工学 から学 人日本工業大学に

成２ ４ 工業 学 との間に学 と に関する「合作 書」調

成３ ２ 理 、

成３ ３ 理 大 康、学 人日本工業大学理 に就

成３ ４ 工学部システム工学 、 時学生

（ 成３ 成 、 ）

成３ ４ 大学 工学研究 に教職 （ ）

成３ 学 大 康

成３ キン ンクット工 大学トンブ （タイ）との間に「学 と研究 に関する 」

成４ 日本工業大学同 会の を、日本工業大学工友会に

成４ 留学生別 （日本 研修 ）を設置

成５ ３ 大学 工学研究 ・システム工学 修 を設置（入学 ）

成５ 理工大学との間の「学 に関する取 」 調

成６ ３ 大学 システム工学 修 に教職 （ ・工業）

成６ 工学部 報工学 設置（入学 ）

成６ 学生 （システム工学 入学 ）

成６ 時学生 （ 成７ ）

（ 報工学 入学 、システム工学 入学 ）

成７ ３ 大学 工学研究 システム工学 後 設置（入学 ２ ）

成７ ４ 生 学習センターを設置

成７ ６ 工 学 （ ）との間に「学 文 教 書」

成７ ７ 工 学 （ ）との間に「学 文 教 書」

成７ 機 工学 教 、 ７ 学 に就

成 ２ 報工学 に教職 （ ・工業）

成 キン ンクット工 大学トンブ （タイ）との間に「学 と研究 に関する 」 調

成 学生相談室 設

成 ４ 立 通大学（ ）との間に「 書」

成 ５ ス ューデントセンター 工

成 ６ 学 人日本工業大学 立 記 を 行

成 学 人日本工業大学 立 記 業報告会・ 会を 行

成 ２ 教 フ ー ム「感 と工学」を

成 ３ ストハウス 工

成 ４ 学 ンセンター設置

成 ６ レスブ ッジ・ ミュニテ ー・ レッジ（ ナダ）との間に 教 プ ムの発 ・ 大の

の「同 書」

成 理工大学（ 、現在 大学）との間の「学 に の取 」 調

成 大学 工学研究 報工学 修 設置 （入学 ）

成 ３ イ イ大学シ （ ）と学 文 及び教 研究上の 推進を と 「 」

成 ３ 料 験研究センター
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成 ３ 大学 工学研究 報工学 修 に教職 （工業）

成 ４ 料 研究センター設置

成 ス ューデント 設置

成 時学生 （システム工学 入学 成 、 ６ 、 ４ 、

２ 、 報工学 成 、 、 、 ４ ）

成 学生 （システム工学 入学 、 報工学 入学 ）

成 学

成 ４ 工学部に教職 （数学（ 学））

成 大学 工学研究 報工学 後 設置 （入学 ２ ）

成 ４ 工学部システム工学 、 報工学 に教職 （ 報）

成 ６ 格 I 証取

成 ２ キン ンクット工 大学トンブ （タイ）との間に「学 と研究 に関する 」 調

成 ２ ー ス ー 大学（ イ ）との間に「学 」

成 ４ ッテンガム大学 学 （ ）との間に相互 を と 「 」

成 ２ 大学・文教大学との 互 （ 部 大学 互 ）

成 ７ 学 （ 、現在 大学）との間に「 学 書」

成 大学（ ）との間に「学 に の取 」 調

成 立 通大学（ ）との間に「 書」

成 学 （ ）との間に「学 文 教 書」

成 機 工学 教 、 学 に就

成 学 （ 、現在 大学）との間に「 に関する 同 書」調

成 大学 研究 ・ 職学 設置 （入学 ）

成 学生 （システム工学 入学 ）

成 ３ 大学 工学研究 報工学 に教職 （ 報）

成 ４ 教職教 センター設置

成 ４ 学修支援センター設置

成 ３ 学 ンセンター

成 ３ ３大学間の 互 （ 成 ２ ）に 立大学を ４大学間 互 を

（ 部 大学 互 ）

成 ４ 学 業教 センター設置

成 ４ 実験研究センター、 研究センターを 実験センター、 センターに

成 ７ イ イ大学シ （アメ ）「 書」

成 教 センター設置

成 ２ ュ ン ン大学（タイ）との間に「学 」

成 ２ キン ンクット工 大学トンブ （タイ）との間に「学 と研究 に関する 」 調

成 ４ 通 を 通教 に、 研究センターを 研究センターに、保健体 センターを健康

管理センターに

成 ４ 報 センターと システム管理室を 合 システム管理室を設置

成 ４ 合研究センター、C D C C 習室設置

成 ６ 学 人日本工業大学 立 記 ・ 会を 行

成 記 館 工

成 L   C センター（LCセンター）設置

成 大学（ ）「学 文 書」 調

成 学

成 ３ 学 、学 人日本工業大学 理 に就

成 ６ 工学部 の く 学 、生活 デ イン学 設置 出 理（入学 ）

システム工学 を システム工学 に 出 理（入学 ）

成 ６ 学生 （ 工学 入学 、 システム工学 入学 ） 出 理

成 ７ インテ アデ イン 設置
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成 工学部 の く 学 、生活 デ イン学 に教職 （ ・工業）

成 ７ 大学（ ）との間に「 に関する 同 書」 調

成 ３ 館 工

成 ４ 学 設置

成 生活 デ イン学 教 、 学 に就

成 ７ 大学 工学研究 の 生システム学 （入学 ）、機 システム工学 （入

学 ）、 報メデ ア工学 （入学 ）、 デ イン学 （入学 ）の設

置 出 理

成 １ 大学 工学研究 の 生システム学 、機 システム工学 の教職 （ ・

工業）、 報メデ ア工学 の教職 （ ・工業・ 報）、 デ イン学 の教職 （工

業）

成 ３ 機 工作センター、 実験センター、C D C C 習室を

成 ４ 機 実工学教 センターを設置

成 ４ 大学 工学研究 の機 工学 、 工学 、 学 、システム工学 、 報

工学 学生募集

成 ５ ２ 工

成 ７ 理 、学 人日本工業大学理 に就

成 検 センターを設置

成 ６ 大学 工学研究 後 の 生システム学 、機 システム工学 、 報メデ ア

工学 、 デ イン学 の設置 出 理（入学 ２ ）

成 ３ 大学 工学研究 の機 工学 、 工学 、 学 、システム工学 、 報

工学 を

成 ４ 大学 工学研究 後 の機 工学 、 工学 、 学 、システム工学 、 報

工学 学生募集

成 学 教 成 健 、 学 に就

成 ４ 機大学との に関する 書を

成 ７ 教 研究センターを設置

成 ３ ３ （ダイニン ホー ）、 ４ （学生ク ブ ）、キッ ン フェトレビ 工

研究センター

成 ４ 大学 工学研究 後 の機 工学 、 工学 、 学 、システム工学 、 報

工学 を

成 ６ 工学部の機 工学 （入学 ）、 通信工学 （入学 ）、 用 学 （入学

）、 進工学部の テ クス学 （入学 ）、 報メデ ア工学 （入学 ）、

学部の 学 （入学 ）の設置 出 理

成 センターを設置

成 工学部 用 学 の教職 （工業）、 進工学部 テ クス学 の教職 （ ・工業）

成 ４ 工学部の機 工学 、 の く 学 、 システム工学 、 工学 、 報工学 、

学 、生活 デ イン学 学生募集

通教 を 通教 学 に

成 ５ 館（ ） 工

（ 用 学 ） 工

学

学 成 健

２ ４ センターを センターに

２ ７ 人と ら の支援工学センター、理工学教 （ ）センターを設置

２ 教 研究センター

３ ３ フ インブ ンキン センター

３ ６ 進工学部データサイ ンス学 （入学 ）の設置 出 理

学生 （ 工学部 機 工学 入学 、 通信工学 入学 、 進工学部
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３ ６ 報メデ ア工学 （入学 ） 出 理

３ 留学生別 （日本 研修 ） 学生募集

３ 進工学部データサイ ンス学 の教職 （ 報）

４ ３ 工学部 の く 学 を

４ ４ 教 センターを 学習サ ートセンターに

４ イ ベーシ ン・ 業教 センターを設置

４ 企業イ ベーシ ンセンターを設置

４ 学 業教 センターを 学 センターに

５ ３ 工業教 研究

５ ３ 工学部 システム工学 、生活 デ イン学 を

５ ４ 大 推進室を設置

５ 機 工学 教 内 、 学 に就

６ ４ スマート 業センターを設置

６ ４ 留学生センターを設置
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Ⅰ．ポリシー 
 

 





学

学 学  

日本工業大学学

（ １ ）

日本工業大学 、学 の と 、広く を るとと に、 く の学 を教 研究 、 、

及び 用 を 、 会の発 に寄 することを とする

（ ６ 学部の ）

工学部 本大学の 学の 及び理 に 、 続 な 工学分 の 学 の理 と実 を教

研究するとと に、 広 教 と かな の る人 を 成 、 会の発 に寄 することを

とする

２ 進工学部 本大学の 学の 及び理 に 、 進 な分 の 学 の理 と実 を教 研究

するとと に、 広 教 と かな の る人 を 成 、 会の発 に寄 することを

とする

３ 学部 本大学の 学の 及び理 に 、 及び生活 分 の 学 の理 と実 を教

研究するとと に、 広 教 と かな の る人 を 成 、 会の発 に寄 するこ

とを とする

学 デ ポ ー

日本工業大学 、「 学の ・理 」に き、「実工学の学び」を せ、持続 な 会に 献する「

かな と かな人間 を 、 会の発 に 献 続 る実 人 」を 成 す 本学 、

の 業 を すこと 、 の ・ を に 者に 、学 （学 （工学））を す

・

 工学の な を修 、 せること きる

 な 工学 を きる

 に進 発 を続 る に生 にわ きる

実

 な実験実習等 体 と を生か 、現 および発 案 きる

かな人間 と 会

 自発 、自 に学 を 、理 と実 から 理 に物 を ること きる

 自らの を説明 、他者 会に伝 すること きる

学 ポ ー

日本工業大学 、「 学の ・理 」に き、「 かな と かな人間 を 、 会の発 に 献

続 る実 人 」を 成 す その 、教 、学 の「 教 」と 学 な「

通教 」を 機 に せ な キュ ムを す

・

日本工業大学 成する人 、 する学 分 の 及び学 等を ることから、

「 ・ 」に 学部・学 に教 の 成 （ キュ ム シー）を 、その

の に「 教 」を 置 す
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実

者と の と工学の実 を に る 、 と理 を並行 学 「デュア システム」を

用 、 と実験・実習・ 習 を 次から学 とに体 に 成 す

かな人間 と 会

学 な「 通教 」 、 に 者と な教 理 、自立 個人と 将来にわ 学

び続 る学習 及び自らの を他者に伝 ること きる ミュニ ーシ ン の を

お 、「教 」「 」「理数 」「 」「 会 ・ 理 」の 分にお

体 に 成 す 、 ミ・ 業研究を 置 、こ らの教 ・ ・ を実 に す

学 ッ ンポ ー

日本工業大学 、「 学の ・理 」に き、「 かな と かな人間 を 、 会の発 に 献

続 る実 人 」を 成 す

その 、その をなす に る と を 人を広く求 す

日本工業大学 求 る人物

 工学に 関 を 、そ を学 を する人

 工学を学 の を備 、そ を活用する の を備 る人

 体 に 会と係わ 、よ 人生を と 持 を る人

別 選 抜

本学 する学生 にお ーダー 在にな る人を選抜 す 工学を学 の ・ 、

・ 断 ・ 現 、および 体 を 学 に 合 に る入 す 学業成 、

資格・検 験の 、 合 な学習・ 求、 研究 の成 、その他の活動の記録および によ

す

通テスト利用

工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 備わ るかを る入 す 数学、 、

理 、 にお る大学入学 通テストの 数を す 、調査書 の に す

選 抜

工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 備わ るかを る入 す 数学、理 、

の 記 験を行 、その 数を す 、調査書 の に す 選抜 外部 験利

用 、 の 記 験に 、 外部 験の を す

３ 入

工学 の関 、工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 および 体 を 学

に 合 に る入 す 学業成 、その他の活動の記録、 文および によ す

学 推 選抜（ ）（ 募 ）   

工学 の関 、工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 および 体 を 学

に 合 に る入 す 等学 等を 業する生 、学業成 、その他の活動の記録お

よび によ す この入 、 学 を する の ・ を行 す

合 選 抜   

工学 の関 、工学を学 の ・ 、 ・ 断 ・ 現 および 体 を 学

を る入 す 望理 書、数学・ の 記 験 レ ート、 作 等、調査書および

・プレ ンテーシ ン等によ す
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学 学

学 課 課  

日本工業大学大学 学

（ １ ）

日本工業大学大学 、学 の理 及び 用を教 ・研究 、その をきわ 、 の

求 ら る職業を担 の 学 及び を 、文 の進 に寄 することを とす

る

（ ５ 研究 の ）

工学研究 、工学に関する な学 を究 、 会に る実工学 研究をすす 、

会に寄 することを とする

２ 工学研究 、広 に立 工学にお る 進 か 実 な学 および を

、 と研究 を する 職業人を 成することを とする

３ 工学研究 後 、工学の 分 にお か 実 な研究 発 を持 、自

立 研究を行 こと きる研究者、 工業 の進 に寄 る実 研究 発 を持

に な 職業人を 成することを とする

学 課 デ ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 、 の修 を すこと 記の と資 を備

のと 、修 （工学）を す

・ 会にお 活用 きる実 な を に 、 広 から 発 ・ に な ること きる

・ 分 の と に き、 を 出する な調査・研究・ 発等を 行 きる

人間

・ 者・研究者と 理 を持 、 に 、自 ・持続 に行動すること きる

・自らの を 理 に説明 、 を 他者の を理 、 を ること きる

学 課 ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 、こ から する 会にお 、 続 る 学

に きるよ 、 実な の上 に 、 を 出 きる 者を 成する の教

を用 す

次に 、 に 置 選 の他に、 修 と の に合わせ 、 体 に学修

を進 る「 習 」を 置 す 習 、 ミュニ ーシ ン 、 、プレ ンテ

ーシ ン 、 理 などを す

次にお 、そ に修 ・ を生か 、 体 に研究・ 発を進 、設 を 成

、修 文 修 設計を 成 せ す

学 課 ッ ンポ ー

日本工業大学大学 工学研究 、「実工学」の理 の と、 体 に研究・ 発計画を立案 、

推進 きる と を する人物を求 す 研究・ 発を進 る に な工学の を修 、

理 を を 成する に継続 きる ・ を す
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学 課 デ ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 後 、自立 研究活動 行 、 な 研究の企画、 行、成

の発 等 行 る とその となる学 、 等を に ることを学 の と す

と 、 の 間在学 、教 と研究の に 研究を行 、 の を修 、 行

文の 査及び 験に合格 、 を修 すること 学 の す

学 課 ポ ー

日本工業大学大学 工学研究 後 、 か 実 な研究 発 を持 、自立 研究を

行 こと きる研究者、 る 実 研究 発 を持 な 職業人を 成することを

と す その 、 後 、 発 ならびに関 分 を する

を活か な ら、自らの研究テーマの学 な を明 にするとと に、 な からテーマを く

、 文を と ることを と す

学 課 ッ ンポ ー

日本工業大学大学 工学研究 後 に 、 の 業界を担 、研究者・ 発 者を 成する大

きな 、入学希望者に その資 を求 す 体 に 、修 文の内 、 を するとと

に、学会等外部 の発 成 と 断 料とな す
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Ⅱ．学修について 
 

 





学 き

（学 関係・学修 関係）

４ 上在学 、 上を修 な な せ

上の内 、 する学 修 を求 る 修 ・選 修 ・選 の 数の合計 す（ 学

の 業 数 ）

ープン 修 （他学 の を修 学 の 数と る）、 互 、データサイ

ンスプ ム及び資格による の 、合計６ 業 と ら す

教職に関する および自 の修 、 業に な 数に せ

学 学

１学 （セメスター）に 修申告 きるの す（学修 ） 調に 業するに 、３学

記のよ に セメスターに を修 すること 望 す（図１）

セメスター 申告 推 修

１セメスター 時 ２４ ２

２セメスター 時 ２４ ４

３セメスター 時 ２４ ６

４セメスター 時 ２４

５セメスター 時 ２４ １

６セメスター 時 ２４ １２

図１ 修 の （推 ）

学 、 業に な 数を 上と す 、 くの学生 実 に 業時に 上を修

す

学 （学修 関係）

次の 合、当 学生に 、学修 を行 す

１セメスター 時に、修 数 の 合

２セメスター 時に、修 数 の 合

３セメスター 時に、修 数 の 合

４セメスター 時に、修 数 の 合

５セメスター 時に、修 数 の 合

なお、 の修 数に 教職に関する および自 の 数 せ

1学年 2学年 3学年 4学年
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（学修 ）

２学 の進

学 間を な １ 上在学 ること

学 する の を修 ること

３学 の進

学 間を な ２ 上在学 ること

学 する の を修 ること

４学 の進

学 間を な ３ 上在学 ること

修 数 、 上 ること 、教職に関する 及び自 の 数 な のとする

学 する の を修 ること

学 の進 、 業 を すること

留 （学修 関係）

、 、 の進 、 の 業 を なか 合 、そ との学 に留 る の

とする （ 「留 」と ）

留 者 、 後に在学する学 分の学費等を納入 な ならな

留 者 、 後に在学 学 時に進 る 業 を 合 、進 業とする

セ スター 

１ を２ の学 （セメスター）に分 、４ 間 の学 を に 上 業するシステムをセメスター と

す 本学 、１ を 学 と 学 に分 、学 業 するよ に 業 成 す ４

間 、 １セメスターから セメスター のセメスター 成 す

（学 関係）

本学の教 、「大学設置 」に によ 成 す の となる 数 、学修

の を す すなわ 、１ に な学修時間 、 業時間及び 業時間外を合わせ 時間 、次のとお

す

及び 習 、 時間の 業を１ と す 、 時間の 業を１ とすること す

実験実習、 図及び体 実 、 時間の 業を１ と す 、 時間の 業を１ とすること

す

と 、 の在学 間 に ら 教 の 数の に 、こ を 修 、 の 験に合格

、 を修 業する す

（学 関係）

業 その内 によ 、 通教 および に分か す

（学 関係）

の種 、 修 、選 修 、選 （ ープン 修 による 業 ）、および自 に分 ら

す

修 、 修 合格 な な せ 選 修 、学生 自の希望によ 選 きる す 、

業に な 数 上を修 な な せ

自 、その担当教 の 研究成 に と 教 する の 、 学 にその す 自

進 および 業の の 数に 入 せ

ポータ サ ト（ サポータ ）

ータ サイト 学修に な 報を取 すること き す 業 の 修申告の他、 業時間 シ スの

、 業に関する など、 な 報を ータ サイトから取 する 、 日 イン く

L  （ C）

 （スマートフ ン）

（学 関係・学修 ３ 関係）

大学 自分 る 業を選び す その 、 よ とする 業 を選び、こ を登録する す

こ を「 修申告」と す 学 に ンテーシ ン 説明 すの 、 出 く

修申告を な 、 き せ
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ク ス  

業 に 、 く かのク スに分 業 進 ら る 合 す その 合 、 ンテーシ ン の

業等 ク スに 説明 すの 、 に く

 

修申告 、その他の 出 を く に ると、 出 ら せ

レ ート・ 図等の 出に 、 と 出 を く

学生 ポータ サ ト  

学生 の と ータ サイト・ によ 行わ るの 、 日 く

学 相談 

学修上のこと 明・ 、 業 担当教 、 学 のフレッシ ー セミナー教 、学修支援センター、

教 等 相談 く

 

      
１時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時

     る 合

      

      

（実験・ 図等 時間を すること す）

 

学生 に 業に出 、 ・ など な よ に な な せ 業時間数の なくと ３分の

２ 上出 な 、 と その に合格すること き せ 、出 日数 の 学 の 験

を ることを ら る 合 （学修 関係）、 日数 な 合 、 分に るこ

と す（学 関係）

習・実験・ 図などに 、 出 く

を な 理 合 、す かにその理 を「 理 書」に記入 、担当教 に 出 く

「 理 書」の取 に 、 業の担当教 に す 「 理 書」 、 ータ サイトからダ

ウン ー 取 く

・ ・ の によ 合 、「 引 」を教 に 出 く

ンテーシ ン 、 修申告の説明 学生証などを するの 、 出 、説明 に 、 な手

続きをと く

学 感染 （ ナウイ ス感染 インフ ン など） する 合 、健康管理センター を

く

学（ ン ス）  

大学ホームページ 別 ータ サイトに す

 

、 ータ サイトに るの 、 日、 く

集 と 、 る 間に と 行 のこと 、 に ータ サイトに す

 

大学 、教 ・研究の す 学生 な を 、 成感を るに 、学生自 に 体 か な 業

マナー 望 す

教室 の 物の持 、 業 の の通 、当 ら せ

業 教 の の と 行わ 、教 業 の くな 学生に す らな 合に 、 室を

すこと す このよ な行 返 る 合、教 その学生の を すること す く

を 学生に 、 分 ること す（学 関係）

ス ワー 

本学 教 に 業の 等を る フ スアワーを設 す
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業の 後 ータ サイトの「教 時間 」を 相談を く

に 、 業時間の 後を フ スアワーと す 業担当教 に 、学内メー 等を利用

く

試

試  

学 の わ に 験 す 験時間 、 の 業時間 と なるの 、 く

験時間

１時 ２時 ３時 ４時 ５時 ６時

      

      

試  

試 学生 （学修 関係）

験の時 、 学生証を な な せ 験当日に学生証を 合、自動証明書発行機 「

験 」の発行手続きを く 験 当日に す 験 料

験 、 行 （ ンニン など） 発 合 、 分を ることにな す（学 関係・学修

関係）

など を な によ 験 きなか 合 、「 験 」（用 教 ）と学修 ２

による証明書を 出することによ 、 験を ること き す 験料 別 収 す 験 、

と 行 せ （学 関係、学修 関係・ 関係）

試   

 

成 、 ２ （ 、３ ） ータ サイトに 発 す なお、 による成 の 合せに せ

 

成 に る 合 、 教 会の手続きを く

会 間 ータ サイト の成 発 日から１ 間 す そ 外の 間 きな く

（学修 関係）

験の成 、 （ ）、Ａ（ ）、 （ ）、 （ ）及び （ ）の５ の と 、 、Ａ、 、 を合格と

す 、 に ら る イントを レー イント（ ）と す および 、次のとお す

ＡＡ ４ 上

Ａ ３ 上

２ 上

１ 上

 

（ レー ・ イント・アベレージ） 、 修申告 の 数に、修 当 を 、その を 修申

告 の 数の合計 除 数 す

この計 に 、 修 合に 、 修する の 数を、 修申告 の 数の合計から除外

計 す 、こ 外の成 の およびその 、 の取 、 のとお す

「合」及び「 」 、合格を 、 の計 から除外 す

「 」 、 合格を 、 の計 から除外 す

「 」 、 修申告を 験 なか ことを 、 と す

なお、教職に関する および自 外と す 、 に入学 学生に 、「

数学 」「 数学 」「工学 物理」に 外と す
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ー ン （学修 ５ 関係）

業 の 修 、そ の学 に 当 る 業 を、時間 に 修 くこと す 、

自分の する学 外に 当 る 業 、担当教 の 修すること き す こ を ープ

ン 修 と す ープン 修に 、 のよ な す

ープン 修 、 す

にならな （ 学 外の実験および 習 等） す （学 の学 別 当 ）

ープン 修によ 修 数 、 互 、データサイ ンスプ ム、資格取 による

と合わせ ６ を 業 数と 、 入すること き す

ープン 修を希望する 合 、 担当教 の を く

本 にお る 修 の 験 なとき 、別 験を行 こと す

 

の文教大学・ 大学・ 立大学と 互 に関する を す 互 と

る 業を ること き、修 大学の と す

「自分の大学 学 な 分 内 を学 」「他大学の 業を 広 を に 」等、関

の る学生 互 に関する ンテーシ ンに するよ す ータ サイトの

す

本学に３ 上在学 、 業の と 本学 る を な成 を 修 合に 、 業 ら る

す （「日本工業大学 業に関する 」）

学 学 学 

学 ３か 上１ 内と 、 等の理 学する 合 、 の診断書の す（学 関係、

関係）

学を 者 学 間 とと に 学する のと 、その時 学 の とな す（学 関係）

学 の 、 学時の学 にとど す（学修 ）

ンテーシ ン・学生証 等の日 に 、 ータ サイトを く の 合わせに

せ

学 の から 学する 合、 学 間 の学費 除 す 、在 料を納 な な せ （学

関係）

学 の から 学する 合、その学 分の の学費を納 な な せ （学 関係）

学の 合、その日の する学 分の の学費を納 な な せ （学 関係）

学の 、学生証を返却 く

学・ 学 に する保証人 、本学に 出 る者と 、 自 く

の 学 （日本学生支援機 ）、 等教 修学支援 （ 学 、 業料 ）、日本工業大学 資 ・

自治体 学 等の を る者 、この「 」の 出時に 学生支援 に く

学 、 学 を教 に 出する に る本人 、教 会 に 理 、通 く 大 に保管

く

学 学  

本大学の学部学生 、 ２セメスター 時に他学 に 学 を する学生 、 験 日 に教 に申

出 く 、 記 験を行 選 の上 すること す 出 と 本学に１ 上在学 、１

時の 上 、か 希望する学部・学 ２ の進 を すこと る者とな す

学 （学修 関係）

次の 合 、 学 告を行

在 間２ 時 、 の学生に 、 学 告を行

の にかかわら 、 別な る 合 教 会の を 告を ること る

なお、上記修 数に教職に関する の 数および自 の 数 な

学（学 関係）

他大学を 験する 合 、 らか 学 を 出 な な せ
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学 ネットワーク

NIT  

 

入学時に 「 」のNITネットIDを 業 使用 す

この「 」 利用 きる 報システム 次の通 す

メー ータ サイト（日本工大サ ータ ） 学内  

 （

入学時に スワー 自 に き す

（ スワー を する 合 、 上 数 記 の 合せの 推 にく のに ）

スワー 通 の 証 に相当する の すの 、 に他人に教 な

ー

  のメー サービスを利用 す

本学学生 人 人 のメー ア レスを 、 業 使用 き す

（学 ）

学外 本学の メー  を利用する時 、セキュ テ の 、「 」のNITネットIDと

スワー に 、 な「ワンタイム スワー 」を用 る 証 を 入 す

利用 に 「ワンタイム スワー 」を 信する のメー ア レス（「NITネットア ウント」のメー ア レス

外）を に学内から登録する す

「ワンタイム スワー 」の登録  続 設

ワンタイム スワー 登録サイトの ー

学

学内に のアクセス イント 備 お 、 自 の ート ソ ン・スマートフ ンを学内ネットワークに

続 き す

ト

次のソフトウェアを お 、本学学生 使用 き す

  

 C  C 担当教 等からの申請 す

学園ネットワークサポートデスク

学内ネットワークに関する のサ ートデスク（ 合わせ ） 館（本館）１ の 室内に す

取 時間 日の す

合せ メー ア レス   

N   合せ の ー

利用上の

・自動 な す 、 取 時間内に手動 行 す

・お 合わせ の メー 行 すの 、 信 きるメー ア レスを 利用
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ット ット（ 合 ス ）

学内システムに関する 合わせに 時間 日 、どこから 自動 する「 ット ット」を

用 す に く

ット ットに アクセスする 合 次の ー からアクセス き すの 、スマートフ ン等のブックマー

クに登録をお す

ット ットの ー

学 報システム部 報発信サイト   

                                  学 報システム部 報発信サイトの ー

アクセス ページの に ット ット す
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セ

学内外ネットワークを利用するに 、 の 在の と、その から を る の を 、よ

に使 こなすこと す な 報セキュ テ をとらなか 合、ウ ス感染 、 報 などの

に 、 自 を る なく、他人に をか る 、個人 の

す に、 報セキュ テ に関する 本 な を と

 報セキュ テ インシデント

報セキュ テ インシデントと 、 ート ソ ン、スマートフ ン等 報機 メ 等のメデ アの

、ウ ス感染 サイト、 メー などによ 、個人 報などの 報資 、外部に することを

す ウ ス感染 、 サイト、 メー などに 分に

個人 報 機 報の取 に 分に 、 報 発生 な よ に に

 学生と の３ の な 報セキュ テ

 ネット ント

本学から る「NITネットア ウント（NITネットIDと スワー ）」 他人に ら な よ に管理

スワー 他人に推 、 自 にく のを設 本学から スワー ンダ

ムな文 とな お 、他人から推 にく の す スワー を する時 の スワー 設 にの

と 設 く

スワー 設

文 上、 文 内とする

文 、数 、記 の 種 を 使

種登録サイトなど 使 る スワー を使 な

 ン ータ ス

インターネット上に ン ュータウ ス（ 「ウ ス」） す 本学 本 なウ ス を実

施 す 、学内 学外のネットワーク 利用する 自 の ート ソ ン 研究室の ソ ンに 、ウ ス

ソフトを インストー く 、 なアップデート（ソフトウェアを の状 にする）を

く

本学 次のウ ス ソフトを推 す

・   ・・・  D に す

・   ・・・・・     本学 す

 ン ン セ ー

ン イン 業 、 ン インセミナーなど する 、 メ に個人 報 写 な よ に に

分に 、学外 する 合 、他の人など な よ に

 メー を利用する上 の

 ー

・ L 

メー など ら くる L サイト る 合 す 信者を る 合（友 企業な
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ど） にアクセス な よ に に「 のア ウントを 除するに こ

らからア ウントの を行 く 」などの 合 サイト る す に わな に

、個人 報、機 報 な時 外 に入 せ

・ フ イ

メー など ら くる フ イ に 、ウ ス る す 信者を る 合（友

企業など） にフ イ を かな よ に フ イ を く 合 、 ウ ス ソ

フト ウ ス 在 な か ェック

 ー

・ 信 種 の

複数の に にメー を 信する時 、「T 」「C 」「 」の に入 るのか 自 と

関係の る人 、 の に 合、「T 」 「C 」に入 信すると、そ 報 に

す

・メー タイト

メー タイト に 、本学の ー と 出人 報を入 く

メー タイト の 機 工学 日工 大 レ ート 出に

 ー ックス

本学 るNITネットア ウント 利用 きるメー ア レス 、 日 から 分に おき

に、「 信 ックス」 に ェック 、 当 のな 信 メー な か 、 当

のな 信 メー か 時 、 に、インシデント発生時の （後 ）に く

 報機 の取

 

個人 報 機 報 メ に 保 な 、保 メ を 合 、 報セキュ

テ インシデントに す に、インシデント発生時の （後 ）に く

 ス ート ン セ

スマートフ ン 、 ソ ンと同 にセキュ テ す スマートフ ン用のウ ス ソフトをインス

トー スマートフ ン 、次のよ な現 ら る 合 分に 、C I T（後 ） 学 ネットワーク

サ ートデスクに

・アプ を使 な のに ッテ ーの

・通信 に

・設 らな 間に る

・ らな 料サービスの請求 る

 学外 の利用に

 ワンタ スワー ー ス 保

証の のワンタイム スワー を 信するメー ア レスに 、 証などの 証を設 保 す

るよ に ワンタイム スワー を 信するメー ア レスを 利用 と、NITネットア ウント

に 利用 す

 学 ー

学外 ネットワークを利用 よ と 時、フ ー 利用 きる （ ス ット） く 在 す フ ー

－　　－31

情
報

テ
ィ



の ス ット 、 自 に設 設置する す そ を持 者

ス ットか せ 者 の ス ットを く 設置 る す 学外 のフ ーの ス

ットの利用

 ソフトウェアと利用 イセンスに

 ト センス

ソフトウェアに 利用する の イセンス す（フ ーソフトウェア 除く） 使 るソフトウェアの

イセンスを 、利用に 分に 次の 合 に 自 利用 イセンスを

・ 合 に「 使 利」と ら ソフトウェア

・ らな サイトからダウン ー 「 自 にど 」と書か ソフトウェア

・ サイト ら るソフトウェア

利用 す

 その他の 報セキュ テ

 留

・ 業 研などの な 報 、 使 る ソ ンと 別の に に ックアップ

・ソーシ メデ アなど、プ イ シーの設 を 、個人 報の 防 に

・取 報の信 を に

 インシデント 発生 ら

 ン デント 生

インシデント 発生 ら、 かに次の かに

C I T 後

学生支援 教 などの 職

の取 る くの教

学 ネットワークサ ートデスク

  

C I T（シーサート）と 「C   I   T 」の 、「 報セキュ テ インシデント ー

ム」の を す 報セキュ テ インシデント 発生 合 、ど な な C I Tに く

き かに く す

C I T メー ア レス  

内  外   
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学 学

  総  

（ ）

１ 本 、日本工業大学学 、 から に き学修に る

    

（ ）

２ 業 （ 習、実験、 業研究及び 業計画を 「 」と ）の 修 、別に す に

行 こととする

２ 上 学 当 の 修 、 な 、 修を希望する学生に する学 する 合 、こ

を ること る

（ ）

３ の 修申告 、当 学 に 修する に 、 ら 時 並びに によ の手続きによ

行 、 を な ならな

２ 修申告を な を すること きな

３ ・取 な 間を 理 修申告書 、 と 、 、 を な

（ ）

４ 学 の 修申告 間と 別に、 修申告の ・取 を とする 間を設 る

２ に る ・取 間 、 修申告時に （学内ネットワークを利用 告 を 同 ）

によ する

（ ー ン ）

５ 学 外に 当 る の （ ープン 修 と ）を 修すること きる

２ ープン 修の 等に 、別に る

（ ）

６ 修 、 ３ １ に 、 修申告 な ならな

２ 修 と当 学 の 時間 複する 合 、 と 学 の を 修 な ならな

３ に を修 の 修 な

７ 除

（ ）

学 修申告 きる 数の上 、 とする 、教職に関する 、自 を除く

２ の にかかわら 、 学 間を な の学 の 上の 合、当 学 に 修申告 きる

数の上 、 とする

（ ）

の内 、その他の理 によ 修に を ること る

  試  

（試 ）

験 、 と 学 に行 なお、当 の担当教 と とき 時こ を行

２ の 験の か、 時に 験を行 こと る

（ ）

次の に 当する者 、 験を ること きな

修申告を な 者

の 日 に学費 納の者

出 日数 の 、 験を ら 者

２ 学生 験に 、学生証を な ならな

３ 験 後 分 上 者 、 験を ること きな

（ ）

学生証を な 者 、 の手続きによ 験 の を 、 験すること きる
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２ 験 当日の とする

３ 験 の 手数料 別に る

（試 ）

験にお を る時間 、 験 分 上から 験 の５分 とする

（ ）

験 を行 者 、学 の 用を ること る

（ 試 ）

を な によ 験 きなか に の 験を行

２ の 、次の の かに 当する のとする

による の （ 証明書）

就職 験（ 験 ことを証明する 験 機関発行の証明書）

教 実習（教職教 センターの証明書）

（ の診断書）

通機関のト ブ （証明書）

等、 等の （ 証明書）

選 手続 日にお る の出 、 に選 の の の出 （ 出

状 職 間の証明書）

上記 外 本学 に

３ 験を よ とする者 、 と 験 後７日 内に、 験 並びに に る証明書を教

部 に 出 な ならな

（ 試 ）

合格とな の 験 、 と 行わな 、教 会にお と ら 合 験を

行 こと る

（ 試 ）

の 書に当 の担当教 の を 、別に る を納入 、教 から 験 の を 、 験

する

（ ）

験の成 、 （ ）、Ａ（ ）、 （ ）、 （ ）及び （ ）の５ の と 、 、Ａ、 、 を合

格とする

２ （ レー ・ イント） 、成 に イントを

３ 成 及び 次のとお とする

  

ＡＡ ４ 上

Ａ ３ 上

２ 上

１ 上

 

４ （ レー ・ イント・アベレージ） 、そ の 修申告 の 数に、当 を 、その

を 修申告 の 数の合計 除 数 す

５ の計 に 、 修 合に 、 修する の 数を、 修申告 の 数の合計から除

外 計 する のとする

（ ）

の２ 外の成 の 及びその の取 に 、次のとお とする

「合」及び「 」 、合格を 、 の計 から 除外する

「 」 、 合格を 、 の計 から除外する

「 」 、 修申告を 験 なか ことを 、 とする

（ ）

修 の 験に合格すると、 ら る
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（ 学 ）

２学 の進 を次のとお とする

学 間を な １ 上在学 ること

学 する の を修 ること

（ 学 ）

３学 の進 を次のとお とする

学 間を な ２ 上在学 ること

学 する の を修 ること

（ 学 ）

４学 の進 を次のとお とする

学 間を な ３ 上在学 ること

修 数 、 上 ること 、教職に関する 及び自 の 数 な のとす

る

学 する の を修 ること

（ ）

本学を 業する に 、４ 上在学 、別に る 業 数 上を修 な ならな

２ 修 、選 修 及び選 に 、別に る

３ ５ に ープン 修 の修 数の 、６ を 業 数と 入すること きる

４ 教職に関する 及び自 の修 数 、 業 数に 入すること きな

（ ）

の２ 学 ２ によ 、本学 、文部 学大 の るところによ 、本学の学生と ３ 上在学

者 業の と 本学の る を な成 修 と る 合 、 業を る のとする

２ に する な成 の に 、別に る 業に関する による のとする

（留 ）

、 、 の進 、 の 業 を なか 合 、そ との学 にとど る

のとする （ 「留 」と ）

２ 留 者 、 後に在学する学 分の学費等を納入 な ならな

３ 留 者 、 後に在学 学 時に進 る 業 を 合 、進 業とする

  学 学 学  

（ 学）

学 とき 、 学 学 分、 との学 にとど る のとする

（学 ）

学修 、 と 次の に き行

１セメスター 時に、修 数 の 合

２セメスター 時に、修 数 の 合

３セメスター 時に、修 数 の 合

４セメスター 時に、修 数 の 合

５セメスター 時に、修 数 の 合

の修 数に教職に関する 及び自 の 数 な のとする

２ 学修 の に 、別に る

（ 学 ）

在 間２ 時 、 の学生に 、 学 告を行

２ の にかかわら 、 別な る 合 教 会の を 告を ること る
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１ この 、 成７ ４ １日から施行する

（ ）

１ この 、 成 ４ １日から施行する 、 、 、 、 、 、 、 、

の 、 成 の入学生から 用する のと 、 成 の入学生に の を 用

する

１ この 、 ５ ４ １日から施行する

、 ４ の入学生に 、 の を 用する
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学 学

  総  

（ ）

１ 学 （ 文部 ）に き、日本工業大学（ 「本学」と ） する学 に 、

日本工業大学学 、同大学 学 及び同 職大学 学 に る のの か、この の るところによる

（学 ）

２ 本学にお する学 、学 （工学）、修 （工学）、 修 （ 職）及び （工学）とする

（学 学 ）

３ 学 の学 、本学工学部、 工学部、 進工学部及び 学部を 業 者に する

（ 学 ）

４ 修 の学 、本学大学 の を修 者に する

（ 職学 ）

４ の２ 職学 、本学 職大学 の 職学 を修 者に する

（ 学 ）

５ の学 、本学大学 の を修 者に する

２ に る者の か、本学大学 学 ２ ２ の るところによ 、学 文の 査及び 験に合格

者に すること きる

  学  

（ ）

６ 修 及び の学 文 、 文１通に 文 を 、 教 を通 研究 会（ 「 会」と

）に 出する のとする

２ 修 の学 文 、研究 会 当と る の に の研究の成 （ 「研究の成 」と ）

を ること きる

（ ）

７ 会 、修 の学 文 研究の成 を 理 とき 教 を 、当 文の分 に関 る大学 担

当の教 教 ２ 上を 査 に選 する

２ 会 、 の学 文を 理 とき 教 を 、当 文の分 に関 る大学 担当の教

教 ５ 上を 査 に選 する

（ 試 ）

査 、修 の学 文 研究の成 及び の学 文の 査及び 験を行

２ 験 、 出 修 の学 文 研究の成 及び の学 文を と こ に関 る に

、 によ 行

３ 修 の学 文 研究の成 及び の学 文の 査及び 験 、学 に する のとする

（ ）

の学 の に係る学 文の 査に当 、他の大学 研究 等の教 等の を ること き

る

（ ）

査 、修 の学 文 研究の成 及び の学 文の 査及び 験 とき 、 に

査の 及び 験の成 に、学 の に の を 、 会に 文書 報告 な

ならな

（学 ）

会 、 の報告に 、学 の に する

２ の 会 、 成 の３分の２ 上の出 を 、学 の に 記 の によ 、出 者の

数の 成 な ならな 、 出 の 会に出 することの きな に 、

の数に 入 な
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（学 ）

学 、本 の るところによ 、 の学 を する

（ ）

本学 、 の学 を とき 、当 の学 を 日から３ 内に、当 の学 の に係

る 文の内 の 及び 文 査の の をインターネットの利用によ する のとする

の学 を の 、当 の学 を 日から１ 内に、当 の学 の に係る

文の 文を する のとする 、当 の学 を る に に とき 、この な

２ の にかかわら 、 を な る 合に 、本学の を 、当 の学 の に係る

文の 文に その内 を のを すること きる この 合にお 、本学 その 文の 文

を求 に 閲覧に する のとする

３ の学 を 者 行 ２ の による 、本学 立行 人大学 ・学 機 の

を 、インターネットの利用によ 行 のとする

（学 ）

学 を 者 、学 の を用 るとき 、「日本工業大学」の文 を 記する のとする

（学 ）

学 記の 別記のとお とする

（学 ）

学 記の を よ とする者 、 の手続に 、別に る手数料を 学 に 出な なら

な

この 、 ４ １日から施行する

この 、 ４ １日から施行する

この 、 成４ ４ １日から施行 、 成４ ３ １日から 用する

この 、 成７ ４ １日から施行する

この 、 成 ４ １日から施行する

この 、 成 ４ １日から施行する

この 、 成 ４ １日から施行する

この 、 成 ４ １日から施行する

この 、 成 ４ １日から施行する

この 、 成 ４ １日から施行する

１ この 、 成 ４ １日から施行する

２ の 、この の施行の日 後に の学 を 合に 用 、同日 に の学 を

合に 、なお の による

３ の 、この の施行の日 後に の学 を 者に 用 、同日 に の学 を

者に 、なお の による

この 、 成 ４ １日から施行する
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Ⅲ．全学部共通事項 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

（ ）  

通教 、大学 の学びをよ な のにする に、学びの と 広 教 を に ることを

と す この に、 体 に学 、広 と な を （教 ）、工学の学びの を

る （ ・理数 ）、持続 な 生 会に向 学 （ ）、 会に 献する の

な を に る の （ 会 ・ 理 ） 設 ら す 、留学生向 の

用 す かな と を備 、 の学び と な るとと に、広く学び続 る の 備を

なお、 通教 、 学 する 修 を 上修 する す

 

 

教 に 、大学 の学びの を に る の の他、人文 、 会 、自 及びス ー の

す 学習の と の 発 などを の に 「スタデ スキ 」「学修と実工学」「大学生の

の文 」「大学生の の文 作成」「日本 プレ ンテーシ ン」「ク テ ーデ ン 」「 用 の

」 す に向 体 に取 、 理 に 、 を に 発信する を学び す 工業 の

実習をするのに な な 、 を学 の と 「 の く 実習 」「 の く 実習 」

す 実習 工作の 験 な 人 、 工・ 工・ の を 合 に学び 人 修 く 人文 の

に 「 理学」「 学」 、 会 の に 「 学（日本 ）」「現 業 」「 学」「 治学」「会計学」 、自

の に 「 学 の な 」「 の 求」「物 の 求」 、 会人と な教 を 広く学 す ス

ー の に 「健康とス ー 」「生 ス ー 」と「健康 学」 す 体 を 持、向上 せ、健康に生活する

に な を く

学 から 修 きるの 、「スタデ スキ 」「学修と実工学」「大学生の の文 」「 理学」「 学（日本

）」「 学 の な 」と「健康とス ー 」 す 学 から 、「大学生の の文 作成」と「現 業 」

修 き す らに、 学 から 「日本 プレ ンテーシ ン」「 用 の 」「 の 求」「物 の

求」「 学」「 学」「 治学」「会計学」「生 ス ー 」「健康 学」を、 学 から 「ク テ ーデ ン 」

を 修 き す の 、 に 学 どの学 修 き すの 、 理を の

学 に 修する せ なお、「健康とス ー 」「生 ス ー 」 学 ・ 学 と す

、学 によ 種 な す シ スを 、希望する種 に 修 く なお、「 の く

実習 」 学 に、「 の く 実習 」 学 に 修 きる す るの 、 に

修 く

教 す 選 す 業に な 数の せ と関 に 自 に選 く

、「日本 プレ ンテーシ ン」 、「大学生の の文 」及び「大学生の の文 作成」 修 な

と 修 き せ 、教職 を 修 教 状を取 よ とする 合 、「 学（日本 ）」「健康とス ー

」「健康 学」を修 する す

 

「 」「 」「 ーデ ン スキ 」（ 修）、「 ーデ ン スキ 」（ 修） ク ータ 、

な の ・文 ・ を に す 修 を修 と 、「 会 」「 会 」「プレ ンテーシ

ン 」「プレ ンテーシ ン 」「上 」「上 」の からど かを選 、学 とに 修 す

自の に合わせ を 修 、工学の研究に な 文 報を に理 する の 、

自分の を に相手に伝 る 、 に活 する ンジニアに な ミュニ ーシ ン を に

す く のシ スを く 業 と 、 から 修 を 上

す なお、留学生 修 を修 する す 、そ 外の 日本 から 修 き す

ク ータ に の 、後 の ク ータ に と を く

理  

数学、物理、 学のク ータ と「 」「 計学」の合計 理数 す この から 学

する 修 を を修 する す なお、 用 学 「 学 」「 学 」の修 の進

す 理数 、工学を学 者と 、 工学を修 者と る 通の な自 学の を
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に学び、 用 きるよ になることを す とくに「数学」「物理 」 、工学を学 上 となる数学・物理

に 、 となる を理 きるよ にな す らに次の の を 修することによ 、 の学習

大学 の研究に な を すること き す 「 」「 計学」 、 計 手 の を学び、実験・調査等

ら データの 理・分析に活用 きるよ にな す

 

、持続 な 生 会の と の を学び、 の を 体 ・ 合 に 自ら発信

きる を に す な と 、 検 （ 会検 験）のテキストを使 広く に の を

る「 入 」と、 な分 の を る「 と 学 」 す らに、発 な

と 、「 と人間 会」「 ・ ネ ー・ D 」「 イフサイク アセスメント 」及び、 学 な

を る「生 と生 の く 」「 システムの く 」 す と のレベ に 選 く

理  

会 に 「現 会の 」「現 会の 」「現 会の諸 」「会 の と の 」

「 業とビジネスプ ン」「 会 設立と 」「 ら の支援と ンジニアの 」「 活動 テ シー」「 活動

習 」「 活動 習 」「 活動 習 」「 活動 習 」「キ アデ イン」 す こ らの 、会

ビジネス、 会の などを学び、 自分の を すること 、 くことの を理 、自分に

を 、 会に 献 く 備を す

理 に 「   I C  C 」「   C C  」「   T  

 」「I    T 」「I    」「  T  」

す 理 を 、 の研究・発 を向上 せ す その他に、留学生向 の と 「日本 の生

活と学習」「日本 」 す

学 に 修 きるの 、「現 会の 」「   I C  C 」「日本 の生活と学習」

す 学 に 修 きるの 、「現 会の 」「 ら の支援と ンジニアの 」「 活動 テ シー」「  

 C C  」「日本 」 す 修 きるの 、「現 会の諸 」「会 の と の

」「 活動 習 」「 活動 習 」「キ アデ イン」、 修 きるの 、「 業とビジネスプ ン」「 会

設立と 」「 活動 習 」「 活動 習 」「   T   」「I    

T 」「I    」「  T  」 す

会 ・ 理 す 選 す 業に な 数の せ と関 に 自 に選

く 、「日本 の生活と学習」「日本 」 留学生 外 修 き せ

教 に 、大学生活 な 報通信 を修 、 報 に関わる 理 、 を に る の 修

「 報 テ シー」「データサイ ンスと I入 」 置か す 、 学 教 状（数学）の取 に な

選 「 数 」「 数 」「 数学 」「 数学 」「 学 」「 学 」「 析学 」「 析学 」「 用数学

」「 用数学 」 す

ク ータ

本学 を 学 に分 、 から る学 を 学 、 から る学 を 学 と び す 、 業 に

間（ 学 間） 学 セメスター と、 間 学 ク ータ す 学 の を ク ータ、

後 を ク ータ、 学 の を ク ータ、後 を ク ータと び す ク ータ 、大学 工学を に

学 者に の を 、 修機会を増 学修を に 調に進 る に す

ク ータ  

・数学・物理のク ータ 、 個人の習 に 進行する 進 す 入学 後に実施するプレースメン

トテストの に 、学生個人の習 別に 修 す 学生 を修 すること 、

次の の を 修すること き す 「 ーデ ン スキ 」（ 修） 、数学 「数学」 、物理 「物

理 」 自動 に 修登録 す （ の にク ータ を 修する 合 、 の ・ のク ー

タ の 修に を く ）

この かに、ク ータ 学 と、 修の「工学 実験」 す 学 「 学」の を く

「工学 実験」の 修時 の ータ サイトに す
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進 と 、 を修 すること 次の に進 る す を修 の の の を 修すること

き せ

 

のク ータ 、「 」「 」「 ーデ ン スキ 」「 ーデ ン スキ 」の の

す 入学時のプレースメントテストの に 、「 」「 」「 ーデ ン スキ 」の か

を に 修 す 「 」と「 」 の を に す 「 」から

人 「 」を修 すると次の「 」に進 す 「 」から 人 「 」を修 する

と次の「 ーデ ン スキ 」に進 す プレースメントテスト 分な ると 断 学生 「 ーデ

ン スキ 」から 修 、 の 文を を す 「 ーデ ン スキ 」とその後に 修する「 ーデ ン

スキ 」 修 す な に 書か 文を通 の 理 成を学び、工学の 文 資料を

のに な と を に

理  

学 

数学のク ータ 、「 数学 」「 数学 」「数学」「 用 析」の の す 入学時のプレースメン

トテストの に 、「 数学 」「 数学 」「数学」の３ の から に 修する す 「 数

学 」 、 関数、 数関数、 数関数など工学に な関数とベクト に 学び、「 数学 」 数関数

の 分 分に 学び す 「 数学 」から 人 「 数学 」を修 すると次の「 数学 」に進 す

「 数学 」から 人 「 数学 」を修 すると次の「数学」に進 す プレースメントテスト 分な実

ると 断 学生 「数学」から 修 す 「数学」 工学に な 数関数の 分 分と、行 とベクト に

関 数学 る 数に 学び す 「 用 析」 、「数学」を修 後に 修 きる選 、ベクト 析、

複 関数 、 分 に 学び す 業研究などにお 、そ らの になる

 にク ータ を 修する 合 、 の ・ のク ータ の 修に を く

クス学  

データサ ンス学  

学  

学  
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理 

物理 、「工学 物理」「物理 」「物理 」「工学 実験」の ク ータ す 入学時のプレースメントテ

ストの に 、「工学 物理」「物理 」の かを に 修 す 「工学 物理」から 人 「工学

物理」を修 すると次のク ータ 「物理 」に進 す プレースメントテスト 分な実 ると 断 学生

、「物理 」から 修 す 「物理 」 、「物理 」の修 後に 修 きる す 「工学 物理」 物理 の

を 広く に る 、 「物理」を 修 な 学生 、工学を学 上 な物理の 本 を に

ること き す 「物理 」 工学に な、大学レベ の 学を数学の を用 に学び す 「物理 」

、「物理 」 わな 続体の 学、 動、 、 に 学び す

「工学 実験」 修 す な実験を通 、実験レ ートを作成する に な数 の取 、デ

ータ 析 フの作成 、 と などの工学 通の を に す この に関 、学 とに

時間に 修 く に の 修すること き す

 にク ータ を 修する 合 、 記の ・ のク ータ の 修に を く

学 

学 、「 学 」「 学 」の ク ータ 、理数 の選 にな す 「 学 」「 学 」 進

せ の 、ど らから 修すること す 、「 学 」から 修することをお す 用

学 、 の進 にな すの 、 に 「 学 」と「 学 」を 修 く 「 学 」

、物 を 成する 本 る ・分 の 合に を置 学び す 「 学 」 、物 の状 、 学

、 合物の その利用に を置 学び す 「 学 」「 学 」 、工学を学 学生に求 ら る学習

の 入となる すの 、 「 学」を 修 な 学生 、大学 の学びに と る 本 な 学の を

に ること き す

ク ータ  

の「 数学 」「 数学 」「工学 物理」「 」「 」「 ーデ ン スキ 」「 ーデ

ン スキ 」 と同 にク ータ と の とな 、自動 修登録 す の「数学」「物理 」

セメスター と の 、自分 修する を選 修登録を行 す 「 用 析」「物理 」 ク ー

タ と 、 と同 に自分 修登録を行 す

学  

クス学 データサ ンス学  

学  

学  
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選の別 修 選 修 選

学 機 工学 通信工学 用 学 テ クス学 報メデ ア工学 データサイ ンス学 学

（ 入学者用）

スタデ スキ

学修と実工学

大学生の の文

大学生の の文 作成

日本 プレ ンテーシ ン

ク テ ーデ ン

の く 実習

の く 実習

用 の

理学

学（日本 ）

学 の な

の 求

物 の 求

学

現 業

学

治学

会計学

健康とス ー

生 ス ー

健康 学

ク ータ

ク ータ

ーデ ン スキ ク ータ

ーデ ン スキ ク ータ

会

会

上

上

プレ ンテーシ ン

プレ ンテーシ ン

外 セミナー

日本 現 留学生

日本 現 留学生

日本 留学生

日本 留学生

日本 留学生

日本 留学生

数学 ク ータ

数学 ク ータ

数学 ク ータ

用 析 ク ータ

計学

工学 物理 ク ータ

物理 ク ータ

物理 ク ータ

工学 実験 ク ータ

学 ク ータ

学 ク ータ

入

と 学

生 と生 の く

と人間 会

・ ネ ー・

システムの く

イフサイク アセスメント

現 会の

現 会の

現 会の諸

会 の と の

業とビジネスプ ン

会 設立と

ら の支援と ンジニアの

活動 テ シー

活動 習

活動 習

活動 習

活動 習

キ アデ イン

日本 の生活と学習 留学生

日本 留学生

４

学
ク ータ の 進 修

の関

時 間 数

備

実
か
な
人
間

と

会

１ ２ ３

選の別

・

学

す
る

修

を

上
修

す
る
こ
と

「日本 プレ ンテー
シ ン」の 修 、
「大学生の の文

」、「大学生の の
文 作成」 修

ること

学 す
る 修 を

、 上
修 すること

修
を 、

上修
すること

（ ）

（ ）

学

教

理

数

会

・

理

・

・

・

・
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１
年

秋
２

年
春

２
年

秋
３

年
春

３
年

秋
１

年
春

　
　

　
 　

 は
全

学
科

必
修

科
目

  
  
  
  
  
は

R
学

科
、
D

学
科

必
修

科
目

　
　

　
 　

 は
ク

ォ
ー

タ
科

目

　
　

　
 　

 は
留

学
生

対
象

科
目

留

環 境 系 科 目理 数 系 科 目言 語 系 科 目教 養 科 目

主
体

的
に

学
ぶ

力
、
広

い
視

野
と

柔
軟

な
思

考
力

教
養
科
目
に
は
、
学
習
の
基
盤
と
し
て
の
言
語
力
や
課
題
発
見
力

な
ど
を
養
う
た
め
の
科
目
、
工
業
系
の
実
習
を
す
る
の
に
必
要
な
基

礎
的
な
知
識
、
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
科
目
、
人
文
系
、
社
会
系
、
自

然
系
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
科
目
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
で
の
学
び
の
基
盤
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て

必
要
な
教
養
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
力
を
維

持
・向
上
さ
せ
、
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
学

系
の

学
び

の
基

礎
固

め
（言

語
系

・理
数

系
科

目
）

言
語
系
科
目
と
理
数
系
科
目
で
は
一
部
ク
ォ
ー
タ
科
目
を
導
入

し
て
、
工
学
に
必
須
の
基
礎
を
効
率
的
に
学
び
ま
す
。

言
語
系
ク
ォ
ー
タ
科
目
で
は
、
工
学
に
つ
い
て
の
論
文
を
読
む
の

に
必
要
な
基
礎
的
な
英
語
力
と
論
理
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
位
の
英
語
系
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
で
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
要
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

理
数
系
ク
ォ
ー
タ
科
目
で
は
、
工
学
を
学
ぶ
上
で
直
接
必
要
な
数

学
・物
理
・化
学
に
触
れ
、
基
礎
と
な
る
概
念
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を

工
学
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
上

位
の
理
数
系
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
科
目
の
学
習

や
大
学
院
で
の
研
究
に
必
要
な
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

環
境

共
生

社
会

へ
の

貢
献

環
境
系
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
で
、
環
境
共
生
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

の
基
礎
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
・総
合
的
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
意
見
や
考
え
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

共
通
教
育
科
目
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ッ
プ

共 通 教 育 の 目 標

４
年

春
４

年
秋

社 会 連 携 ・ 国 際 交 流 科 目

社
会
連
携
科
目
で
は
、
会
社
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
社
会
の
仕
組
み
な
ど

を
学
び
、
ま
た
自
分
の
能
力
や
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
働
く
こ
と

の
意
義
を
理
解
し
、
自
分
に
適
し
た
仕
事
を
見
つ
け
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
準
備
を
整
え
ま
す
。
 

国
際
理
解
科
目
で
は
、
国
際
理
解
を
深
め
、
英
語
で
の
研
究
・
発

表
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
そ
の
他
に
、
留
学
生
向
け
の
科
目
が
あ

り
ま
す
。

エ
コ

入
門

地
球

環
境

と
人

間
社

会

地
球

シ
ス

テ
ム

の
し

く
み

環
境

と
科

学
技

術
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
SD

G
s
概
論

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
概

論

生
命

と
生

態
系

の
し

く
み

応
用

解
析

物
理

Ⅱ

工
学

基
礎

実
験

確
率

論

統
計

学

数
学

基
礎

数
学

Ⅱ
基

礎
数

学
Ⅰ

物
理

Ⅰ
工

学
基

礎
物

理

化
学

Ⅰ
化

学
Ⅱ

英
会

話
Ⅰ

英
会

話
Ⅱ

上
級

英
語

Ⅱ
上

級
英

語
Ⅰ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

基
礎

英
語

Ⅱ

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
Ⅱ

基
礎

英
語

Ⅰ

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
Ⅰ

日
本

語
表

現
Ⅰ

日
本

語
Ⅰ

日
本

語
Ⅱ

日
本

語
Ⅲ

日
本

語
Ⅳ

日
本

語
表

現
Ⅱ

留

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

英
会

話
Ⅰ

上
級

英
語

Ⅰ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

英
会

話
Ⅱ

上
級

英
語

Ⅱ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

海
外

英
語

セ
ミ

ナ
ー

会
計

学

哲
学

健
康

科
学

心
理

学

法
学

（日
本

国
憲

法
）

科
学

へ
の

い
ざ

な
い

経
済

学

現
代

産
業

論

健
康

と
ス

ポ
ー

ツ
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

宇
宙

の
探

求

物
質

の
探

求

ス
タ

デ
ィ

ス
キ

ル
ズ

学
修

と
実

工
学

も
の

づ
く

り
基

礎
実

習
Ⅰ

も
の

づ
く

り
基

礎
実

習
Ⅱ

日
本

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

政
治

学

大
学

生
の

た
め

の
文

章
読

解

大
学

生
の

た
め

の
文

章
作

成

専
門

用
語

の
基

礎
知

識

F
o

c
u

s
 o

n
 I

n
te

r-
C

u
lt

u
ra

l 
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

起
業

と
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

新
会

社
設

立
と

技
術

経
営

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

日
本

で
の

生
活

と
学

習
日

本
事

情
留

現
代

社
会

の
諸

問
題

地
域

活
動

リ
テ

ラ
シ

ー

現
代

社
会

の
基

礎
知

識
Ⅰ

現
代

社
会

の
基

礎
知

識
Ⅱ

暮
ら
し
の

支
援

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

協
働

Fo
cu

s o
n C

ro
ss

-C
ult

ur
al 

Un
de

rst
an

din
g

Sc
ien

ce
 an

d T
ec

hn
ica

l E
ng

lish
 Pr

es
en

tat
ion

s
In

te
gr

at
ed

 S
cie

nc
e 

an
d 

Te
ch

no
log

y

地
域

活
動

演
習

Ⅰ

地
域

活
動

演
習

Ⅱ

地
域

活
動

演
習

Ⅲ

地
域

活
動

演
習

Ⅳ

In
te

rn
a
ti

o
n

a
l 
W

o
rk

 a
n

d
 S

tu
d

y

A
d

v
a
n

c
e

d
 T

e
s
t-

ta
k
in

g
 S

tr
a
te

g
ie

s
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１
年

秋
２

年
春

２
年

秋
３

年
春

３
年

秋
１

年
春

　
　

　
 　

 は
全

学
科

必
修

科
目

  
  
  
  
  
は

R
学

科
、
D

学
科

必
修

科
目

　
　

　
 　

 は
ク

ォ
ー

タ
科

目

　
　

　
 　

 は
留

学
生

対
象

科
目

留

環 境 系 科 目理 数 系 科 目言 語 系 科 目教 養 科 目

主
体

的
に

学
ぶ

力
、
広

い
視

野
と

柔
軟

な
思

考
力

教
養
科
目
に
は
、
学
習
の
基
盤
と
し
て
の
言
語
力
や
課
題
発
見
力

な
ど
を
養
う
た
め
の
科
目
、
工
業
系
の
実
習
を
す
る
の
に
必
要
な
基

礎
的
な
知
識
、
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
科
目
、
人
文
系
、
社
会
系
、
自

然
系
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
科
目
が
あ
り
ま
す
。

　
大
学
で
の
学
び
の
基
盤
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
社
会
人
と
し
て

必
要
な
教
養
を
幅
広
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
体
力
を
維

持
・向
上
さ
せ
、
健
康
に
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
を
獲
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

工
学

系
の

学
び

の
基

礎
固

め
（言

語
系

・理
数

系
科

目
）

言
語
系
科
目
と
理
数
系
科
目
で
は
一
部
ク
ォ
ー
タ
科
目
を
導
入

し
て
、
工
学
に
必
須
の
基
礎
を
効
率
的
に
学
び
ま
す
。

言
語
系
ク
ォ
ー
タ
科
目
で
は
、
工
学
に
つ
い
て
の
論
文
を
読
む
の

に
必
要
な
基
礎
的
な
英
語
力
と
論
理
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
上
位
の
英
語
系
科
目
を
修
得
す
る
こ
と
で
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
要
な
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
身
に
つ
け
ま
す
。

理
数
系
ク
ォ
ー
タ
科
目
で
は
、
工
学
を
学
ぶ
上
で
直
接
必
要
な
数

学
・物
理
・化
学
に
触
れ
、
基
礎
と
な
る
概
念
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を

工
学
に
応
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
上

位
の
理
数
系
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
専
門
科
目
の
学
習

や
大
学
院
で
の
研
究
に
必
要
な
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

環
境

共
生

社
会

へ
の

貢
献

環
境
系
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
で
、
環
境
共
生
社
会
に
貢
献
す
る
た
め

の
基
礎
知
識
が
身
に
つ
き
ま
す
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
具
体
的
・総
合
的
に

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の
意
見
や
考
え
を
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

共
通
教
育
科
目
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・マ
ッ
プ

共 通 教 育 の 目 標

４
年

春
４

年
秋

社 会 連 携 ・ 国 際 交 流 科 目

社
会
連
携
科
目
で
は
、
会
社
や
ビ
ジ
ネ
ス
、
社
会
の
仕
組
み
な
ど

を
学
び
、
ま
た
自
分
の
能
力
や
特
徴
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
働
く
こ
と

の
意
義
を
理
解
し
、
自
分
に
適
し
た
仕
事
を
見
つ
け
、
社
会
に
貢
献

し
て
い
く
準
備
を
整
え
ま
す
。
 

国
際
理
解
科
目
で
は
、
国
際
理
解
を
深
め
、
英
語
で
の
研
究
・
発

表
能
力
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
そ
の
他
に
、
留
学
生
向
け
の
科
目
が
あ

り
ま
す
。

エ
コ

入
門

地
球

環
境

と
人

間
社

会

地
球

シ
ス

テ
ム

の
し

く
み

環
境

と
科

学
技

術
環
境

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
SD

G
s
概
論

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
概

論

生
命

と
生

態
系

の
し

く
み

応
用

解
析

物
理

Ⅱ

工
学

基
礎

実
験

確
率

論

統
計

学

数
学

基
礎

数
学

Ⅱ
基

礎
数

学
Ⅰ

物
理

Ⅰ
工

学
基

礎
物

理

化
学

Ⅰ
化

学
Ⅱ

英
会

話
Ⅰ

英
会

話
Ⅱ

上
級

英
語

Ⅱ
上

級
英

語
Ⅰ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

基
礎

英
語

Ⅱ

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
Ⅱ

基
礎

英
語

Ⅰ

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ス
キ

ル
Ⅰ

日
本

語
表

現
Ⅰ

日
本

語
Ⅰ

日
本

語
Ⅱ

日
本

語
Ⅲ

日
本

語
Ⅳ

日
本

語
表

現
Ⅱ

留

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

英
会

話
Ⅰ

上
級

英
語

Ⅰ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅰ

英
会

話
Ⅱ

上
級

英
語

Ⅱ

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
Ⅱ

海
外

英
語

セ
ミ

ナ
ー

会
計

学

哲
学

健
康

科
学

心
理

学

法
学

（日
本

国
憲

法
）

科
学

へ
の

い
ざ

な
い

経
済

学

現
代

産
業

論

健
康

と
ス

ポ
ー

ツ
生

涯
ス

ポ
ー

ツ

宇
宙

の
探

求

物
質

の
探

求

ス
タ

デ
ィ

ス
キ

ル
ズ

学
修

と
実

工
学

も
の

づ
く

り
基

礎
実

習
Ⅰ

も
の

づ
く

り
基

礎
実

習
Ⅱ

日
本

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

政
治

学

大
学

生
の

た
め

の
文

章
読

解

大
学

生
の

た
め

の
文

章
作

成

専
門

用
語

の
基

礎
知

識

F
o

c
u

s
 o

n
 I

n
te

r-
C

u
lt

u
ra

l 
C

o
m

m
u

n
ic

a
ti

o
n

起
業

と
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン

新
会

社
設

立
と

技
術

経
営

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

日
本

で
の

生
活

と
学

習
日

本
事

情
留

現
代

社
会

の
諸

問
題

地
域

活
動

リ
テ

ラ
シ

ー

現
代

社
会

の
基

礎
知

識
Ⅰ

現
代

社
会

の
基

礎
知

識
Ⅱ

暮
ら
し
の

支
援

と
エ
ン
ジ
ニ
ア
の

協
働

Fo
cu

s o
n C

ro
ss

-C
ult

ur
al 

Un
de

rst
an

din
g

Sc
ien

ce
 an

d T
ec

hn
ica

l E
ng

lish
 Pr

es
en

tat
ion

s
In

te
gr

at
ed

 S
cie

nc
e 

an
d 

Te
ch

no
log

y

地
域

活
動

演
習

Ⅰ

地
域

活
動

演
習

Ⅱ

地
域

活
動

演
習

Ⅲ

地
域

活
動

演
習

Ⅳ

In
te

rn
a
ti

o
n

a
l 
W

o
rk

 a
n

d
 S

tu
d

y

A
d

v
a
n

c
e

d
 T

e
s
t-

ta
k
in

g
 S

tr
a
te

g
ie

s
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ッ スター  

レッジマイスタープ ム 、 通教 学 る および と合わせ 、そ の

にお 設 工学 に レンジすること 、 習 工学 に ームワーク ス ジュー

管理などの 会 を合わせ 、 合 な を の す

部 す くの 学 から 学 進 修するシステムにな す 修

な学 、 業の内 、 時 、 修 な人数など 、 によ な すの 、 記の「 修上の 」と

学 の 案内に 修するよ に く

物理体感工 、機 工工 、フ ーミュ 工 、プ ダクトデ イン工 、 ビ テ 、 の く

学、 ット 作プ ジェクト、 ューマ イ ット研究、 ット ンテ ア、  、 D   、

フ ジ ン ューテ ン 工 、 工

事  

１ 修 数 、 修上 数の に す

２ 修 、 （ ープン 修 ）の と わ 、 業 数に す

３ 、 と 進 す

４ 修登録に 、 に実施 るガイダンスなどに出 、担当教 の を る す

スター と 、 イ （ ） 、 、大 、 、 などの を持 す

かのプ ム 部を修 、か 通教 関 する を か 学び、 と を に

と ら る学生に 、選 の ッ スター ら 、大学から 状 く メダ

す
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データサ ンス  

報 会を 、データサイ ンスの ・ を修 するす の学 を と 学部・学 断プ

ム す 本プ ムを 修することによ 、 レベ を データサイ ンテ ストと の を に ること

出来 す 記に記 する修 を に 、修 証 す

プ ム 分 数

プ ム 修

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数理 計

プ ム選

データベース

データ工学

ア ムとデータ

システム

人工

機 学習

機 学習

計

システムデ イン

報システム

「数理 計」「 報システム」 会 学

 

 

機 工学 ・ 通信工学 ・ 用 学 ・ テ クス学 ・ 報メデ ア工学 ・ 学

こ らの学 の 学生 、本プ ム に 、 の を す す

（１） 時の 上

（２）修 数 上

（３）「数学」（ク ータ の 修 ）の成 「 」 上

データサイ ンス学

当 学 の 学生 、 本プ ム 者とな す

プ ム 修 の 、「数理 計」 「学 別 当 」にお 業 と 「選 」と記

お す 、本プ ムにお 「 修 」とな すの 、 に 修
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教 状を取 するに 、学部の 業に な に 、教 職 に き「教 職 施行

の に る 」・「教 及び教 の に関する 」・「教 の 理 に関する 」・「 、 合 な学習の時

間等の 及び生 、教 相談等に関する 」・「教 実 に関する 」の 分の を修 な な

せ

教職 を 修する学生 、 「 ンテーシ ン」に出 するよ に く

本学にお 、 学部・学 取 な教 状 次のとお す

なお、 に 、ガイダンス る「教職 ハン ブック」を く

学 学

学部・学

教 状の種

工学部 進工学部 学部

機

工学 通信工学

用

学

テ クス

学

報メデ ア

工学

データ

サイ ンス

学

学

学 教 種 状
  

数学    

等学 教 種 状 工業

等学 教 種 状 報        
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 学   学     

本学の大学 工学研究 、広 に立 な学 を 、 分 にお る研究 の

を する職業等に な の を ことを と ３ に、 同 後 、 分 に

研究者と 自立 研究活動を行 のに な の研究 およびその となる かな学 を ことを と

、 ３ に設置 現在本学に 設 る大学 工学研究 の 、およびその募集 次の通

す

 

（募集人 ）

学 課 修業 ２

生 ス 学    

ス 学    

デ 学    

デ ン学    

  

学 課 修業 ３

生 ス 学    

ス 学    

デ 学    

デ ン学    

 

課  

学 教 に る大学を 業 者、及び 業 の者

学 教 ７ の によ 学 の学 を 者

外 にお 学 教 にお る の を修 者及び修 の者

文部 学大 の 者

本学学部３ 在学 本学大学 にお 、大学 にお る教 を るに わ 学 ると 者

本大学 にお 、個別の入学資格 査によ 、大学を 業 者と同等 上の学 ると 者 、入

学時 に る者

大学に３ 上在学 、 外 にお 学 教 にお る の を修 、本大学 にお 、 の

を 成 を 修 のと 者

課  

修 の学 職学 を する者、及び大学 修 修 の者 職学 取 の者

外 にお 、修 の学 職学 に相当する学 を 者 の者

外 の学 行 通信教 にお る 業 をわ にお 修 、修 の学 職学 に相当する

学 を 者 の者

文部 学大 の 者

本大学 にお 個別の入学資格 査によ 、修 の学 職学 を する者と同等 上の学 る

と 者 入学時 に 者

 

選 時 、 ・ 後 と に のとお す

（ 入学）

上 （ 入学）

２ （ 入学）

 

課  

入学者の選 、 験・ 験の と書 査によ す
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験

験

数 学 外

生システム学

出

数、 分 分学、

分

、外 人

留学生 、 に

日本 とするこ

と きる

記

機 シ ス テ ム工 学 同 上 同 上 同 上

報メデ ア工学 同 上 同 上 同 上

デ イ ン 学 同 上 同 上 同 上

験 の選

験

生システム学

料 学、 ネ ー・ 工学、ナ ・ イ マテ ア 、

生物工学、 機発 料工学、

物理 学、 分 学、 学、 物分 機 学、 料、

分 学

機 シ ス テ ム工 学

料 学、機 学、 学、機 工作、 体 学、機 料、

工学、設計工学、

マイク ・ナ 、メ ト ニクス

報メデ ア工学
レクト ニクス、 報通信 、マ メデ ア

デ イ ン 学

計画、 、 、 、 料、

工学

学  

大学 の進学を 望する学部生を に、学部４ 在学 に大学 る を 修 きる

す

この 、大学 る に 、 修を希望 、 合に、 を上 に 修 き す

行 修 修 、大学 入学後に する の と 、修 に ら す

大学 進学を予 る学生 、学部在学 から にこの を利用 く

課  

記 験および によ す

記 験

、修 文 そ に わる 文および 後 入学後の研究計画に す

入学  

本学 業 修 の者 、学業成 に る者に 推 入学の す 出

、 明な 等に 、教 く の

課  

選 時 、６ 、 及び２ す

課  

選 時 、 及び２ す
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Ⅳ．学  部 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基 幹 工 学 部 

 

 

 

 機械工学科 

 電気電子通信工学科 

 応用化学科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学  
学

日本の 業を支 き 機 工 、 、 料 発 などの を発 せ、 の 利な生活

のベースとなる自動 、 、 報機 、日用 などを 発 るの 、 機 、 、 学分 の 者

す 、 料などの ネ ーの 、 設 発など 用 ら る 機 の 発、 などに用

る 学 の研究など 、機 、 、 学分 の 者の活 によ 支 ら す 会の持続 な発 に向

の 増すこ からの時 にお 、 業界の となる機 、 、 学分 の実 な 者 の 、

会の ら る 大きくな 続 ると ら す

工学部 、 業界の となる機 、 、 学の分 求 ら る な と を修 すること き

す 、自発 、自 に学 を 、実験・実習 理 と実 を 合わせ を こと 、

者に求 ら る実 を す そ 、 工学部の 学 にお る 教 ・研究によ 、 ・

・ を する「 の く の となる 者」の 成を す

工学部 、機 工学 、 通信工学 、 用 学 による 学 成 す

機 工学 、 会に 献する の広 と 広 機 工学の を 、複 な を な から に

きる 者を 成 す

通信工学 、 業 の に きる、 な実 を持 ・ ・通信工学分

の 者を 成 す

用 学 、 学を と 自 学・工学に関する な と 験を備 、 業 の を 感に き

る広 と に きる な を する 者を 成 す

デ ポ ー

工学部 、 業界の となる機 、 、 学の分 求 ら る「 な を修 、 の

を発 せ な を する実 を に 者」を 成 す の 業 を すこと 、

工学に関する ・ 及び次のよ な と を備 のと 、学 （工学）を す

学 生  

工学の （機 ・ 通信・ 用 学）の を支 、 を せること きる

工学の （機 ・ 通信・ 用 学）にお 、 を すること きる

に進 発 を続 る に生 にわ きる

 

工学の （機 ・ 通信・ 用 学）にお 、体 と を生か 、現 および発

な 案 きる

 

自発 、自 に学 と理 と実 を 合わせ 理 に物 を ること きる

自らの を説明 、他者 会に伝 すること きる

ポ ー

工学部 、 業界の となる機 、 、 学の分 求 ら る を修 、 の を発

せ、 の を する実 を に 者を 成する 、 通教 「工学 」

を担保 上 、「機 」、「 」、「 学」分 の を実験・実習と同時に学 こと 、学生 する学 のデ

プ マ シーに る を 成 きるよ にすることを と キュ ムを す

ッ ンポ ー

工学部 、 業界の となる機 、 、 学の分 求 ら る を修 、 の を発

せ、 の を する実 を に 者を 成 す その 、 に る

を する人を広く求 す

学  

業界の となる機 、 、 学の分 に 関 を持 、そ らの分 求 ら る を修

する を る人

の を発 せ、 な を よ とする を る人
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学  学  

学 （ ）  
機 工学 、 会に 献する の広 と 広 機 工学の を 、複 な を な から

に きる ンジニアを 成 す 広 な 分 る機 工学を体 に学 に、 料 学、機 学、 体

学および 学と を と 、 ・ ・ ・ 報・デ インと 関 分 を学び、その後、

自らの将来を 用 を学び す 、こ らの の習 と並行 、 図、C D、機 工作実習と 実

習 および実験 を、 学 から学 こと 、実 な 者を す

デ ポ ー

機 工学 、 広 機 工学の を 、複 な を な から に きる ンジニアを 成

す の 業 を すこと 、機 工学に関する ・ 及び次のよ な と を備 のと 、

学 （工学）を す

 

の 会 、および に及 す に 理 る（D 広 ）

機 工学に な自 学の を修 る 、機 工学の 広 を修 る（D 学

の ）

 

機 を設計 、図 など 現すること きる 種の機 置を に活用すること きる 、複合

な を すること きる（D 実 ）

 

健 な生活習 を持 、自 および計画 に学修をすること きる（D 自立の ）

他者と 調 を すること きる 、 会に る を ること きる（D

行 ）

プレ ンテーシ ンなどによ に を伝 、他者と すること きる（D ）

ポ ー

機 工学 、 広 機 工学の を 、複 な を な から に きる ンジニアを 成

す 学生 デ プ マ シーに る を 成 きるよ に、教 成、教 内 、教 の を次の

よ に 、 通 と を ンスよく 置 キュ ムを す

 課  

と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 学 から学 とに体 と実験・実

習・ 習 の を 成 す

学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す

発 を  L （ L） を 学 から に取 入 成を す

  

機 工学を学 の を に る 、 学 に「機 工作」「 図」「C D」および「機 料」等を 設

す

機 工学の の を に る 、 学 に 設計 学などの を 設 す

、機 工学を実 に 用する を に る 、機 工学に関する実験 メ ト ニクス等の を 設

す

実 な 者に求 ら る 教 を に る 、 学 から 学 にか 「マー テ ン 」「 理」「

」「 管理」「資 」などの を 設 す

進路 個 に を選 学習 、 業研究の となるデ イン・設計分 、 ネ ー・ 分 、

生 分 に関する を 学 に 置 す

企画 、 発 と 、 らにプレ ンテーシ ン を 、 学 に 業研究を 設 す

  

業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す

ッ ンポ ー

機 工学 、 広 機 工学の を 、複 な を な から に きる ンジニアを 成

す その 、 に る を する人を広く求 す

学  

等学 にお る 分な 学 を備 る人

機 工学 に と感 を持 、 に取 こと きる人

健 な 理 と 会 調 を る人
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学

学

学

学



 

大学 学 の 入 と 「フレッシ ー セミナー」 す 人数の学生に 教 担 と き、

修の留 大学生活に のガイダンスを行 す

、数学、物理、 学および の 通教 からスタート す こ らの 後に学 機 工学の

を理 する の す 学 の こ らの を理 ることを と 進 すの

、 実に理 ・修 く 他に 「機 料」 「 と ネ ー」と 学 を の

と 置 す

図 と 「機 ・ 図 」「実用機 図」「機 C D」 す 図 機 者と の の

す の からこ らに 、図 の 書きを 実に修 き す 、実習 と 「機 工作実習」

す 実 の工作機 に 、機 工学にお る の く を実体験と 学び す

 

機 工学の となる を に学び す 機 の「 」と る「 料 学」、「機 学」、「 体 学」

および「 学」 、将来どの分 をすると 機 者 、 となる す こ らの

と並行 「機 工学実験」を す 実験 、 学 学 内 を、実体験を通 、よ く理 する の

、同時に報告書の書き に 学び す

「機 設計」 、 学 図の を使 、 体 な設計 に取 す 「機 工」 、機 を

作する となる な 工 生 に 学び す 「 工学 」 、動 機 動作機 の

計 にお となる 路に 学び す

「機 の研究」 、機 工学にお る研究 に 分 の 教 す 、 研を行 研究室およ

び、 者と 将来取 分 を す 時に、研究室 の説明会を行 す の成 、学

生の希望 および研究室 を 案 を す ンテーシ ンなど 説明 す

 

時に、研究室 を発 す ここから、 研 ２ 間の 分 の学修 スタート す

当 る学 、 と ど 選 とな す 研および 者と の将来に な を

収する 間 す に 充実 、この 間に 収 きる の 増 す

学 の「研究分 ミ」 研の 備と 、研究室 とに なる 人数 の とな す

 

、１ 間か 個別の 研テーマに取 す 教 の 、 の設 、 のアプ ー の検 、

実験 の立案、実験の実施、実験 の と 、 などのプ セスを自 に進 す 、こ らの内 の

な 現と 、報告書の作成およびプレ ンテーシ ンを学び す 「 業研究 」の成 と 間報告会 の発 を、「

業研究 」の成 と 業研究発 会 の発 および 業 文の を、 成 な な せ

大学 の進学を希望する 合 、 教 に相談 、大学 の研究 設 を検 す

ー ン  

ープン 修 学 外に 当 る の学 に 、担当教 の を 修する

こと き す （データサイ ンスプ ム す）

互 の る他大学による を 、こ を本学 の 業 に こと き す

ープン 修、及び 互 、合わせ 大 業 に 入すること き す

データサイ ンスプ ムに 、 を く

資格等の 験合格による に

職課  

と の教職 を 修することによ 、 学 「 」、「数学」、および 等学 「工業」の

を、 業と同時に取 すること き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職 ハン ブック」

を く なお、教職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、 この を

修 く
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学  学   

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 の「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進 ・ 教 の「 報 テ シー」２ を修 ること

・学 の「学 求セミナー」１ を修 ること

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「機 工作実習」 、「機 C D」 、「 と ネ ー」 、

「機 ・ 図 」 、

「実用機 図」 、「 料 学１」 、「機 学１」 、

「 と 体の 学」 、「 工学 」 、

「機 工」 、「機 工学実験１」 、「機 工学実験２」 、

「機 設計１」 、「機 の研究」 、「研究分 ミ」

機 工学 の進 を上記に す 学 に 当 を、その学 実に修 くこと す

３学 （６セメスター） 、 実に 上を取 する に、 セメスター 上を取 することを

に く ４ 間 業する に 、 学 の進 時 に上記の の を 実に取 する

す

室  

４学 、機 工学 の かの研究室に 、 間か 「 業研究（ 修 ）」に取 ことにな す

２学 時 、研究室 説明会を 、希望調査を行 す 、２学 の成 、学生の希望および研

究室の を す ３学 の 時に 発 す ３学 に 研究室 とに行わ る「研究分

ミ」 分 に な を学び す

学

機 工学 、機 工学にお る 実 を修 きるよ に、学 自の教 プ ムと 「実 機 工学プ

ム（ プ ）」を設 す プ 、 修 に 別 する「 プ 」を 合格する

ことを す
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学  学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数    上

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

データサイ ンスプ ム

ープン 修 １ 「データサイ ンスプ ム（選 ）」・

「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること

データサイ ンスプ ムに 、 を く
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選の別 修 選 修 選

プ プ （ 通教 にお る 数学、 用 析、物理 、物理 、 学 プ ることに ）

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数

数学

学

析学

用数学

数

数学

学

析学

用数学

フレッシ ー セミナー

学 求セミナー

機 工作実習

機 Ａ

機 料１

機 料２

と ネ ー

機 ・ 図

実用機 図

料 学１

料 学２

機 学１

機 学２

と 体の 学

学

体 学

工学

機 工

ソフトウェア

メ ト ニクス

ンジニア ン デッサン

マー テ ン

機 工学実験１

機 工学実験２

機 設計１

機 の研究

工

計 工学

デ イン

理と

機 習

機 設計２

体 学

工

人間工学

用 体 学

アク ュ ータ工学

機

インターンシップ

資

研究分 ミ

ームワークと ンジニア ン デ イン プ 生の

工学

デジタ マニュフ ク ン

プ ス ック成 工

内 機関

伝 工学

管理

管理

業研究

業研究

教

学

３ ４

学 学 学

選
の
別

プ

の関

時 間 数

プ
ン

修

備

実
か
な
人
間

と

会

１ ２
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選の別 修 選 修 選

プ プ （ 通教 にお る 数学、 用 析、物理 、物理 、 学 プ ることに ）

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

物理体感工

物理体感工

物理体感工

物理体感工

機 工工

機 工工

機 工工

機 工工

機 工工

機 工工

フ ーミュ 工

フ ーミュ 工

フ ーミュ 工

フ ーミュ 工

フ ーミュ 工

フ ーミュ 工

プ ダクトデ イン工

プ ダクトデ イン工

プ ダクトデ イン工

プ ダクトデ イン工

プ ダクトデ イン工

プ ダクトデ イン工

ビ テ

ビ テ

ビ テ

ビ テ

ビ テ

ビ テ

の く 学

の く 学

の く 学

の く 学

の く 学

備

実
か
な
人
間

と

会

１

学

の関

時 間 数

プ
ン

修

プ

２ ３ ４

選
の
別
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学
学

学
学

C

学 科 専 門 科 目

共 通 教 育

専 門 教 育

基 礎 ・ 応 用 科 目 実 験 実 習卒 業 研 究

1
2

3
4

C

C
C

C

C M P

－　　－63

学

学

学

学





学  学  
学 （ ）  

通信工学 、 業 の に きる、 な実 を持 ・ ・通信工学分

の ンジニアを、実工学の理 に 成する教 を す この教 を学生 成就 きるよ に、工学に

関する な と、 通信工学に関する 、 置 プ ミン を使 こなす 、そ 、こ

らの と を 合わせ 動 に発 すること きる実 工学を 、 通教 、 、

を ンスよく 置 キュ ムを設置 す

デ ポ ー

通信工学 、 業 の に きる な を持 ンジニアを 成 す

の 業 を すこと 、 通信工学に関する ・ ・ 及び次のよ な と を備 のと 、

学 （工学）を す

 

工学に関する な と 通信工学に関する を する（D と ）

、 、 報、通信に関する を 合わせ 発 すること きる（D 発 ）

 

通信工学に関する な 置を使 こなすこと きる（D 実 ）

 

他者と ミュニ ーシ ンを図 な ら、 動 に物 に取 こと きる（D ミュニ ーシ ン ）

かな教 を持 、 理 と、 感を する（D ）

ポ ー

通信工学 、 業 の に きる な を持 ンジニアを 成 す 学生

デ プ マ シーに る を 成 きるよ に、教 成、教 内 、教 の を次のよ に 、

通 と を ンスよく 置 キュ ムを す

 課  

と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 次から学 とに体 と実験・実

習・ 習 の を 成 す

分 の 学 を 、 広 を 成 す

学生 自 合理 に を る 、 通信工学 者になる上 外すこと きな 、 、 、

報、通信の の 分 を、 通信 報工学 と 報工学 の の 分 に を を 成

す

  

間の学習を 、学びの を る に「 報工学の 」、「学 求セミナー」を 設 す

計 プ ムなどを使 こなせる を 、 、修 をよ る に、実験 習

を 学 に 設 す

企画 、 発 と 、プレ ンテーシ ン 、 、そ 、 に 動 に取 を

、「 業研究 ・ 」を に 設 す

研究に の る学生 、 学 から研究に取 こと きる 業 （ Iワークシ ップ）を 設 す

  

業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す

ッ ンポ ー

通信工学 、 業 の に きる な を持 ンジニアを 成 す その

、 に る を する人を広く求 す

学  

等学 にお る 分な 学 を備 る人

通信工学の分 を職業に と を持 、その に向か 動 に行動 、 体 に 学

に取 こと きる人

通信の分 に関する の く に を持 、プ ミン 実験を行 る人

向上 、自ら 、 理を持 自ら行動すること きる人

自分の を 現 きる ミュニ ーシ ン を る人
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学 に、大学生活 の 入 と 担 の 人数ク ス 行わ る「フレッシ ー セミナー」を通 、本学に

お る 修 、大学生と の学習 に 理 す 、 通教 の 修を通 、 を理 す

る に な 学 と、 会人と の教 を に す

「 報工学の （ 学 ）」および「学 求セミナー（ 学 ）」 、 間を通 通信工学

学 の内 を すること 、 自の学びの を す 、「 路 」および「 路 習」

を通 、工学 な現 を に理 する習 を に す らに、研究に の る学生 、 学 から研究に

取 こと きる Ｉワークシ ップを すること き す

 

数 く 置 通信工学の を通 、 分 を学修する の 、および現 を

に 索する に きをか す 、 ・ ・通信工学を学修するに 通 になる 者

と の をなす内 を学び す 、「 通信工学実験 （ 学 ）」 「 通信工学実験 （

学 ）」、「プ ミン 」「プ ミン 習」（ 学 ）によ 、計 プ ミン を使

の を習 す らに、「 通信工学実験 、 」 、工学 なレ ートの書き を学 と に、デー

タの 理・ を通 学 学修 理などのよ 理 、 らに、 の を理 す

 

、 学習 内 を か と 、 自の す学 に 分 の を通 く理 、

そ 、自分自 の 現 を説明 きるよ に研 す 、 および の実験をおこな 「 通

信工学実験 （ 学 ）、 （ 学 ）」を通 、 分 の実 な理 と、 に する を修 す

の実験と の実験 、 を通 を 学修 す らに、研究室 の おこなわ 、 業研

究に となる な を学修する「 ミナー 」を 修 す なお、インターンシップ 就職に関する 種

のセミナー 行 本格 に すの 、将来を 備 進 す

 

研究室にお 、「 業研究 」および「 業研究 」をおこな す 大学 学修 と の

合 をおこな な ら研究を進 、その内 を 業 文に と す 、研究を通 企画 、 、プレ ン

テーシ ン 、 、そ 、 に 動 に取 を に す 業研究に合格するに 、

研究に取 上 、 間報告書の 出、 業 文の 出、 業研究発 会 の発 す こ らの研究活

動と並行 、大学 進学するか就職するのかを る す 研究と自 の将来を ンスよく な ら、

研究に取 す

ー ン  

ープン 修 学 外に 当 る の学 に 、担当教 の を 修する

こと き す （データサイ ンスプ ム す）

互 の る他大学による を 、こ を本学 の 業 に こと き す

ープン 修、及び 互 、合わせ 大 業 に 入すること き す

データサイ ンスプ ムに 、 を く

資格等の 験合格による に

職課  

と の教職 を 修することによ 、 学 「 」、「数学」、および 等学 「工業」の

を、 業と同時に取 すること き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職 ハン ブック」

を く なお、教職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、 この を

修 く
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学  学   

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 の「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 教 の「 報 テ シー」２ を修 ること

・学 の「学 求セミナー」１ を修 ること

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「 路 」 、「 路 習」 、「 路」 、

「 学」 、「プ ミン 」 、

「 通信工学実験 」 、「 通信工学実験 」 、

「 通信工学実験 」 、「 通信工学実験 」 、

「 ミナー 」

通信工学 の進 を上記に す セメスター 修 きる 数に 上 ることに 、計

画 に 学 に 当 を 実に修 くこと す 学 （ セメスター） 時 、 学 の進

る 修 数 上を修 する に、 セメスター 上を修 することを に く

室  

通信工学 の研究室 かに 、学 ミナー 、学 間か 業研究（ 業研究 および ）

に取 ことにな す する研究室 の 説明会 く を す 、 自 希望申請を 出 、

研究室 選 をおこな す そ に、自分の将来を 、希望の研究室を検 おくこと す

、 学 の ンテーシ ン 説明を行 すの 出 く
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学  学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数    上

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

データサイ ンスプ ム

ープン 修 １ 「データサイ ンスプ ム（選 ）」・

「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること

データサイ ンスプ ムに 、 を く
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選の別 修 選 修 選

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数

数学

学

析学

用数学

数

数学

学

析学

用数学

フレッシ ー セミナー

学 求セミナー

報工学の

報工学の

路

路 習

デ ジタ 路

計

報理

ン ュータアーキテク

路

路 習

学

物

プ ミン

プ ミン 習

通信工学実験

システム 析

路 用

学 用

アナ 路

ワイ レスネットワーク

プ ミン 用

デ イス

通信工学実験

報通信伝

通信機

機 ネ ー

ワー レクト ニクス

・ 工学

ワークシ ップ

インターンシップ・キ ア工

ネットワークデ イン

通信工学実験

システム

信 理

・画 理

発生

通信工学実験

ミナー

センシン

と施設管理

業研究

業研究

物理体感工

物理体感工

物理体感工

物理体感工

学

学 の かの
セメスター セメスター
上 修すること

か
な
人
間

と

会

１ ２ ３ ４

教

学 学 学

選
の
別

の関

時 間 数

プ
ン

修

備

実
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C
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通信工学 の学生 、 の を修 業 、学部 業後の実 験を の 数を

ことによ 、 者の資格を申請する 、 験 除 る

・ 保 の 保の から、 業 によ 業用 工作物（ 業用および自 用 工作物）の設置

者（ 者）に 、 工作物の工 、 持及び運用に関する保 の を せる 、 者の選

ら る

・ 者の資格に 、保 きる 工作物の によ 、 種から 種 る

種 す の 業用 工作物の工 、 持及び運用

種 ト の 業用 工作物の工 、 持及び運用

種 ５ ト の 業用 工作物（出 ５ キ ワット 上の発 を除く ）の工 、

持及び運用

 

・ 者の資格を る に 、通 験を 験 合格 な ならな 本学 通信

工学 業 の に き、 者の資格を取 せる の教 施設と 業 から

を るの 、 の を 、 業後、１ の実 験を 、 種

者の資格を申請すること きる

・申請 、 自の の 寄に 在する 業 （関 、関 業保 部（ ）に

出向 行 こと と る 修 証明書 教 発行する

・その他の 、２学 ４ に実施 る 者資格取 に関するガイダンス 説明する ガイダ

ンスをの すことのな よ に すること

・ 者 験に関する 報 、 者 験センターホームページ

から ること きる

・

工
学
の

業
数

な 業 内
１ ２ ３ ４

 

計 計 、 、 種 計

センシン アナ 計 ・ 、デ ジタ 計 ・

学 、 界、 、 界

学 用 インダクタンス、 、 体、 界

路 路と の

路 習 上記内 の 習

路 、 、複 記 、 路

路 習 上記内 の 習

路 用 現 、 相 路、分 数 路

 

デ ジタ 路 理 、 理 路、 合せ 理 路

アナ 路 ト ンジスタ・アナ Ｉ による 種 路

発
生

業
数

な 業 内
１ ２ ３ ４

 

発生 ・ ・ ・その他の発

・ ・ 、 保 ・

と施設管理 業 、 関係 、 施設管理

 

・ 工学 工学と 現 理

物 料、 体 料、 料、 料

デ イス 体の 、集 路、 ・発 デ イス
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利

用

な

ど

業
数

な 業 内
１ ２ ３ ４

 

機 ネ ー 、 機 の 理、 機・ 機・同 機

ワー レクト ニクス 種 ワー 体 、 種 路の

システム 析 工学の 、伝 関数とブ ック 図、 ー 図による 析・設計

システム 自動 理 、現 理 （ ）

 

通信機 アナ 通信機 、及びデ ジタ 通信機

報通信伝 報の と 報 、 、通信

報 テ シー 計 機の 成、 作 、アプ ーシ ンプ ムの利用

プ ミン を用 プ ミン

実

験

業
数

な 業 内
１ ２ ３ ４

 

通信工学実験 計 理及び実験、データ 析

通信工学実験 路、 路、 、 動機実験

通信工学実験 機 実験（ 機 設備）
路実験（デ ジタ 路 アナ 路）通信工学実験

設
計

図

業
数

な 業 内
１ ２ ３ ４

 

Ａ 格、 、 機 図、 路とシー ンス図

を すとと に ２の に に修 すること
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通信工学 の学生 、 の を修 することによ 、 通信 者の 験

の 除 る

・ 通信 者 、 通信ネットワークの工 、 持及び運用の 者 る

通信 業者 、その 業用 通信設備を、 る に 合するよ 、自 に 持す

る に、 通信 者を選 、 通信設備の工 、 持及び運用の に らな ならな

通信 者の選 、 と 、 業用 通信設備を に管理する 業 ととなる

資格者証の種 の

伝 者資格者証
通信 業の用に する伝 設備及びこ に する設備の工

、 持及び運用

路 者資格者証
通信 業の用に する 路設備及びこ らに する設備の工 、

持及び運用

除 の

通信 者 験の 験 、次の３ 、「 通信システム」の 除 となる

・

・設備及び設備管理

・ 通信システム

 

・ 通信 者の資格を る に 、通 験を 験 合格 な ならな 本学

通信工学 る に 合するよ 、 者の資格を取 せる の教 機関と

から を るの 、 の を 合 験の 「 通信シス

テム」 除 る

・申請 、 修証明書を 日 に 通信 験センターに 出 すること

と る 修証明書 教 発行する

・ 通信 者資格取 に関するガイダンスを４ に実施するの 、ガイダンスをの すことのな よ に

すること

・ 通信 者 験に関する 報 、 通信 験センターホームページ

から ること きる

ス 試  

の 分
本学の

（ 修 ）

数
修 す き

１ ２ ３ ４

教 数 学

数学

修 を ２ 上修 すること

用 析

数

数

数学

数学

学

学

析学

析学

計学
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の 分
本学の

（ 修 ）

数
修 す き

１ ２ ３ ４

教

物 理 学

物理

修 を ２ 上修 すること物理

工学 物理

学
学

記２ を修 すること
学 用

路

路

修 を ２ 上修 すること
路 習

路

路 習

路

アナ 路

２ 上修 すること
デ イス

センシン

物

デジタ 路
デ ジタ 路

１ 上修 すること
信 理

報工学
プ ミン

修 を １ 上修 すること
プ ミン 習

計

計

修 を １ 上修 すること

通信工学実験

通信工学実験

通信工学実験

通信工学実験

教

伝 路工学 ワイ レスネットワーク 記 を修 すること

工学 ネットワークデ イン 記 を修 すること

通信システム
報通信伝

１ 上修 すること
通信機
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学  学  
学 （ ）  

「 学を と 自 学・工学に関する な と 験を備 ンジニア」を す

その 、 学関 業にお 、将来の に に きる ンジニアに な の となる な

を から にか 学び す 次に、この を かな のとする 用 な を から 学 にか

学び す そ 、広く 業界・実 会 ンジニアと 通用する を に る実 な を に 置

、こ ら の 学びを す らに から 間なく実験・実習 を 当 、 に な

を 験 と る キュ ムにな す

デ ポ ー

用 学 、 学関 業 活 きる実 と を持 ンジニアを 成 す の 業 を す

こと 、 用 学に関する ・ 及び次のよ な と を備 のと 、学 （工学）を す

 

学を と 自 学・工学に関する な と 験を備 る（D ）

かな 学の と 験に ら 広 を持 る（D 広 ）

学を とする 業にお 、将来の に する に に きる（D ）

 

用 学に係る生 ・ 発・管理等の に取 こと きる（D ）

 

学を とする 広 自 学の を生か 理 を 、 せ に きる（D 者 理）

生 を通 自 研 する を する（D 生 にわ る ジ ン）

ポ ー

用 学 、 学関 業 活 きる実 と を持 ンジニアを 成 す 学生 デ プ マ シ

ーに る を 成 きるよ に、教 成、教 内 、教 の を次のよ に 、 通 と

を ンスよく 置 キュ ムを す

 課  

と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 次から学 とに体 と実験・実

習・ 習 の を 成 す

学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す

発 を  L （ L） を から に取 入 成を す

  

学の「 」を「 験」 と る から 間なく実験・ 習 を 設 す

学に関する な を修 する 、 から にか 、「 機 学 」「 機 学」「物理 学」「 工学」

「機 分析 学」などの な を 設 す

よ な 学に関する を修 する 、 から にか 、「 機 学 」「 体 学工学」「 料 」

「生 学」などの 用 な を 設 す

業界・実 会 通用する を修 する 、 に、「 機 」「 イ ・界 学」「ナ ・ イ デ イ

ス」「生体分 工学」などの実 な を 設 す

学 外に 物理・生物工学関 を通 、 学関 業 活 する に な 広 自 学の を

設 す

よ 実 な と 験、企画 、 発 と 、 らにプレ ンテーシ ン を とと に、 理

自 研 の を る 、 から研究室に 、機 物 デ イン、ナ テク ジー、 料プ セス

、資 ・ ネ ー 、 イ テク ジーの 分 の 研究に取 ミ・ 業研究を 設 す

  

業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す

ッ ンポ ー

用 学 、 学関 業 活 きる実 と を持 ンジニアを 成 す その 、 に る

を する人を広く求 す

学  

等学 にお る 分な 学 を備 る人

学を と 自 学・工学に 、 広 を る人

学を と 自 学・工学に 、 ことに する る人

学を とする実験 実習に に取 こと きる人

自分の を持 、 を ること きるとと に、他人の を に取 入 ること きる人

の とを 理 に ること きる人
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学 に る 用 学 の と 「フレッシ ー セミナー」、「 学実験 」、「生物学 」 す こ ら

修 すの 修 く 「フレッシ ー セミナー」 担 、 人数 業を進 す フ

レッシュマンキ ンプ この に す 大学生活 用 学 の学修の に 、 報の収集と 理

など学修の を に す 「 学実験 」 、こ からスタートする 学の学びにお かせな 学実験の 本

な作 を修 する す 同時に実験レ ートの書き 学び す 学 、 にわ の の に る学

す と わ 生き物と 、 な 関わ す 「生物学 」 、 学を学 学生にと な生物に関する

を修 する の す

学 に 、「学 求セミナー」「 学実験 」「 機 学 」「物理 学」「生物工学実験 」の 修 と「生物学 」

の選 を用 す 「 学実験 」 、「 学実験 」に引き続き、 学実験の 本を か と に る

の す 求 ら る実験レ ートの くな す そ 、大学 の 学に の な学び 「 機 学 」

「物理 学」から す この の 、 の学修の となる な す 業の 後に 予

習 習を か とおこな 、分からな こと その にせ 、 業 に に を ここ の学びの

き 、後 大きく き す 「生物工学実験 」 、 人 、 を使 る を に るな

ど、生物を と す 、 学を学 上 なことを学修 す 「生物学 」 、 イ に の る学生に

の 伝 タン ク に 学び す

学 から 、 レッジマイスター の「  」と「 D   」 、 続き す

「  」 、将来、研究・ 発の に就き 学生向 に、 から 学研究 を 人数 から か と学

の す サイ ンスイン レ の入 学会発 を に、 後 ること 求 ら す「 D   」

、学生同 の ープ 、 に 料をベースに D 実現の の工学 のアイデ アを 、そ を

体 の る 案と 成 せ す 学生の の 大会に 、入 することを す 学 を

、学びに の る人 、 く

学 の「 学 」「 学 」 合格 人 、 学 に 修 く

 

１ の と同 に、 の学修を進 る上 となる と、 らに内 を 用 並行

す に 、 修 外 修することを く求 す こ らの 、 学を修

る上 かせな となる を習 する に から す そ から る 用 、

学 内 を らに に 学修 、 学の と な を に す イ 用

な内 に進 き す 実験 、「 用 学実験 」「 用 学実験 」 す こ らの 、 よ

らに な実験 、データの 析 などを学び、 に を 験に き す

、実験レ ート よ 求 ら すの 、 か と時間をか 取 す

になると 業の進 くな 、内 よ くな き す の 上に予習 習 にな き す

、 に学 き る 学 から、 る 学 に わ くるの この時 から す 学の学び 、こ

と 大きく わ 、き と と 学 きになる す その に と の間の き時間 通学の

の などの時間に か と自習する習 を に ること 大 す

 

学 に 、 に引き続き、 用 す こ らの学びを通 、 の 業研究 取

分 に に る時 にな す その に なるの から る実 す 実 、

用 学に関する 分 の の研究 発を実 に学び す の 学 に 、 業研究を実施する研究室 おこ

なわ す 部 る研究室のなかから希望を出 す 研究室に 入 学生の す 学

の 学生 、 に希望する研究室に す 希望 集 合、当 研究室の教 による選

す 選 に 、 学 の成 す 学 の「プ フェッシ ナ ミ」

、 研究室 に行わ す（ 業学生 学 に すること き す）

学 から にか 、 業後の進路を る時 に か す 業後、就職を希望する人 、 間

に「インターンシップ」に くことを くお す 研究 発職を希望する人 、大学 進学 にな す この

間 、大学 進学に向 な学修を く く 、 研究室の教 から く

業後、就職を希望する人 、 学 から就職活動 実 に す 大学 の学修と並行 行 ことにな す

の 、 学 に きる くの を修 おくことを くお す

なお、 から の進 に 、 に るす の 修 の修 にな す
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大学 の学びの集大成 る「 業研究 ・ 」を 修 す １日 、上記 研究室 、 分 に

お る本格 な研究・ 発に く学び す 研究室の教 の の 、研究・ の発 と 、 学 、

プレ ンテーシ ン 、研究 文 などを に す

業に な を修 な 学生 、 修する す

ー ン  

ープン 修 学 外に 当 る の学 に 、担当教 の を 修する

こと き す （データサイ ンスプ ム す）

互 の る他大学による を 、こ を本学 の 業 に こと き す

ープン 修、及び 互 、合わせ 大 業 に 入すること き す

データサイ ンスプ ムに 、 を く

資格等の 験合格による に

職課  

と の教職 を 修することによ 、 等学 「工業」の を、 業と同時に取 すること

き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職 ハン ブック」を く なお、

教職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、 この を 修 く
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学  学   

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 の「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 通教 の「 学 」 及び「 学 」 を修 ること

・ 教 の「 報 テ シー」２ を修 ること

・学 の「学 求セミナー」１ を修 ること

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「 学実験 」 、「生物学 」 、「生物工学実験 」 、

「 学実験 」 、「 機 学 」 、「物理 学」 、

「 用 学実験 」 、「 工学」 、「 機 学」 、

「機 分析 学」 、「 用 学実験 」 、

「 学生物 報 理 習」 、「プ フェッシ ナ ミ」

室  

現在、 用 学 に の研究室 す かの研究室に 、 に 間か 業研究（ 修 ）に

取 ことにな す 学 に研究室 説明会を 、希望調査 を 出することにな す そ に、自

分の将来を 、希望の研究室を検 おくこと す

－　　－79

学

学

学

学



学  学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数    上

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

データサイ ンスプ ム

ープン 修 １ 「データサイ ンスプ ム（選 ）」・

「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること

データサイ ンスプ ムに 、 を く
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選の別 修 選 修 選

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数

数学

学

析学

用数学

数

数学

学

析学

用数学

フレッシ ー セミナー

学 求セミナー

学実験

生物学

生物工学実験

学実験

機 学

物理 学

生物学

用 学実験

機 学

工学

機 学

機 分析 学

分 生物学

学

用 学実験

分 学

ナ 料サイ ンス

生 学

計 学

用生物工学実験

機

資 工学

体 学工学

イ ・界 学

ナ ・ イ デ イス

ナ 料プ セッシン

生体分 工学

自 学の 計学

インターンシップ

学生物 報 理 習

イ ニクス工学

分 集 学

レクト ニクス

学

イ 生

プ フェッシ ナ ミ

業研究

業研究

物理体感工

物理体感工

物理体感工

物理体感工

教

学

学 学 学

選
の
別

の関

時 間 数

プ
ン

修

備

実
か
な
人
間

と

会

１ ２ ３ ４
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基
幹
工
学
部

応
用

化
学

科
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ

合
成

実

ラ
マ
ン
分

装
置

に
よ
る
分

析
上

N
M

Rに
よ
る
化

学
構

造
解

析

化
学

実
の

様

生
実

の
様

◎
反
応
工
学

◎
物
理
化
学

★
化
学

II
コロ
イ
ド
・界
面
化
学

◎
応
用
化
学
実
験

II
◎
応
用
化
学
実
験

I
◎
化
学
実
験

II
◎
化
学
実
験
Ⅰ

◎
化
学
生
物
情
報
処
理
演
習

熱
統
計
力
学

電
磁
気
学

自
然
科
学
の
統
計
学

高
分
子
化
学

有
機
化
学

2
◎
有
機
化
学

1
★
化
学
Ⅰ

ナ
ノ・
バ
イ
オ
デ
バ
イ
ス

有
機
反
応
論

錯
体
化
学
工
学

先
端
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

ナ
ノ材

料
プ
ロ
セ
ッシ
ン
グ

生
化
学

分
子
生
物
学

◎
生
物
学

1
生
物
学

2
分
子
集
積
化
学

生
体
分
子
工
学

◎
生
物
工
学
実
験
基
礎

バ
イ
オ
生
産
技
術

応
用
生
物
工
学
実
験

資
源
循
環
工
学

◎
機
器
分
析
化
学

先
端
イ
オ
ニ
ク
ス
工
学

ナ
ノ材

料
サ
イ
エ
ン
ス

◎
無
機
化
学

触
媒
化
学
概
論

物
質
デ
ザ
イ
ン
系

基
礎
専
門
科
目

物
質
デ
ザ
イ
ン
系

実

N
M

Rに

合
成

実
合

成
実

N
M

R

専
門
教
育
科
目

共
通
教
育
科
目

物
質
デ
ザ
イ
ン
系

物
質
デ
ザ
イ
ン
系

生
物
工
学
系

生
物
工
学
系

生
物
工
学
系

秋
春

英
会
話
・上
級
英
語
・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
・他

N
M

R
N

M
R

キ
ャリ
ア
デ
ザ
イ
ン

英
会
話
・上
級
英
語
・プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
・他

線
形
代
数
・代
数
学
・幾
何
学
・解
析
学

秋
春

秋
春

4 4 
年

合
成

実
合

成
実

◎
英
語
（
リー
デ
ィン
グ
ス
キ
ル

I 
&

 I
I 
）

様様様様

◎
英
語
（
リー
デ
ィン
グ
ス
キ
ル

◎
英
語
（
リー
デ
ィン
グ
ス
キ
ル

I 
&

 I
I 
）

化
学

実
の

化
学

実
の

化
学

実
の

◎
英
語
（
リー
デ
ィン
グ
ス
キ
ル

I 
&

 I
I 
）

◎
理
数
系
科
目
（
工
学
基
礎
実
験
）

秋
秋

春
2 2 
年

秋
1 1 
年

春

カ
レ
ッジ
マ
イ
ス
タ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム

物
理
体
感
工
房

IV
物
理
体
感
工
房

II
I

物
理
体
感
工
房

II
物
理
体
感
工
房

I

◎
情
報
リテ
ラ
シ
ー

応
用
数
学

秋

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

II

春

ゼ
ミ科

目
◎
卒
業
研
究
Ⅱ

◎
卒
業
研
究
Ⅰ

◎
フレ
ッシ
ャー
ズ
セ
ミナ
ー

◎
プ
ロ
フェ
ッシ
ョナ
ル
ゼ
ミ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ップ

にに
よ
る
化

学
構

造
解

析
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

I

秋
春

3 3 
年

◎
は
必
修
科
目
で
す

★
化
学

I
と化
学

II
の
単
位
取

得
は

3年
生
に
進
級
す
る
た
め
の
必

須
要
件
とな
って
い
ま
す
。

生
実

の
様

【応
用
化
学
科
の
教
育
の
特
色
】

1年
か
ら絶

え
間
な
く実
験
・実
習
科
目
を
配
当
し
、講

義
科
目
で
身
に
つ
け
た
豊
富
な
知
識
を
経
験
へ
変
え
る
カリ

キ
ュラ
ム
に
な
って
い
ま
す
。

ま
た
、「

Sc
ie

nc
e

Gr
it」
で
は
、将

来
研
究
・開
発
の

仕
事
に
就
き
た
い
学
生
向
け
に
、１

年
か
ら科

学
研
究
法

を
少
人
数
で
基
礎
か
ら学

ぶ
も
の
で
す
。3
年
秋
ま
で
続
き
、

サ
イエ
ン
ス
イン
カレ
で
の
入
賞
や
学
会
発
表
を
目
標
とし
て

い
ま
す
。「

SD
Gs

fo
r

En
gi

ne
er

s」
で
は
、学

生
同
士

の
グ
ル
ー
プ
で
、環

境
に
配
慮
した
材
料
を
ベ
ー
ス
に

SD
Gs

実
現
の
た
め
の
工
学
的
視
点
で
の
ア
イデ
ィア
を
挙
げ
、そ
れ

を
具
体
性
の
あ
る
提
案
とし
て
完
成
させ
ま
す
。学

生
の
た

め
の
環
境
系
全
国
大
会
に
参
加
し
、入

賞
す
る
こと
を
目

指
しま
す
。

1年
か
ら2
年

化
学
関
連
産
業
に
お
い
て
、将

来
の
技
術
革
新
に
も
柔

軟
に
対
応
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
に
必
要
な
基
礎
的
な
専
門

科
目
を
学
び
ま
す
。

2年
か
ら3
年
春
学
期

基
礎
知
識
を
確
か
な
も
の
とす
る
た
め
に
応
用
的
な
専

門
科
目
を
学
び
ま
す
。

3年
広
く産
業
界
・実
社
会
で
エ
ン
ジ
ニ
ア
とし
て
通
用
す
る
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、実

践
的
専
門
科
目
を
学
び
ま
す
。

4年
大
学
に
お
け
る
学
び
の
集
大
成
で
あ
る
「卒
業
研
究
Ⅰ
・

Ⅱ
」を
履
修
しま
す
。研

究
室
に
配
属
され

、ほ
ぼ
１
日
中
、

各
専
門
分
野
に
お
け
る
本
格
的
な
研
究
・開
発
に
つ
い
て

深
く学
び
ま
す
。研

究
室
の
教
員
の
指
導
の
下
、研

究
・技

術
課
題
の
発
見
と解

決
、
科
学
的
思
考
法
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
法
、研

究
論
文
執
筆
法
な
ども
身
に
つ
け
ま
す
。

上
の
よ
うな
教
育
に
よ
り、
「化
学
を
基
盤
とし
た
自
然
科

学
・工
学
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
と経

験
を
備
え
た
エ
ン
ジ

ニ
ア
」を
育
て
ま
す
。

材
料
科
学
系

物
質
デ
ザ
イ
ン
系

材
料
科
学
系

Sc
ie

nc
e

G
ri

t
V

Sc
ie

nc
e

G
ri

t
II

I
Sc

ie
nc

e
G

ri
t

II
Sc

ie
nc

e
G

ri
t

I
Sc

ie
nc

e
G

ri
t

IV

材
料
科
学
系

生
物
工
学
系

応
用
専
門
科
目

SD
G

s 
fo

r 
En

gi
ne

er
s 

IV

物
理
体
感
工
房

IV

SD
G

s 
fo

r 
En

gi
ne

er
s

II

物
理
体
感
工
房

II
I

SD
G

s 
fo

r 
En

gi
ne

er
s 

I

物
理
体
感
工
房

II

SD
G

s 
fo

r 
En

gi
ne

er
s 

Pr
ep

SD
G

s 
fo

r 
En

gi
ne

er
s 

II
I

専
門
科
目

実
践
専
門
科
目

◎
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
とA

I入
門

材
料
科
学
系

生
物
工
学
系

物
質
デ
ザ
イ
ン
系

材
料
科
学
系

◎
学
科
探
求
セ
ミナ
ー
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の

人 防 験研究センターのホームページに るよ に、 種 物取 者 験を 験する 合、 の

かの資格 す

者 １ 大学等にお 学に関する学 等を修 業 者

者 ２ 大学等にお 学に関する 業 を１５ 上修 者

者 ３ １ 種 物取 者 状を する者（実 験 上）

者 ３ ２ 種 物取 者 状を する者

次の４種 の 上の 種 物取 者 状の を る者

１ ６ ２ ４ ３ ５

者 ４ 修 ・ の学 を する者

者 ２ に る、「大学等にお る 学に関する 業 」 す 、本学 の 当 す 記

を１５ 上修 る成 証明書を 験申請 く

学  分 学 

学  ナ 料サイ ンス 

学実験  生 学 

生物学   用生物工学実験 

生物工学実験  機  

学実験  資 工学 

機 学   体 学工学 

物理 学 イ ・界 学 

生物学   ナ ・ イ デ イス 

用 学実験  ナ 料プ セッシン  

機 学   生体分 工学 

工学 イ ニクス工学 

機 学 分 集 学 

機 分析 学 レクト ニクス 

分 生物学 学  

学 イ 生  

用 学実験  
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先 進 工 学 部 

 

 

 

 ロボティクス学科 

 情報メディア工学科 

 データサイエンス学科 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



学  
学

次 業 の 界に広 る 、日本にお す き 来 会の と  、 報 会

に続く、 スマート 会の実現に向 進 ら す  、フ ジ 間からの 大な 報 サ

イ ー 間に集 、ビッ データを I等 析 、その ット等を通 フ ー ック す このよ

な  の く にお 、その を担 、 業 会に な を らす 者 求 ら す

進工学部 、このよ な来る き 会の に 、工学の となる ・ の修 と に、 学 の進

業 の 等に きる 、 な を するイ ベーシ ンを こす を に 、「 テ クス」、「 報

メデ ア工学」及び「データサイ ンス」分 の 進 者を 成することを教 上の と す

、こ らの分 の な ・ を学 こと ろ のこと、  L  L に る

合 な実習 等を通 、実 の設計・ 作などの を実体験すること 、実 な を に く そ

らの 験を 上 、 業研究を通 、 な を 合 せる 合 、研究室の 間と を する

などの かな人間 と 会 備 人 となることを す

進工学部 、 テ クス学 、 報メデ ア工学 及びデータサイ ンス学 による 学 成 す

テ クス学 、 な人 イ ベーシ ンを生 る現在の 業にお と る、自

分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の を 活用 人 を せにする、

を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者を 成 す

報メデ ア工学 、 ー の に立 な ら 報システムの 体 をデ イン、 する と、 なメ

デ アの を理 上 、そ らを活か 現及び 報発信を行 とを 、 会に を 案

な ら、そ を に くこと きる次 の 報 者の 成を す

データサイ ンス学 、システム とデータ分析 を発 きる と実 を 、 発 と 会

の を 立 せる、こ からの人間 の 会 活 する ンジニアの 成を す I I T等の に

よるシステム 発 を する なく、データ分析 によ 及び を持 システム サービスを

出 きる次 の ンジニアを す

デ ポ ー

進工学部 、 テ クス、 報メデ ア工学及びデータサイ ンスの分 、「 な を修 、 学

の進 業 の 等に きる 、 な を する を 出する を に 実

者」を 成 す の 業 を すこと 、 進工学に関する ・ 及び次のよ な と を備

のと 、学 （工学）を す

学 生  

進工学の （ テ クス・ 報メデ ア工学・データサイ ンス）の を支 、この の を せ

ること きる

会 の る な を する （イ ベーシ ン）を 出すること きる

に進 発 を続 る に生 にわ きる

 

進工学の （ テ クス・ 報メデ ア工学・データサイ ンス）にお 、体 と を生か 、現

および発 な 案 きる

自発 、自 に学 と理 と実 を 合わせ 理 に物 を ること きる

自らの を説明 、他者 会に伝 すること きる

ポ ー

進工学部 、 な を修 、 学 の進 業 の 等に する と、 な を

する を 出する を に 実 者を 成する 、 通教 「工学 」を担保

上 、「 テ クス」「 報メデ ア工学」「データサイ ンス」分 の を実験・実習と同時に学 こと 、学生

する学 のデ プ マ シーに る を 成 きるよ にすることを と キュ ムを

す

ッ ンポ ー

進工学部 、 な を修 、 学 の進 業 の 等に する と、 な を

する を 出する を に 実 者を 成 す その 、 に る を する

人を広く求 す

学  

「 テ クス」、「 報メデ ア工学」及び「データサイ ンス」分 に 関 を持 る人

工学の となる ・ と 学 の進 業 の の を修 する を る人

な を する を 出 よ とする に る人
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学  クス学  
クス学 （ ）  

テ クス学 、 な人 イ ベーシ ンを生 る現在の 業にお と る、自
分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の を 活用 、人 を せにする
を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者を 成 す

この の 、 の の ック ウン になる機 工学・ 工学・ 報工学・ 工学の 分
に関する広 を生 現 広く用 ら る 置から の ット 、 くの実機を用 実験・実
習 と、こ らに関係する とを 機 に 合せ 進 教 システムによ 修 せ す から研究室
を行 、関 学会 の研究発 を に入 時 の を く の 業研究に向 、実 か の L
教 をスタート す らに、 ット くの分 の複合 ることから、 業研究を の研究室に
行 の なく、他研究室と な ら進 くこと 「 ミュニ ーシ ン 」 「マネジメント 」のよ な

な職種に きるク ス ンク 者に な を 成 す

デ ポ ー

テ クス学 、 ット を と 、自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の
を 活用 、人 を せにする を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者

を 成 す の 業 を すこと 、 ット工学に関する ・ 及び次のよ な と を備
のと 、学 （工学）を す

 
自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の を 活用 人 を せにする

を 案・実現 きる（D ク ス ンク ）
な 報と、 な とを 合せ 、人間の生活にと 理 な を き 体 に 現する を す

る（D デ イン ）
ット 発・設計に なメ ト ニクス、設計、自動 、画 理、人工 、 システム 等の
を修 る（D ）

 
人間の生活にと 理 な を実現する に な、 、 究明および の 案を 理 か

に行 を する（D ンジニア ン ）
 

人と 、 会 イン クトを持続 か 大 する を作る を する（D ミュニ
ーシ ン・マネージメント ）

ポ ー

テ クス学 、 ット を と 、自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の
を 活用 、人 を せにする を 案・実現 きるク ス ンク （ ・ ）の 者

を 成 す 学生 デ プ マ シーに る を 成 きるよ に、 通 と を ンスよく 置 、
の ット工学を に、「機 」「 」「 報」「 」等の な工業分 の と、 の分 の

を 、自分の と他の を 活用 きる を実 に 成する キュ ムを
す 教 成、教 内 、教 の を次のよ に す

 課  
と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 次から学 とに体 と実験・実

習・ 習 の を 成 す
学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す

発 を  L （ L） を から に取 入 成を す
  
機 、 ・ 、 報、 の 分 に関する広 を に る 、 生 現 広く用 ら

る 置から の ット 、 くの実機を用 実験・実習 と、こ らに関係する とを
機 に 合せ 置 す

よ の ・ を実 に修 する 、 から研究室 を行 、関 学会 の研究発 を に
入 時 の を く の L教 「プ ジェクト研究」「 業研究 ミナー 」を 設 す

研究 なく、 ミュニ ーシ ン マネジメント などのク ス ンク 者に な を 成
する 、 に 他研究室と な ら複合 る ット に関する研究・ 発を行 「 業研究」を 設

す
現 と る 報 を体 に修 する 、 の ン ュータ設備を用 報 理 者の資格取

に な ・ を に、 から 進 の 報 を実 に修 す
実 に設計・ 図・ を修 する 、 次 C Dソフト（C D）と運動・ 析ソフト（C ）とを 合

せ 設計から、３Dプ ンタ CNC 工機による部 作（C ） の の 発を行 実 を 設
す

  
業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す

学生および外部からの を に と の 動 と す
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ッ ンポ ー

テ クス学 、 ット を と 、自分の工学の と自分 外の人 持 る他の複数の工学の
を 活用 、人 を せにする を 案・実現 きるク ス ンク （ ）の 者を 成

す その 、 に る を する人を広く求 す
クス学  

等学 にお る 分な 学 を備 る人
を持 、 ことに する と、人 を せにする 者にな と を る人

自ら 行動 きる人、 に 広 学 の 学に に取 こと きる人
自分の を明 に 現 きるとと に、他人の を き、理 すること きる人

 
の 入 と 「フレッシ ー セミナー（ 学 ）」、「 ット工学 習（ 学 ）」「学 求セミナー（ 学 ）」

及び「 ット工学 （ 学 ）」 す 「フレッシ ー セミナー」と「学 求セミナー」 担 、
人数 業を進 す 大学生活 テ クス学 の学習の 、 報の収集と 理 などの学習の を に

す「 ット工学 習」および「 ット工学 」 教 を体 に学習する の 入・ となる 、
ット工学に関する ・ の 体 を実験・ 習を通 体験 に理 す 、「機 工学 （ 学 ）」、「

工学 （ 学 ）」、「 ン ュータハー ウェア（ 学 ）」、「 工学I（ 学 ）」 、 ット工学分 に と
なる と の機 工学、 工学、 報工学、 工学、そ に する 入 、 分 の ・
の 体 を学び す その後、 学 から 「機 図（ 学 ）」、「C D 習（ 学 ）」、「 路（ 学 ）」、「 報
理 （ 学 ）」、「プ ミン （ 学 ）」の 分 の を学び す この他「機 工作実習（ 集

）」 、工作機 の使用 なく、 ・ の および 料と 工 を実 に学び す らに、「
ューマ イ ット研究」「 ット 発プ ジェクト」「 ット ンテ ア」の の レッジマイスタープ ム
によ 、ク ス ンク （ ・ 、 、 ミュニ ーシ ン 、マネジメント ）の を学び す

 
の 学 から引き続き ット工学の となる を学び す 実験 の「 ット 発実験I（ 学 ）」、

「 ット 発実験II（ 学 ）」 、 人１ ットを 作 す こ と同時に 作工 に関 する実験を行 、
ット 発に な を実 に学び す 習 の「C D C C （ 学 ）」、「設計 図（ 学 ）」

ットのメ の設計・ 作に な ・ を、「 プ ミン （ 学 ）」、 の とプ ミン
をそ 実 に学び す 、機 の「 ット機 学（ 学 ）」、「 料工学（ 学 ）」、 の
「デ ジタ 路（ 学 ）」、「 ット 路（ 学 ）」、 報 の「ソフトウェア 発管理 （ 学 ）」、「機 学
習と ット工学（ 学 ）」、 の「 工学II（ 学 ）」、「システム 析（ 学 ）」、「センサ計 工学（ 学 ）」
にお そ の分 の を学び す 「工業 理と （ 学 ）」 ンジニアと な 理を学
び す

から続く の レッジマイスタープ ム ク ス ンク を実 に に す

 
研究室 す そ 研究室 に実施 る「 業研究 ミナー （ 修 ミ ）」と、「プ ジェクト研究（

修実験 ）」によ 、 の く に する を するとと に、 の る ンジニア ン （ ・
）および、 ット を とするク ス ンク 人 に求 ら る 、 ミュニ ーシ ン 、マネジメ

ント を習 す 体 に 、 ット ンテスト の ンテ ア活動、学会発 向 の 業研究の
取研究等を ープワーク 行 す

、「アク ュ ータ工学」、「 工学」、「人工 」、「シミュレーシ ン工学」、「画 ・ システム」のよ
な を 修 す らに、「 ットデ イン」、「 路 用とシステム 」、「実 界 向インタフェース
の 」、「 の実 」 分 の の の 用を学び す

から続く の レッジマイスタープ ム とな 、 立 の ームの運 および後 の を行
こと ク ス ンク を す
「インターンシップキ ア工 （ 学 ）」 企業に行 実習を行 現 にお る の実 を体験すると同時に就

職に する を す

 
「 業研究 」「 業研究 」を 修 す 業研究 に に ンジニア ン （ ・ ）、

、 ミュニ ーシ ン 、マネジメント をベースに、学会 の研究発 を に入 時 の を く研究
を行 ク ス ンク に きをか す

ー ン  
ープン 修 学 外に 当 る の学 に 、担当教 の を 修する

こと き す （データサイ ンスプ ム す）
互 の る他大学による を 、こ を本学 の 業 に こと き す

ープン 修、及び 互 、合わせ 大 業 に 入すること き す
データサイ ンスプ ムに 、 を く
資格等の 験合格による に

職課  
と の教職 を 修することによ 、 学 「 」、および 等学 「工業」の を、 業

と同時に取 すること き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職 ハン ブック」を
く なお、教職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、 この を 修
く
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学  クス学   

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 の「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 教 の「 報 テ シー」 を修 ること

・学 の「学 求セミナー」１ を修 ること

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」７ を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「 ット工学 習」 、「 ット工学 」２ 、

「 ット 発実験 」 、「 ット 発実験 」２ 、

「プ ジェクト研究 」 、「 業研究 ミナー 」２ 、

「プ ジェクト研究 」 、「 業研究 ミナー 」２

室  

現在、 テ クス学 に の研究室 す に かの研究室に 、 間の研究室生活を通

・ を修 する なく、 の く に する を するとと に、 の る「 ンジニア

ン 」および ット を とするク ス ンク 人 に求 ら る ・ ミュニ ーシ ン ・マネ

ジメント を修 す

、 に 「 業研究 ミナー ・ （ 修 ）」および「プ ジェクト研究 ・ （ 修 ）」にお L教

によ の 業研究に向 、実 か の ・ を修 す

に 間か 「 業研究 ・ （ 修 ）」に取 す 業研究 、関 学会 の研究発 を に入

時 の を く研究を行 、 ・ の実 な修 なく マネジメント に きを

か す らに、 ット くの の複合 ることから、 業研究を の研究室に 行 の なく他

研究室と な ら進 くこと 、 ミュニ ーシ ン ・プレ ンテーシ ン のよ な な職種に

きるク ス ンク 者に な きをか す

研究室 に 、 学 に る説明会と 生の 業研究発 会の内 を に希望調査 を

出することにな す そ に、教 に を に行く、 る 研究室 学に行くなどの研究室調査を自発 に行

希望の研究室の を検 するとと に、 業研究発 会にお 研究室の研究内 を 分 希望研究室を す

ること す
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学  クス学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数     

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

データサイ ンスプ ム

ープン 修 １ 「データサイ ンスプ ム（選 ）」・

「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること

データサイ ンスプ ムに 、 を く
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選の別 修 選 修 選

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数

数学

学

析学

用数学

数

数学

学

析学

用数学

フレッシ ー セミナー

学 求セミナー

ット工学 習

機 工作実習

ン ュータハー ウェア

工学

報 理

習

機 図

機 工学

路

ソフトウェア 発管理

プ ミン

工学

ット工学

ット 発実験

ット機 学

デ ジタ 路

工学

料工学

工業 理と

ット 発実験

設計 図

プ ミン

ット 路

システム 析

センサ計 工学

機 学習と ット工学

プ ジェクト研究

業研究 ミナー

アク ュ ータ工学

画 ・ システム

シミュレーシ ン工学

工学

インターンシップ

プ ジェクト研究

業研究 ミナー

人工

ットデ イン

路 用とシステム

実 界 向インタフェース の

の実

業研究

業研究

物理体感工

物理体感工

物理体感工

物理体感工

ューマ イ ット研究

ューマ イ ット研究

ューマ イ ット研究

ューマ イ ット研究

ューマ イ ット研究

ューマ イ ット研究

ット 作プ ジェクト

ット 作プ ジェクト

ット 作プ ジェクト

ット 作プ ジェクト

ット 作プ ジェクト

ット 作プ ジェクト

ット ンテ ア

ット ンテ ア

ット ンテ ア

ット ンテ ア

ット ンテ ア

ット ンテ ア

２ ３

ット ンテ ア
の 修 ット
ンテ ア 同

学 に 上の 修

４

教

学

学 クス学 学

選
の
別

の関

時 間 数

プ
ン

修

備

実
か
な
人
間

と

会

１
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情 報制 御機 械 電 気

CA
D

ハ ー ド 系 ソ フ ト 系 総 合

1
2

3

CA
D/
CA

M
/C
AE

4
先
進
工
学
部

ロ
ボ
テ
ィク
ス
学
科

カ
リキ
ュラ
ム
・マ
ップ

C
D

C
C

L

L

専
門
教
育
科
目
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学  デ 学  
デ 学 （ ）  

る く する 報 会 持続 に活 きる 者の 成を す 報工学の なく、

自ら 報発信を行 のメデ ア 現 に 次 の ンジニアを す 将来の進路に わせ を

修する 「メデ ア 報システム」「メデ ア 現」の２ の 分 を とする キュ ムを用 す メデ

ア 報システム 、 ー の に立 な ら 報システムの 体 をデ イン、 きる を 成することを

と す メデ ア 現 、 なメデ アの を理 上 、そ らを活か 現および 報発信を行

を 成することを と す こ らの の 分 を に、 報メデ ア工学の から、 発 、

、 ミュニ ーシ ン を実 に学 る キュ ムを用 す

デ ポ ー

報メデ ア工学 、メデ ア 報システム分 メデ ア 現分 にお 実 な を 、 る く

する 報 会 持続 に活 きる 者を 成 す の 業 を すこと 、 報メデ ア工

学に関する ・ 及び に す と を備 のと 、学 （工学）を す

 

なメデ アの を理 上 、メデ ア ンテン を 作 きる を する なく、 ンテン に合

自のメデ ア 報システムを設計 きる （D 企画・実 ）

ソフトウェア 、ハー ウェア およびネットワーク を に 合わせな ら、 報システムの 体 を

デ インすること きる なシステム設計手 を用 設計 書を作成 、プ ミン デー

タベースを使用 な らシステムを すること きる （D 報システム設計・ 発 ）

なメデ アの を理 、そ らを活か 現を行 こと きる （D メデ ア活用 ）

 

に なプ ミン を選 きる 理手 を自 記 き、プ ムを作成 き

る （D プ ミン ）

ー 持 を に 、学修 を 用 な らその を き出 、こ を 書および設

計 書と 現すること きる （D 発 ・ ）

分か くか な 報伝 ー インタ クシ ンを 体 な ら設計 書を作成 、そ を実

、 、 すること きる （D 人間 設計 ）

プ ミン をベースに メデ ア 現 を習 、 きる （D メデ ア 現 ）

 

を 成する に、 に な ームを 成 、 な人間関係を きな ら、 ームワークによ

の に取 こと きる （D ミュニ ーシ ン ）

大学 の学修習 に き、 業後 自 な学修を進 ること き、 会 に に きる

（D 生 学習 ）

ポ ー

報メデ ア工学 、メデ ア 報システム分 メデ ア 現分 にお 実 な を 、 る く

する 報 会 持続 に活 きる 者を 成 す 学生 デ プ マ シーに る を 成

きるよ に、 と 通 を ンスよく 置 、「メデ ア 報システム」「メデ ア 現」の の 分 を

に、 報メデ ア工学の から、 発 、 、 ミュニ ーシ ン を実 に 成する

キュ ムを す 教 成、教 内 、教 の を次のよ に す

 課  

理 と を並行 学 「デュア システム」を 用 、学 とに体 と実験・実習・ 習

の を 成 す

学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す

発 を  L （ L） を から に取 入 成を す

  

メデ ア 報システム メデ ア 現の のプ ミン を 、 から な のプ

ミン 習 を 設 す

メデ ア ンテン 作に る、企画からアウトプット の と 現 を実 に に る 、

を 設 す

プ ジェクト 発作業を進 る上 となる 本 な 発 、 、 ミュニ ーシ ン 、

および ーム をする を 体 に に る に「メデ アデ インプ ジェクト ・ 」を 設 す

の「メデ アデ インプ ジェクト ・ 」 、 合 を に、自治体、N 、 施設

から を 、 報システムの設計・ 発 メデ ア ンテン の企画・ 作に取 す

、 の「 報 ンテ ア 」 、 発 を に、 の ・ 学 のプ ミン 教

に 、 施設 自治体など 、 報 を活か ンテ ア活動に取 す

  

業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す
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ッ ンポ ー

報メデ ア工学 、メデ ア 報システム分 メデ ア 現分 にお 実 な を 、 る く

する 報 会 持続 に活 きる 者を 成 す その 、 に る を する

人を広く求 す

デ 学  

等学 にお る 分な 学 を備 る人

メデ ア 報システム メデ ア 現 を活か 会に 献 きる 者にな と を る

人

広 学 に に取 を る人

の に な手 を 立 ら る 理 を る人

 

大学 の学び を「フレッシ ー セミナー」 学び す 「フレッシ ー セミナー」 担 、 人数 業を

進 す 「学 求セミナー」 、デジタ ンテン 作の を に るとと に、 報メデ ア工学の

に関 な を ープ 作 、 の学びに する理 を す

「プ ミン ・ 」 習 別にク ス 成を行 、プ ミン の 、 理 に くプ

ミン を に す に、プ ミン 学者 上 生の学習サ ートを な ら、プ ミン を

に ること き す 「プ ジェクトマネジメント」 プ ジェクト管理の を学び す

 

報メデ ア工学の となる を学び す プ ミン に関 、ソフトウェアの設計・ 発の 本、よ

な ブジェクト 向プ ミン 、そ を支 る をよ く学び す 、メデ ア ンテン 作の

の、企画、デ イン、 、 集のプ セスに関する な と を学び す

「メデ アデ インプ ジェクト ・ 」 、プ ジェクト 発を進 る上 となる、 本 な 発 、

、 ミュニ ーシ ン および ーム をする を 体 に に す

 

明 な のな をそ に と を用 ープ を き出す を す ープ に

取 、 ー とのインタ クシ ンを にデ イン な ら、メデ ア ンテン メデ ア 報システムの設計、

発、 を行 験を通 、よ の と実 を す

「メデ アデ インプ ジェクト ・ 」 、自治体、N 、 施設からの を 、 ンテン の企画、

作、 、 、システム設計、 発、 入、保 、運用に取 す 「 報 ンテ ア ・ 」 、 の ・

学 、 施設、自治体など 報 を活か ンテ ア活動に取 す

この学 、 分 との研究室 の （ ミ ） 次 「研究室 」の通 実施 す

 

間の集大成と 、「 業研究 ・ 」に取 す 上記 研究室 、 に く学び、教

の の 、 の 、 現、 る プレ ンテーシ ン などを に す 教 に活用する 報シス

テム 、ソーシ メデ アの 用、 者の のアプ 発など、研究分 す 企業と 同研究する研

究室 す

ー ン  

ープン 修 学 外に 当 る の学 に 、担当教 の を 修する

こと き す （データサイ ンスプ ム す）

互 の る他大学による を 、こ を本学 の 業 に こと き す

ープン 修、及び 互 、合わせ 大 業 に 入すること き す

データサイ ンスプ ムに 、 を く

資格等の 験合格による に

職課  

と の教職 を 修することによ 、 学 「 」、「数学」、および 等学 「工業」の

を 業と同時に取 すること き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職 ハン ブック」

を く なお、教職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、 この を

修 く
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学  デ 学   

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 の「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 教 の「 報 テ シー」 を修 ること

・ の学 の を 修 ること

「学 求セミナー」 、「メデ アデ インプ ジェクト 」 、

「メデ アデ インプ ジェクト 」

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「プ ミン 」 、「プ ミン 」 、

「プ ジェクトマネジメント」 、「メデ アデ インプ ジェクト 」 、

「メデ アデ インプ ジェクト 」 、「 研プレ ミ」

報メデ ア工学 の進 を上記に す 学 に取 きる 数に上 ることに 、計画 に、

学 に 当 をその学 実に修 くこと す

室  

、 報メデ ア工学 の かの研究室に 、 間か 業研究（ 修 ）に取 ことにな す

に研究室 、研究室を する機会 設 ら す その後、 自の 希望を 出することにな す

そ に、自分の将来を 、希望の研究室を検 おくこと す
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学  デ 学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数    上

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

データサイ ンスプ ム

ープン 修 １ 「データサイ ンスプ ム（選 ）」・

「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること

データサイ ンスプ ムに 、 を く
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選の別 修 選 修 選

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数

数学

学

析学

用数学

数

数学

学

析学

用数学

フレッシ ー セミナー

学 求セミナー

プ ミン

メデ ア 報学

作 ・ 習 ・ ど らか を選

メデ ア分析

報理

プ ミン

プ ジェクトマネジメント

報ネットワーク

報セキュ テ

データベース

プ ミン

メデ アデ インプ ジェクト

ューマン ン ュータインタ クシ ン

報アーキテク

デ イン サー

ア ムとデータ

報セキュ テ 用

学習分析入

ソフトウェア工学

メデ アデ インプ ジェクト

プ ミン

ン ュータビジ ン

プ ミン

メデ アデ インプ ジェクト

報 ンテ ア

ームプ ミン 習

インターンシップ・キ ア工

人工

生体 報デ イン

サービス工学と

感 報工学

報システム

アニメーシ ン 習

インタ クシ ンデ イン

研プレ ミ

プ ミン

メデ アデ インプ ジェクト

報 ンテ ア

業研究

報 ンテ ア

業研究

物理体感工

物理体感工

物理体感工

物理体感工

フ ジ ン ューテ ン 工

フ ジ ン ューテ ン 工

フ ジ ン ューテ ン 工

フ ジ ン ューテ ン 工

学 デ 学 学

選
の
別

の関

時 間 数

プ
ン

修

備

実

４

学

か
な
人
間

と

会

１ ２ ３

教
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１
年

２
年

３
年

４
年

人
間
中
心
設
計

メ
デ
ィ
ア
表
現

各
学

年
の
終
了
時
に
修
得
し
て
お
く
べ
き
知

識
・
技
能

先
進

工
学

部
情

報
メ

デ
ィ

ア
工

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

情
報

メ
デ
ィ
ア
工

学
科
は

、
メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
分

野
や

メ
デ
ィ
ア
表

現
分

野
に
お
い
て
実

践
的

な
技
能

を
有
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
情
報

化
社

会
で
持

続
的
に
活

躍
で
き
る
高

度
技
能

技
術

者
を
育

成
し
ま
す
。
学

生
が
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
る
目
標

を
達
成

で
き
る
よ
う
に
、
専

門
科

目
と
共
通

科
目

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

置
し
、
「
メ
デ
ィ
ア
情
報

シ
ス
テ
ム
」
「
メ
デ
ィ
ア
表

現
」
の

2つ
の
専

門
分

野
を
中

心
に
、
情

報
メ
デ
ィ
ア
工

学
の

視
点

か
ら
、
課

題
発

見
能

力
、
問

題
解
決

能
力

、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
実

践
的

に
育
成

す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
ま
す
。
教
育

課
程

編
成

、
教

育
内

容
、
教

育
評
価

の
方

針
を
次

の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

情
報

メ
デ
ィ
ア
工

学
科
は

、
メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
分

野
や

メ
デ
ィ
ア
表

現
分

野
に
お
い
て
実

践
的

な
技
能

を
有
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
情
報

化
社

会
で
持

続
的
に
活

躍
で
き
る
高

度
技
能

技
術

者
を
育

成
し
ま
す
。
所

定
の
卒

業
要

件
を
満

た
す
こ
と
で
、
情

報
メ
デ
ィ
ア

工
学

に
関

す
る
知

識
・
技
能

及
び
以
下

に
示

す
能

力
と
素
質

を
備
え
た
も
の

と
認
め
、
学

士
（
工
学

）を
授

与
し
ま
す
。

大
学
で
の
学
び

メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
の

設
計

・
開

発
能

力

論
理

的
思
考
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力

目
的

に
応

じ
て
適

切
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
を
選
択

で
き
る
。
ま
た
処

理
手
順

を
自

然
言

語
で
記

述
で
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
で
き
る
。

課
題

発
見
・解

決
能
力

ユ
ー
ザ

が
持

つ
課

題
を
的

確
に
捉

え
、
学

修
し
た
知
識

を
応

用
し
な
が
ら
そ
の
解

決
方

法
を
導

き
出

し
、
こ
れ

を
要

件
定

義
書
お
よ
び
設

計
仕

様
書

と
し
て
表

現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

情
報

シ
ス
テ
ム
設
計
開
発
能
力

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

術
、
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術

お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
を
適

切
に
組

み
合

わ
せ

な
が

ら
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の

全
体
像

を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言

語
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使

用
し
な
が

ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

課
題
発
見
・
解
決

情
報
シ
ス
テ
ム

設
計
・
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造

人
工

知
能

情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
礎

総
合

的
課
題
解
決
能
力

明
確

な
解

の
な
い
課
題

を
そ
れ
ま
で
に
得

ら
れ

た
知

識
と
技

能
を
用

い
て
解

を
導
き
出

せ
る
。

チ
ー
ム
で
仕

事
が

で
き
る
。
顧
客

の
要
求

を
的

確
に
捉

え
、
要

件
を
適
正

に
定
義

で
き
る
。

課
題
解
決
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅳ

卒
研

プ
レ
ゼ
ミ

卒
業

研
究

Ⅰ
卒

業
研

究
Ⅱ

必
修

科
目

選
択

科
目

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

デ
ザ

イ
ン
リ
サ
ー
チ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅲ

メ
デ
ィ
ア
表

現
能

力

メ
デ
ィ
ア
表
現
能
力

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の

特
性
を
理
解

し
、
そ
れ

ら
を
活

か
し
た
表

現
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能

力
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
表
現

技
法
を
習

得
し
、
価

値
創

造
が

で
き
る
。

人
間

中
心
設
計
能
力

分
か

り
易

く
か

つ
効

率
的

な
情

報
伝
達

方
法
や

ユ
ー
ザ

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
具
体

化
し
な

が
ら
設

計
仕

様
書

を
作

成
し
、
そ
れ

を
実
装

、
評
価

、
改

良
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

メ
デ
ィ
ア
情
報
学

メ
デ
ィ
ア
分
析
法映

像
制

作
技
法
・演

習

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
演
習

CG
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ビ
ジ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅴ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅵ

情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅰ

情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅱ

情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

キ
ャ
リ
ア
工
房

大
学

で
の
自
立
し
た
学
び
・
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
実

現
す
る
能

力

•
論

理
的

思
考

に
基

づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
能

力

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
の

基
礎

的
知

識
と
能

力

•
問

題
解

決
に
必

要
な
基

礎
的

な
自

然
科

学
に
関

す
る
知

識

•
情

報
に
関

す
る
基

礎
的

な
英

文
の

読
解

お
よ
び
作

文
能

力

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂

行
す
る
上

で
必

要
な
課

題
発

見
・
解

決
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
能

力
、
チ
ー

ム
で
仕

事
を
す
る
力

•
基

本
的

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

設
計

・
開

発
能

力

•
映

像
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
の

た
め

の
企

画
、
撮

影
、
編

集
プ
ロ
セ

ス
に
関

す
る
基

礎
的

な
知

識
と
技

術

•
明

確
な
解

の
な
い
課

題
を
そ
れ

ま
で
に
得

ら
れ

た
知

識
と
技

能
を
用

い
て
チ
ー
ム
で
解

を
導

き
出

す
力

•
ユ
ー
ザ

の
要

求
を
的

確
に
捉

え
、

要
件

を
適

正
に
定

義
す
る
知

識
と

能
力

•
メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
を
設

計
し
、

開
発

す
る
能

力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅳ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

感
性

情
報
工
学

生
体

情
報

デ
ザ

イ
ン

情
報

理
論

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

基
礎

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

応
用

経
営

情
報
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
工
学

と
品

質

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅰ

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅱ

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅲ

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅳ

学
習

分
析
入
門

学
科
探
求
セ
ミ
ナ
ー
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１
年

２
年

３
年

４
年

人
間
中
心
設
計

メ
デ
ィ
ア
表
現

各
学

年
の
終
了
時
に
修
得
し
て
お
く
べ
き
知

識
・
技
能

先
進

工
学

部
情

報
メ

デ
ィ

ア
工

学
科

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
マ

ッ
プ

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
ポ
リ
シ
ー

情
報

メ
デ
ィ
ア
工

学
科
は

、
メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
分

野
や

メ
デ
ィ
ア
表

現
分

野
に
お
い
て
実

践
的

な
技
能

を
有
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
情
報

化
社

会
で
持

続
的
に
活

躍
で
き
る
高

度
技
能

技
術

者
を
育

成
し
ま
す
。
学

生
が
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
る
目
標

を
達
成

で
き
る
よ
う
に
、
専

門
科

目
と
共
通

科
目

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

置
し
、
「
メ
デ
ィ
ア
情
報

シ
ス
テ
ム
」
「
メ
デ
ィ
ア
表

現
」
の

2つ
の
専

門
分

野
を
中

心
に
、
情

報
メ
デ
ィ
ア
工

学
の

視
点

か
ら
、
課

題
発

見
能

力
、
問

題
解
決

能
力

、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
を
実

践
的

に
育
成

す
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
構

築
し
ま
す
。
教
育

課
程

編
成

、
教

育
内

容
、
教

育
評
価

の
方

針
を
次

の
よ
う
に
定
め
ま
す
。

デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー

情
報

メ
デ
ィ
ア
工

学
科
は

、
メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
分

野
や

メ
デ
ィ
ア
表

現
分

野
に
お
い
て
実

践
的

な
技
能

を
有
し
、
目

ま
ぐ
る
し
く
変

化
す
る
情
報

化
社

会
で
持

続
的
に
活

躍
で
き
る
高

度
技
能

技
術

者
を
育

成
し
ま
す
。
所

定
の
卒

業
要

件
を
満

た
す
こ
と
で
、
情

報
メ
デ
ィ
ア

工
学

に
関

す
る
知

識
・
技
能

及
び
以
下

に
示

す
能

力
と
素
質

を
備
え
た
も
の

と
認
め
、
学

士
（
工
学

）を
授

与
し
ま
す
。

大
学
で
の
学
び

メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
の

設
計

・
開

発
能

力

論
理

的
思
考
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能
力

目
的

に
応

じ
て
適

切
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言

語
を
選
択

で
き
る
。
ま
た
処

理
手
順

を
自

然
言

語
で
記

述
で
き
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作

成
で
き
る
。

課
題

発
見
・解

決
能
力

ユ
ー
ザ

が
持

つ
課

題
を
的

確
に
捉

え
、
学

修
し
た
知
識

を
応

用
し
な
が
ら
そ
の
解

決
方

法
を
導

き
出

し
、
こ
れ

を
要

件
定

義
書
お
よ
び
設

計
仕

様
書

と
し
て
表

現
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

情
報

シ
ス
テ
ム
設
計
開
発
能
力

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技

術
、
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
技
術

お
よ
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技

術
を
適

切
に
組

み
合

わ
せ

な
が

ら
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の

全
体
像

を
デ
ザ

イ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
言

語
や

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
使

用
し
な
が

ら
シ
ス
テ
ム
を
構
築

す
る
こ
と
が

で
き
る
。

課
題
発
見
・
解
決

情
報
シ
ス
テ
ム

設
計
・
開
発

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅰ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅱ

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
と

デ
ー
タ
構
造

人
工

知
能

情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

基
礎

総
合

的
課
題
解
決
能
力

明
確

な
解

の
な
い
課
題

を
そ
れ
ま
で
に
得

ら
れ

た
知

識
と
技

能
を
用

い
て
解

を
導
き
出

せ
る
。

チ
ー
ム
で
仕

事
が

で
き
る
。
顧
客

の
要
求

を
的

確
に
捉

え
、
要

件
を
適
正

に
定
義

で
き
る
。

課
題
解
決
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅱ

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅲ

メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅳ

卒
研

プ
レ
ゼ
ミ

卒
業

研
究

Ⅰ
卒

業
研

究
Ⅱ

必
修

科
目

選
択

科
目

フ
レ
ッ
シ
ャ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

デ
ザ

イ
ン
リ
サ
ー
チ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅲ

メ
デ
ィ
ア
表

現
能

力

メ
デ
ィ
ア
表
現
能
力

さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
の

特
性
を
理
解

し
、
そ
れ

ら
を
活

か
し
た
表

現
を
行

う
こ
と
が

で
き
る
。

ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
能

力
を
ベ
ー
ス
に
し
た
新

し
い
メ
デ
ィ
ア
表
現

技
法
を
習

得
し
、
価

値
創

造
が

で
き
る
。

人
間

中
心
設
計
能
力

分
か

り
易

く
か

つ
効

率
的

な
情

報
伝
達

方
法
や

ユ
ー
ザ

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
具
体

化
し
な

が
ら
設

計
仕

様
書

を
作

成
し
、
そ
れ

を
実
装

、
評
価

、
改

良
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

メ
デ
ィ
ア
情
報
学

メ
デ
ィ
ア
分
析
法映

像
制

作
技
法
・演

習

イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

デ
ザ

イ
ン

情
報

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
演
習

CG
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

演
習

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ビ
ジ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅴ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅵ

情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅰ

情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅱ

情
報

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ⅲ

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・

キ
ャ
リ
ア
工
房

大
学

で
の
自
立
し
た
学
び
・
キ
ャ
リ
ア
形

成
を
実

現
す
る
能

力

•
論

理
的

思
考

に
基

づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
能

力

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管

理
の

基
礎

的
知

識
と
能

力

•
問

題
解

決
に
必

要
な
基

礎
的

な
自

然
科

学
に
関

す
る
知

識

•
情

報
に
関

す
る
基

礎
的

な
英

文
の

読
解

お
よ
び
作

文
能

力

•
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂

行
す
る
上

で
必

要
な
課

題
発

見
・
解

決
能

力
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ
ン
能

力
、
チ
ー

ム
で
仕

事
を
す
る
力

•
基

本
的

な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

設
計

・
開

発
能

力

•
映

像
・
メ
デ

ィ
ア
コ
ン
テ
ン
ツ
制

作
の

た
め

の
企

画
、
撮

影
、
編

集
プ
ロ
セ

ス
に
関

す
る
基

礎
的

な
知

識
と
技

術

•
明

確
な
解

の
な
い
課

題
を
そ
れ

ま
で
に
得

ら
れ

た
知

識
と
技

能
を
用

い
て
チ
ー
ム
で
解

を
導

き
出

す
力

•
ユ
ー
ザ

の
要

求
を
的

確
に
捉

え
、

要
件

を
適

正
に
定

義
す
る
知

識
と

能
力

•
メ
デ
ィ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
を
設

計
し
、

開
発

す
る
能

力

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
Ⅳ

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

感
性

情
報
工
学

生
体

情
報

デ
ザ

イ
ン

情
報

理
論

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

基
礎

情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

応
用

経
営

情
報
シ
ス
テ
ム

サ
ー
ビ
ス
工
学

と
品

質

カ
レ
ッ
ジ
マ
イ
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅰ

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅱ

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅲ

フ
ィ
ジ
カ
ル

コ
ン
ピ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
工
房
Ⅳ

学
習

分
析
入
門

学
科
探
求
セ
ミ
ナ
ー
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学  データサ ンス学  
データサ ンス学 （ ）  
システム とデータ分析 の の と実 を 、 発 と 会 の を す人間 の
会 活 きる ンジニアの 成を す I I T等の によるシステム 発 を する なく、デー

タ分析 によ および を持 システム サービスを 出 きる次 の ンジニアを す
本学 、プ ミン を とするシステム 、データ分析に となる数理 計、ビジネス分析、 I 

I T、ク ウ ン ューテ ン 等の 報分 の に関する と を修 する の を用 す こ
ら の の修 に 、データサイ ンス分 るフレームワーク る D C サイク

（ 、 設 ） （ 、計画）D（D 、データ収集） （ 、分析）C（C 、 ）に
発 ・ を 成 、システム とデータ分析 の を備 職業人と 、 報 業の なら 広 な 業
分 活 きる ンジニアを 成することを と す

デ ポ ー
データサイ ンス学 、システム とデータ分析 の の と実 を 、 発 と 会
の を す人間 の 会 活 きる ンジニアの 成を す の 業 を すこと 、データ

サイ ンスに関する ・ 及び次のよ な と を備 のと 、学 （工学）を す
 

プ ミン を とするシステム に 、 のインターネット（I T）、人工 （ I）、機 学習
など に進 、発 を続 る 進 に関する とそ らを 合わせ システム する を る
（D システム の 本 ）

データ分析に な数理 を 、分析の実 験を ること 、本 を る 報に実デ
ータを するデータ 動 の きる （D データ分析 ）

 
現 の す き の設 から、収集す きデータと収集 の選 、データの 理と分析、 ら に
く の 、 の のサイク を実 きる （D 合 ）
ソフトウェア設計 、プ ミン を 使 、 のプ ットフ ーム イブ を活用 な ら、

な の 用システムを きる （D システム の 用実 ）
使 す を 報システムを企画 、 求分析・ を 行 きる システムの利用によ ら

る実データを分析すること システム サービスの の きる （D システム・サービスの企画・
）

 
業後の実データを 現 にお 、 な人 と 活動を 求 きる （D による

）
大学 の学修習 に き、 業後 自 な学修を進 ること き、 の に きる （D
自 な 研 ）

ポ ー
データサイ ンス学 、学生 デ プ マ シーに る を 成 きるよ に、システム およびデータ分

析に な に 、プ ミン を とするシステム 、I T I等の 、 の
によるデータ分析に関する を学 を用 す らに、データサイ ンスの から、 発
、 、 ミュニ ーシ ン を実 な 習を通 成する キュ ムとな す 教

成、教 内 、教 の 次のよ に す
 課  

と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 次から学 とに体 と実験・実
習・ 習 の を 成 す

学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す
発 を  L （ L） を から に取 入 成を す

  
I・機 学習、I T を活用 なシステムの なデータ分析を実 する のプ ミン を

、入学時からの プ ミン 習 を 設 す
なデータ分析を行 の数理 を修 する の数学 、 I・機 学習、I T 等にお る な

プ ットフ ームを活用 きる を修 する の実 な を 設 す
を と 、 サービスを る に行 諸プ セスを理 する に、 と る活動と、

と のサービスの を に する に 学修 す
プ ジェクト 発作業を進 る上 となる、 本 な 発 、 、 ミュニ ーシ ン 、

および ーム をする を 体 に に る 、  に「データサイ ンスプ ジェクト ・ 」を 設
す

の「データサイ ンスプ ジェクト ・ 」 、 合 を に、自治体、学 、 ミ
ュニテ 、企業、学内の 研究センター・他学 と 、システムの設計、 発、 入、運用支援 データ分析によ
る 発 ・ に係る に取 す

、 の「 報 ンテ ア 」 、そ の学習 を 、 発 を に、 の ・
学 、 施設、自治体など 、 報 を活か ンテ ア活動に取 す
  

業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す
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ッ ンポ ー

データサイ ンス学 、システム とデータ分析 の の と実 を 、 発 と 会

の を す人間 の 会 活 きる ンジニアの 成を す その 、 に る を

する人を広く求 す

データサ ンス学  

等学 にお る 分な 学 を備 る人

報通信 会に 献 きる 者にな と を る人

広 学 に に取 を る人

の に な手 を 立 ら る 理 を る人

 

大学 の学び を「フレッシ ー セミナー」 学び す 「フレッシ ー セミナー」 担 、 人数 業を

進 す 大学生活 データサイ ンス学 の学習の に 、 報の収集と 理 などの学習の を に

す 「学 求セミナー」 データサイ ンス学 教 の 分 研究に 、その を学び す

「データサイ ンスプ ミン ・ 」 プ ミン の 、 理 に くプ ミン を

に す プ ミン 学者 から学び、す にプ ミン を学 き 学生 用から ること

き す 習 別にク ス 成を行 、 習を 返 す 「プ ジェクトマネジメント」 プ ジェクト管理の

を学び す 、データ分析に となる数理 計を学 「数理 計」、 数・ 分等の数学 を I の

利活用の から理 する「データサイ ンス 数理」によ 、データ分析 Iを活用する の を に

す

 

合 を 成する に、プ ジェクト 学習（ L） 習・実習 る「データサイ ンスプ ジ

ェクト 」 修 と す  修する「データサイ ンスプ ジェクト 、 」 、 会 の発

と に取 の L 実習 る「データサイ ンスプ ジェクト 、 」の 備と 、データ分析 システム

の実 習を通 、 本 な 発 、 、 ミュニ ーシ ン 、および ーム をする

を に す プ ミン 、 T L 、 など、C 外のプ ミン を

学 こと 出来 す らに「ソフトウェア工学」「 報セキュ テ 」「 報セキュ テ 用」などのシステム

に関わる を学び す

 

よ 大 ・ なシステム に なプ ミン を学 に 、 I、I T 等の ・

の からデータ分析を行 ビジネス分析に関する を学び す 学内外のク イアントから ら のな

会 を、こ に修 、 を活用 、 D C サイク に ーム 合 に することを

と L 実習 る「データサイ ンスプ ジェクト 、 」に取 す この実習 、自治体、学 、

ミュニテ 、企業、学内の 研究センター・他学 と 、システムの設計、 発、 入、運用支援 データ分析による

発 ・ に係る に取 す から にか の「 報 ンテ ア ・ ・ 」 、 の ・ 学

、 施設、自治体など 報 データサイ ンスを活か ンテ ア活動に取 、 らなる

を す

この学 、 分 との研究室 の （ ミ ） 次 「研究室 」の通 実施 す

 

間の集大成と 、「 業研究 ・ 」に取 す に 研究室 、 に く学び、教

の の 、 の 、 現、 る プレ ンテーシ ン などを に す 機 学習等の I 用システ

ムの研究 発、I Tシステム に関する研究 発、ソーシ メデ アに関するデータ分析、 者の のアプ 発

など、研究分 す 企業 他大学、 の研究機関等と 同研究する研究室 す

ー ン  

学 外に 当 る の に 、担当教 の を 修すること き す こ

を「 ープン 修」と す 、 の る他大学の を 、こ を本学 の に こと

き す こ を「 互 」と す ープン 修 、 互 、資格取 によ 合わせ

業 数に 入すること き す

資格等の 験合格による に

職課  

と の教職 を 修することによ 、 等学 「 報」の を 業と同時に取 すること

き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職 ハン ブック」を く なお、教

職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、 この を 修 く
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学  データサ ンス学   

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 の「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 教 の「 報 テ シー」 を修 ること

・ の学 の を 修 ること

「学 求セミナー」 、「データサイ ンスプ ジェクト 」 、

「データサイ ンスプ ジェクト 」

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「データサイ ンスプ ミン 」 、

「データサイ ンスプ ミン 」 、

「データサイ ンスプ ミン 」 、

「プ ジェクトマネジメント」 、

「データサイ ンスプ ジェクト 」 、

「データサイ ンスプ ジェクト 」 、「 研プレ ミ」

データサイ ンス学 の進 を上記に す 学 に取 きる 数に上 ることに 、計画 に、

学 に 当 をその学 実に修 くこと す

室  

、データサイ ンス学 の かの研究室に 、 間か 業研究（ 修 ）に取 ことにな

す に研究室 、研究室を する機会 設 ら す その後、 自の 希望を 出することにな

す そ に、自分の将来を 、希望の研究室を検 おくこと す
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学  データサ ンス学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数     

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

ープン 修 １
「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること
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選の別 修 選 修 選

ープン 修 修 修 （ 入学者用）

報 テ シー

データサイ ンスと 入

数

数学

学

析学

用数学

数

数学

学

析学

用数学

フレッシ ー セミナー

学 求セミナー

データサイ ンスプ ミン

メデ ア 報学

報理

数理 計

データサイ ンス 数理

データサイ ンスプ ミン

プ ジェクトマネジメント

報ネットワーク

データベース

人工

データサイ ンスプ ジェクト

データサイ ンスプ ミン

報セキュ テ

工学

データ工学

センサネットワーク

ア ムとデータ

ソフトウェア工学

データサイ ンスプ ジェクト

データサイ ンスプ ミン

報セキュ テ 用

システム

サービス工学と

システムデ イン

機 学習

データサイ ンスプ ジェクト

報 ンテ ア

データサイ ンスプ ミン

インターンシップ・キ ア工

ン ュータビジ ン

研プレ ミ

インタ クシ ンデ イン

計

報システム

機 学習

データサイ ンスプ ジェクト

報 ンテ ア

データサイ ンスプ ミン

業研究

報 ンテ ア

業研究

物理体感工

物理体感工

物理体感工

物理体感工

フ ジ ン ューテ ン 工

フ ジ ン ューテ ン 工

フ ジ ン ューテ ン 工

フ ジ ン ューテ ン 工

学 データサ ンス学 学

選
の
別

の関

時 間 数

プ
ン

修

備

実

４

学

か
な
人
間

と

会

１ ２ ３

教
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先
進

工
学

部
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
学

科
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

マ
ッ

プ

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科
は
、
学
生
が
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
掲
げ
る
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う
に
、
シ
ス
テ
ム
構
築
お
よ
び
デ
ー
タ
分
析
に
必
要
な
基

礎
知
識
に
加
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
シ
ス
テ
ム
構
築
技
術
、
I
o
T
や
A
I
等
の
先
端
技
術
、
経
済
性

や
経

営
の

観
点

に
よ

る
デ

ー
タ
分
析
に
関
す
る
専
門
知
識
を
学
ぶ
科
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
視
点
か
ら
、
課
題
発
見
能
力

、
問
題
解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
実
践
的
な
演
習
を
通
し
て
育
成
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て

い
ま

す
。

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
科
で
は
、
本
学
に
所
定
の
期
間
在
学
し
（
標
準
4年

）
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
定
め
た
基
礎
知
識
・
技
能
、
お
よ
び
専
門
知
識
分
野
の
知
識
･
技
能
に
関
し
、
所
定
の
水
準
を
満
た
す
成
績
で
修
得
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
本
学
の
理
念
、
教

育
目

標
お

よ
び

「
実

工
学
」
の
精
神
に
基
づ
く
所
定
の
教
育
課
程
に
対
す
る
卒
業
要
件
を
満
た
し
、
十
分
な
課
題
発
見
能
力
、
問
題
解
決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
、
お
よ
び
チ
ー
ム
で
仕
事
を
す
る
専
門
能
力
を
身
に
つ
け
、
職
業
人
と
し
て
活
躍
で
き
る
技
術
レ
ベ

ル
、

知
識

レ
ベ

ル
に

達
し
た
と
認
定
さ
れ
れ
ば
、
学
士
（
工
学
）
の
学
位
を
授
与
し
ま
す
。
具
体
的
な
目
標
と
し
て
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ
シ
ー
に
お
い
て
DP
1⑴

か
ら
D
P
3
⑵
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
下
記
の
マ
ッ
プ
で
は
、
科
目
と
D
P
の
関
連
も
記
載
し
て
い
ま
す
。

2 2

Io
T

Io
T

大
学
で
の
学
び
方
を
学
ぶ
｢フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

ゼ
ミ
｣や

情
報
工
学
の
基
礎
や
統
計
や
数
理
の

基
礎
知
識
を
学
ぶ
科
目
が
あ
り
ま
す
。

学
生
自
ら
が
面
白
い
と
思
う
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
や
物
理
的
な
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
む
工
房

科
目
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
科
目
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
系
科
目
で
は
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
言
語
を
学
べ
ま
す
。

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
構
築
技
術
に
関
す
る
科
目
で
は
、

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
設
計
･実

装
に
関
す
る
専
門
知

識
を
学
び
ま
す
。

さ
ら
に
、
人
工
知
能
、
Io
T、

メ
デ
ィ
ア
関
連

技
術
な
ど
、
先
端
技
術
を
駆
使
し
た
シ
ス
テ
ム

を
構
築
す
る
た
め
の
専
門
知
識
や
技
能
を
修
得

す
る
科
目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

経
済
性
や
経
営
の
観
点
か
ら
の
デ
ー
タ
分
析
を

行
う
た
め
の
専
門
知
識
や
技
能
を
修
得
す
る
科

目
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

修
得
し
た
専
門
知
識
や
技
能
を
活
用
し
、
チ
ー

ム
で
課
題
発
見
や
課
題
解
決
を
実
践
す
る
た
め

の
演
習
科
目
群
で
す
。
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学

学  ース

学  生 デ ン ース



学  
学

学 、人 の生活の となる「 」の「 」を支 る分 す その 、人 の と に くから発

き を 、こ からの の にお 、その時 を 、 る 将来を を

進 く す を くると こと 、人 に らせる く るとと に、

よ 、 、 か と 、人そ く な理 希望を、 体 なか に くこと るの

す 、「 の」と 物理 な「 の」 く と 上に、人 の ら 出来 、 の 会 文 を

く学 、他の工学分 と な 、 広 学 からなる 合 な を す そのこ

とから、本学 他の 工学部、 進工学部と並 か 、 の分 を 立 「 学部」と 置 、

に 体 と キュ ムの とに教 ・研究を行 す

、 のよ な な 物から、ホー スタジアム、 ビ と 大きな の 、その す

、 物の に を向 ると、室内 間（インテ ア）、 と 部 デ インの とな す な用

を 大 の 物 並 こと 、 、 、 き す 、インテ ア と の の ら

、人 の生活 る に に関わ き す 学部 、 の と の に 、か

間の と 合を図る に、 学 の に、「 ース」と「生活 デ イン ース」の２ の ースを設

す の を 実に修 することを 通と 上 、「 ース」 複 な用 大 の に する

とデ インの修 と発 することを と す 「生活 デ イン ース」 の の 間に 、 体

とデ インの を上 ること 、生活 と 間を くことを す

の を に るに 、 な の をインプットする なく、 習 る 実験・実習 設計

図によ 自 の理 と を ・実 ・ 現するアウトプット とな す 自ら 手を動かすこと、 る

手を動か な ら ること 習 となるよ 、修 を く す らに 、 くの人 との ミュ

ニ ーシ ンを通 、 を 、感 感 に 感 きる 会 を に ること す 学部

、 な ・ 、実 な 、 かな人間 と 会 と ３ の 体 なデ プ マ シーの とに、

キュ ムを 、 来の 会を する の を 成 す

デ ポ ー

学部 、「 な と を修 、 文 を継 会の に きる な を に

の 」を 成 す の 業 を すこと 、 学に関する ・ 及び次のよ な と

を備 のと 、学 （工学）を す

学 生  

学の の を支 る の を に 、その理 を せること きる

の伝 と な の 合によ 、 を すること きる

 

学の にお 、体 と を生か 、現 および発 な 案 きる

 

自発 、自 に学 と理 と実 を 合わせ 理 に物 を ること きる

他者の に 感 、 を すること 、よ 来の 間に向 職 を発 すること きる

ポ ー

学部 、デ プ マ シー る を 成 きるよ にすることを と 、 通教 「工学

」を担保 上 、 と実験・実習・ 習 を体 に 成 の キュ ムを す

ッ ンポ ー

学部 、 会の の進 に き、 な による 間の を す を 成 す

その 、 に る を する人を広く求 す

学  

分 に 関 を る人

学の と を修 する の な学 と を る人

よ 来の 間を よ とする 理 と を持 人
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学  学  

学 （ ）  
学 、「 ース」と「生活 デ イン ース」の２ ースを用 、 学の と を習 、 文

を継 会の に きる な を に 人 を ること と す
「 ース」 、 ・ デ インと ・ ンジニア ン の２ の分 、 と に

状 、 断 、行動 、 、発 を 備 の となる人 を 成 す
「生活 デ イン ース」 、 間デ イン分 と 間デ イン分 の２ の分 、人と 間の関わ を
合 に理 、生活者の立 に立 間を きる を習 、 な生活 の に取 となる人

を 成 す

デ ポ ー
学 、 に関する な と 、 、 によ 来の 会および文 を する実 な

を 成 す の 業 を すこと 、 学に関する ・ 及び次のよ な と を備 のと
、学 （工学）を す

 
そ 持続 な 会 を する の の と および 理 を する（D ）

に関する物理 な現 、人 の生活 会・ の 、 る スクなどを理 するとと に、
の を予 分析 きる（D 分析 ）

の内 ・外 を 理 、複合 な分析・ の とに を きる（D ）
の ンテクストを理 、 文 を継 続 る の な 案に び ること きる（D 案 ）

 
日 生活の 感 る理 希望を、 かな を 現 か に きる（D か にする ）

次 の 間・立体を 次 の図 によ 理 ・ 現 、図 を用 、 図を他者に伝 ること
きる（D 図 を きする ）

 
に関わる な 職と 、他者の立 を 、自 の を発 すること きる （D

ミュニ ーシ ン ）
工学 なく、人文 学、 会 学、 など 広 との と を 、 な を 合するこ

と きる（D 広 ）

ポ ー
学 、学生 デ プ マ シーに る を 成 きるよ に、教 成、教 内 、教 の

を次のよ に 、学 進行に わせ を 学 を向上 せる の キュ ムを す
 課  

学の となる の を る「 ース」と、 の の 間に をお 学 「生活 デ イ
ン ース」を設置 、 に 学 の キュ ムを 成 す

と理 を並行 学 「デュア システム」を 用 、 次から学 とに体 と実験・実
習・ 習 の を 成 す

学 にアクテ ブ・ ーニン を取 入 成を行 す
発 を  L （ L） を から に取 入 成を す

  
学の 体 を 合 な と を 実に に る に、 の 分 の を 学 を に

置 す
の を実 と 、学修の を せる に、 と 習・実験・実習および設計 図

を関 、並行 置 す
学 にお 、学修の進 とと に自 の と将来の職業 を な ら 分 を選 学びを

く に、 広 選 を用 す 同時に実 上の と となる 学 に設 す
４ の 業計画 、 と 自立する の自発 な 発 と 、 とと に職業 を

に る に、研究室に 分 の の 研究 る デ インに取 す
「 ース」と「生活 デ イン ース」の２ の ースにお 、そ 次のよ な教 内 に く

キュ ムを用 す
ース

学 進行に 、計画、 ・ 、 ・ 料、 ・設備と の 分 に 置 ら る を体
に設置すること 、そ らの 合 とと に、将来の 向 に 分 に を ら るよ に

す
生活 デ イン ース

学を と な ら、「 を と 間デ イン」と「 に 間 く 」と ２本 を に、
の文 と の 合に 広 から学修する の キュ ムを 成 す
  

業 に 成 ・ ・ を 、学修成 を に を す

ッ ンポ ー
学 、 に関する な と 、 、 によ 来の 会および文 を する実 な

を 成 す その 、 に る を する人を広く求 す
学  
等学 にお る 分な 学 を備 る人

分 に を持 、 動 に 学に取 こと きる人
向上 、自ら 、 理を持 自ら行動すること きる人
他者の を き、自分の を明 に 現 きる ミュニ ーシ ン を る人
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にお 、「フレッシ ー セミナー」を通 大学にお る計画 な学修に 理 するとと に、 通教

の 修を通 、 な学 と 会人と の教 を に す 、 の 分 の と を 合 に

理 る を に ることを と す

ース 「学 求セミナー 」および「 の く 」、「 計画 」、「 計画」、「 計画」によ の

分 の と を 合 に理 、 間の学修を る を に るとと に、「 現」、「 設計

」を通 図 を く と、 の 物の設計を る を に す

生 デ ン ース 「学 求セミナーL」および「 ューマン アと生活 間」によ 人 の生活と 間との関

わ を理 、「 の く 」、「 計画 」、「 計画」、「 生 」によ の 分 の と を 合

に理 る を に す 、「 現」、「 設計 」を通 図 を く と、

の 物の設計を る を に す

 

２ にお 、 の 分 を 断 に学修することによ 、 を 合 に に ることを と

す

ース 計画・設計の分 にお 、 を とに「 設計 ・ 」を通 、 ・ の 物に 、

その用 の と との関わ を 、設計する を に す ・ ンジニア ン の分 にお 、

「 学・ 習 ・ 」、「 工学 ・ 」によ 、 の る に関する物理 理・現 を理 、そ

らを数 する な計 を に す

生 デ ン ース の 分 を 断 に学修することによ を 合 に に るとと

に、「 イフスタイ と 間」、「インテ アの 間 成」、「 者・ 者の生活と 間」等の によ 、 の わ

の 間の を、生活とデ インの から 体 に る を に す らに「 間の設計」、「 生の

設計」 る 「 間の設計」にお 、デ イン、 、 と な 間設計に取 こと 、

を せ、 間の に び る を に す

 

３ にお 、 に 職 、 わ の職種・業 に わせ 選 分 を に、 用 な

と を に ることを と す

ース 計画・設計の分 にお 、「 設計 ・ 」を通 複 な用 を 設計を る

を に す ・ 料の分 にお 、「 学・ 習 ・ 」、「 工学 習」等を通 用 な 設計お

よび 析を理 する を に す ・設備 の分 にお 、「 設備 習」等の 業を通 、 工学の理

を設備計画と 実 する の スキ を に す

生 デ ン ース 「生活 間の設計 ・ 」を通 、 人の る を 間および ・

の を 、人 の日 生活を かにする 間を する を に す 、「生活 間実験 習」、「

職 実習」等の実験・実習 の 修を通 、 間の諸 に の理 を 、 の る 案に な

る の を に す

 

４ にお 、「 業計画 ・ 」にお 分 の の ・デ インに取 、 動 な 発 と

、 を に るとと に、取 成 を研究 文 設計作 と と 、他者に伝 する文 現 、プレ

ンテーシ ン を に す

ー ン  

ープン 修 学 外に 当 る の学 に 、担当教 の を 修する

こと き す （データサイ ンスプ ム す）

互 の る他大学による を 、こ を本学 の 業 に こと き す

ープン 修、及び 互 、合わせ 大 業 に 入すること き す

データサイ ンスプ ムに 、 を く

資格等の 験合格による に

ース  

ース る 外に、 学 る の ースの を 修 な

す 、 修 な の 、 修に当 担当教 の な す なお、進 とな

る （ 修・選 修 ） 、 する ース とな す

職課  

と の教職 を 修することによ 、 学 教 種 「 」「数学」および 等学 教

種 「工業」を 業と同時に取 すること き す 修 、教職の ンテーシ ン る「教職

ハン ブック」を く なお、教職 、 学 の「教職 」から す 取 希望者 、

この を 修 く
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学  学  ース  

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 教 の「 報 テ シー」 を修 ること

・ の学 を 修 ること

「学 求セミナー 」 、「 現」 、「 設計 」

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「 計画 」 、「 の く 」 、「 計画」 、

「 学・ 習 」 、「 計画」

・ の学 から 上修 ること

「 設計 」 、「 設計 」 、「 実験 習」 、

「 設計 」 、「 ・ 料実験 習」 、

「 学・ 習 」 、「 設計 」 、

「 学・ 習 」 、「 設備 習」

学  学  生 デ ン ース  

進 学 分 進

１学 ２学 進 学 「フレッシ ー セミナー」 を修 ること

２学 ３学 進

 

・ 教 の「 報 テ シー」 を修 ること

・ の学 を 修 ること

「学 求セミナーL」 、「 現」 、「 設計 」

３学 ４学

修 数 上（教職に関する 及び自 を除く）

進

 

・ 通教 学 別 当 に 業 と ら る「

及び理数 にお る 修 」 を 修 ること

・ の学 の を 修 ること

「 計画 」 、「 の く 」 、「 計画」 、

「 生 」 、「 ューマン アと生活 間」 、

「 上 料」

・ の学 から 上修 ること

「 間の設計」 、「 生の設計」 、

「インテ アワークシ ップ」 、「 間の設計」 、

「生活 間実験 習」 、「生活 間の設計 」 、

「 職 実習」 、「生活 間の設計 」

室  

４ になると、研究室に 、１ 間か 業計画「 業計画 」「 業計画 」に取 ことにな す す

る研究室 、３ に る説明会に 、希望調査 を 出することにな す そ に、自分の将来を

、希望の研究室を検 おくこと す

「 業計画」に 、 と に取 「 業 」と、通 １ の内 に取 「 業設計」と「 業 文

等」 す する研究室の 教 と相談の 、取 内 を す
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学  学   

選 の 別 業に な 数

修 選 修 選
数

修

数

分

通
教

教     

上

上

   上

理数    上

    

会 ・ 理     

教     

上
学     

データサイ ンスプ ム

ープン 修 １ 「データサイ ンスプ ム（選 ）」・

「 ープン 修」・「資格による 」・

「 互 」 、合計 業 数に

入すること きる

資格による ２

互 ３

１ 学 外の学 に 置 る の 、「 ープン 修」 とな る す

２ 入学 に取 資格によ す

３ 互 を る 大学、文教大学、 立大学の 業を 修すること 業 数に 入 き

る す

１ 上記 外の 業 に 、「学 別 当 」に すること

データサイ ンスプ ムに 、 を く
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学

大学 を修 験および ・ 験を る に 、「 通大 の する

に関する を修 業」する す の入学生 に す の から、 の分

とに ら 修 数を すこと と す 「 ース間 修 」の に 、 ースに関係な

く資格 に ること き す 、 験を るに 、本学 発行する「 修 証明書・

業証明書」 す

なお、 験合格後の 登録に 、修 数に な実 験 数 ら す

試  
ース

生活 デ イン ース

学 ース  試 試

試
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デ タ ン ー ン    

    

    

    

画    

ン     

生     

    

試 （ ） 合 （ ） 総      

試 務  

務      

業計画の 等に 、大学から 人 教 及センターに の を申請する 合

す この 、 ・ 後 る 、 同センターホームページ等に る

・ と 部 なる 合 すの
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学 の「 」を修 、 人日本 会 実施する 験に合格・登録申請することによ 、

「 」の資格 す 本資格を取 すると、 人日本 会 実施する「 」

験の 次 験（学 験）、 次 験（実 験）の 、 次 験 除 す

この「 」の資格 在学 の学生の 取 きる資格 す 、「 」を修 にこの

資格 験を ら る学生 、「 」を修 に「 」の 験を 合格とな 合に

すの

に関する 報 、 人日本 会のホームページ（ ）等 するよ に

く
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博 士 前 期 課 程 

 

 

 

 環境共生システム学専攻 

 機械システム工学専攻 

 電子情報メディア工学専攻 

 建築デザイン学専攻 
 

 

 

 

 

 



課  

生 ス 学  

 

の 業 、 （持続 な 発 ）の 成に向 取 進 、そ を担 、よ 、

会 の を す の な な せ 生システム学 、 と 会の 次 の 生を 、

用 学と イ テク ジーをベースに 「物 デ イン」、「 料・ 学」、「生物工学」の３ の を

に、教 研究活動を 、 の 合 、 の を 研究者・ 者を 成 す

デ ポ ー

生システム学 、 の修 を すこと 記の と資 を備 のと 、修 （工学）を

す

（１） と 会の 生を にお 実 な を に 、持続 な 発に な る 発 をすること

きる

（２） 用 学と イ テク ジーの と に き、 を 出する な研究・ 発等を 行

きる

人間

（１） 学 の ・ 会 の を自 に 自 ・持続 な行動 きる

（２）自らの を な ら 他者の を に取 入 、 立 なく 調を を ること

きる

ポ ー

生システム学 、 な物 をデ イン 、 の保 人 の に 立 実用 なデ イス と

用する「物 デ イン」、 ・ ネ ーと から 料 資 を に 、 に る研究を

す「 料・ 学」、生き物の ら 機 を 明 、実 会 立 と 用する「生物工学」

の３ の分 を に、 キュ ムを 備 す

（１） 分 の を に る 、「物 デ イン 」「 料・ 学 」「生物工学 」の３ の

分の を用 す

（２）関 分 に関する の に 、 通 と 「

」「 」「 用数学 １・２」を 置 す

（３）「 別 習」「 別研究」にお １ 次から本格 な研究に取 、学 文を す

ッ ンポ ー

生システム学 、「物 デ イン」「 料・ 学」「生物工学」の３ の に 関 と を

持 、 の 分 の を 、 システムの 出に 、 発の 活 きる研究者・

者を す諸 を 入 す
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ス 学  

機 システム工学 、「 工学・生 工学」、「 ネ ー 工学・計 工学」、「メ ト ニクス・ ット工

学」など、 の く に な分 の を と 、急 に発 する 学 に する および 発を推

進 きる を に す 当 に関 する学 研究と の修 を通 、 する 会 請に に

きる と実 を備 発 者および研究者を 成 す

デ ポ ー

機 システム工学 、 の 修 および選 の 修を通 、次に る を修 すること 修 （工

学）を す

記の かを とする実 を に 、広 から を きる

（１） 工学、生 工学など、次 の の く と る機 の設計・計 ・ 、 料 および 種

データの 理手 などの と に き、 を 出する な調査・研究・ 発等を 行

きる

（２） ネ ー および計 ・ など、 に調 ネ 保 に な ネ ー 、

分析 、 、センシン 、 、データマイニン などの と に き、 を 出

する な調査・研究・ 発等を 行 きる

（３） ット工学など、人間生活 会を かにする人 などの 種 ットに利用 る機 、機 設

計・ 作、機 、 種センサによる計 などの と に き、 を 出する

な調査・研究・ 発等を 行 きる

人間

（１） 理 を持 、 自 に 抜くこと きる

（２） 理 に 他者を理 を ること きる

ポ ー

機 システム工学 、 の く に な 分 の を修 、プ ジェクト ーダーと 活 きる

者・研究者の 成を に、 の と実 の 成に をお キュ ムを 成 す

（１）１ 次 、 の く に な 分 （「 工学・生 工学」、「 ネ ー 工学・計 工学」、「メ

ト ニクス・ ット工学」）を、体 に学び、 分 に る な を修 す

（２）１ 次の「機 システム工学セミナー」 、研究を 行する の なスキ を に るとと に、２

次の「 別研究」 、修 文に取 、こ を発 する の にお 、分析 、

および発 を 成 す

（３） の設備を備 機 実工学教 センター の研究 置の 作、 る 料 研究センター の

料分析によ 、実 研究 発 を 成 す

ッ ンポ ー

機 システム工学 、 する 会の 請に に する、 な と実 を備 者・研究

者を 成 す その の 学 を 、 の く に する と に 学生を 入 す
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デ 学  

報メデ ア工学 、 工学、 工学、およびデータサイ ンスを 報メデ ア工学に関 する 、

互 に関 な ら発 き ことを 、ハー ウェアとソフトウェアの の ・ を 、実 発

者と 研究者を 成 す

こ らの学 分 、 に 合 な る「 レクト ニクス」「 報通信 」「マ メデ

ア」を３本の と 教 ・研究活動を す

デ ポ ー

報メデ ア工学 、ハー ウェアとソフトウェアの の ・ を持 、 界の を ー き

る と人間 を備 、実 発 者と 研究者を 成 す そこ 、 業 の 修、セミナー の取

、および研究の 行によ 、学生 の を習 ことを 修 （工学）を す

（１）本 の となる「 レクト ニクス」「 報通信 」および、データサイ ンスを 「マ メデ ア」

の３ の に 業 を 修 、 と を習 すること 、 を 出する

な研究・ 発とその の調査等を 行 きる

（２）１ 次に「次 デ イス 用セミナー ・ 」「次 報 セミナー ・ 」「次 メデ ア 発セミナ

ー ・ 」の かを 修 、 会にお 活用 きる実 な を に ること 、 広 から

発 ・ に な ること きる

人間

（１）「次 デ イス 用セミナー ・ 」「次 報 セミナー ・ 」「次 メデ ア 発セミナー ・ 」

の かの 修によ 、 者・研究者と 理 を 自 な 行動すること きる

（２） 会・ 業の となる 、および、そ らに立 、 会と ら の ン ュータの 用を

す 報通信と 報メデ ア に 、 教 の 「 別研究」に取 、 理 と ミュニ

ーシ ン を に ること 、研究 発の成 を 理 に説明 、他者の を理 を

ること きる

ポ ー

報メデ ア工学 に関する を、 と の にとらわ ることなく、関 界 な

学 るよ に 、 の を「 レクト ニクス」「 報通信 」「マ メデ ア」の３ に分

す らに に 通する 本 、 、 発 、 を に 、プレ ンテ

ーシ ン と ミュニ ーシ ン を ことを に、１ 次に 修の 習 る「次 デ イス 用セミ

ナー ・ 」「次 報 セミナー ・ 」「次 メデ ア 発セミナー ・ 」を設 す こ ら 習

を通 、 の 機 な 合と、 用 を 成 す 「 別研究 ・ 」 、 自の研究を進 、修 文を作成

す 、関 分 に関する の に 、 通 と 「  L   T   

」「    「 用数学 １・２」を１ 次 学 と 学 に 置 す

ッ ンポ ー

報メデ ア工学 、「 レクト ニクス」「 報通信 」および、データサイ ンスを 「マ メデ ア」

の３ の に 関 と を 、その に留 ることなく、急 な の進 に することなく

する る学生を 入 す
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デ ン学  

デ イン学 、 を な から 、よ よ 間、生活 ならびに を、次 に伝

することの きる 、 者および研究者を 成 す この を 成する 、実 教 プ ムを

備するとと に、 学 分 の を 広く す

デ ポ ー

本 、 のよ な を に 、 な 業 、 習 および「 別研究」を修 学生に「修 （工

学）」の学 を す

（１） と に 状 、発 、 、 断 などの な を発 きる

（２） 分 の と研究 、 設 ・ ・立案実行 、 合 か 実 な デ イン を活用

きる

人間

（１） に わる 者・研究者と 、よ よ の継 を 、その実現の に自 ・持続 に行動 き

る

（２） な分 文 の を 、他者の立 な を 、 実か に きる

ポ ー

本 とする 、 の４ す 「設計・計画」 間デ インの からインテ ア・

の設計とその になる研究、 る イフスタイ 計画の く に関する研究 実 活動に

取 す 「 」 、 、 らに文 の から、 学およびそ らに く保 ・ 生 設計

に関する研究 プ ジェクトに取 す 「 ・ 料」 学および デ インの から、 物の

、デ テー 等の を研究 、 料の から、 部 の 料 に 研究 す 「

・設備」 ・ 間 出の から、 ・ および の ・ ・ ・ 設備システム

に 研究 す

（１）１ 次に の を数 く設 す

（２）１ 次に 習 「プ ジェクト 習」を設 、 分 にお る「 」に 、ワークシ ップ をと

お 実 にプ ジェクトを推進 す 間の 案 設計などを実現する となる調査 報の

、合 成、検証の を に す

（３） の 験資格に係る大学 の実 験の に「インターンシップ 」を設 す 体 な

の設計 プ ジェクト等の を継続 に体験 、設計および工 理の実 な を す

（４）関 分 に関する の に 、 通 と 「  L   T   」

「    「 用数学 」を１ 次に 置 す

（５）「 別研究」「 別研究（修 設計）」にお 、入学時から 教 の 研究・設計に取 、修 文

る 修 設計を 成 せ、発 す

ッ ンポ ー

デ イン学 求 る入学者 、本 る教 に 感 、 広 と を備 よ と

す に 人 す この 、 にお る実 な学びに する 行動 を す
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生 ス 学  

学

分
業

数

D の関 時間数

担 当 教
人間

１ ２

物

デ

イ
ン

イ マテ ア        教 （工学） 人

メデ ンジニア ン       教 （工学） 人

学        教 （工学） 大

学        教 （工学） 大

物理 学        教 （工学）

物理 学 習      教 （工学）

分 学        教 （工学）

分 学       教 （工学）

料
・

学

ネ ー・ システム       教 工学

学       教 工学

料 工学        教 （工学） 内

料 工学 習      教 （工学） 内

・ 料学        教 （工学）

・ 料学 習       教 （工学）

物理       教 （工学）

分析       教 （工学）

生
物
工
学

ナ ・ イ システム         教 （理学） 健

ナ ・ イ システム 習        教 （理学） 健

分 学       教 （工学）

ナ 料機       教 （工学）

物分 機 学        教 （理学） 健

物分 機 学        教 （理学） 健

習 別 習       、 人、 健 、 、

大 、内 、 、 、

、 健、別 習       

研
究 別研究       、 人、 健 、 、

大 、内 、 、 、

、 健、別研究       

通

 L   T           教 工学

           教 工学

用数学 １       教 （理学） 文

用数学 ２       教 （理学） 文

修

「 別 習 ・ 」 ４ と「 別研究 ・ 」 を 修するとと に、 教 の によ 、そ 外に 業

上を 修すること

修

ープン 修 （ 習、 別研究を除く） 担当教 の を 修 、 を上 と 修 に 入すること きる
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ス 学  

学

分
業

数

D の関 時間数

担 当 教
人間

１ ２

工
学

生

工
学

工学       教 （工学）

機 料学         

成 工学       教 （工学）

生 工学       教 （工学） 進

機 料       教 （工学）

機 工学       教 （工学）

体 学       教 （工学）

プ セス       教 （工学） 部 修

複合 料工学       教 （工学）

ネ

工
学

計

工
学

自 ネ ー       教 （工学）

工学       教 （工学）

工学       教 （工学） 友

体工学       教  （工学）

計 工学       教 （工学）

テク ジー       教 （工学）

デ イス        教 （工学）

ダイナミクス        （工学） 増本

ソフトマター工学        教 （理学）

メ

ト

ニ
ク
ス

ト
工
学

ット機 学       教 （工学）

実用デ ジタ        教 （工学）

機 テ クス        教 （工学） 康

人間 ット 生        教 （工学）

ットシステム        教 （工学）

ットビジ ン        教 （工学）

工学       教 （工学） 大 保友

ー ア テ        教 （工学） 望

習

機 システム工学セミナー        

、 、 、 、

、 友、 進 、 、

部 修 、 、 、 、

、 、 、 、

、 、 康 、 、

大 保友 、望 、増本 、 、機 システム工学セミナー        

研
究

別研究       

、 内 、 、 、

、 、 友、 進 、

、 部 修 、 、 、

、 、 、 、

、 、 、 康 、

、大 保友 、望 、増本 、

、

別研究       

通

 L   T           教 工学

           教 工学

用数学 １       教 （理学） 文

用数学 ２       教 （理学） 文

修

「機 システム工学セミナー ・ 」 ４ と「 別研究 ・ 」 を 修するとと に、 教 の によ 、そ 外

の 業 上を 修すること

修

ープン 修 （ 習、 別研究を除く） 担当教 の を 修 、 を上 と 修 に 入すること きる
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デ 学  

学

分
業

数

D の関 時間数

担 当 教
人間

１ ２

レ
ク
ト

ニ
ク
ス

マテ ア        
デ イスプ セス         

物        教 （工学） 青
体物        教 （工学） 青

アナ 集 路         教 （工学）
アナ 集 路 用         教 （工学）

計        
       

機        教 （工学） 上
ネ ー工学         教 （工学） 上

信 理        教 （工学）
ビジネスプ セス        教 （工学） 大 望

報システム        教 （工学） 大 望
ソフトウェア設計         教 （工学） 明
数理        教 （工学） 文

工学        教 （工学）

報
通
信

報システム信        
計 工学        教 工学計 工学
システム信 析        教 工学

報ネットワーク工学        教 （理学） 明
報システム        教 （理学） 明

ソフト ン ューテ ン         教 （学 ） 生
フ タ状 推         教 （学 ） 生

ク ウ ン ューテ ン        教 （工学） 文
信 ソフトウェア 発        教 （工学） 文

通信システム工学         教 （工学）通信システム工学
ビキタスネットワーク         教 （工学）
理 路        教 （工学）

ープウェア        教 （工学） 間
工学        

動体通信システム         教 （工学）
感 報 理       教 （ 学 ）
通信ネットワーク信 工学        教 （工学）

マ

メ
デ

ア

進 システム       
ン ュータビジ ン        

マ メデ ア通信        教 （ 報学） 健
アンテナ工学        教 （ 報学） 健
教 工学       教 （工学）
写 メデ ア        教 次

報検索        教 （ 報理工学） 進
報 理        教 （ 報理工学） 進

画       教 （ 報 学）
メデ ア 析        教 （ 報 学）

自 分 システム        教 （工学）
生体 報 理       教 （学 ）

計 データ 析         教 （学 ）
報 理       教 （工学） 本

ューマンマシンインタ クシ ン        教 （工学） 本
学習分析       教 （工学） 利康

習

次 デ イス 用セミナー       青 、上 、 、 文 、
、 文、次 デ イス 用セミナー       

次 報 セミナー       、 明、 、生 、
間 、 、 明、 、

、次 報 セミナー       

次 メデ ア 発セミナー       、 健 、 、 、
進 、 次 、大 望、 、

本 、 利康次 メデ ア 発セミナー       

研
究

別研究      
、 明、 、青 、

進 、生 、上 、 、
文 、 間 、 、 健 、

、 、 、 次 、
、大 望、 明、 文、
、 本 、 、 、
、 利康、

別研究      

通
 L   T           教 工学

           教 工学
用数学 １       教 （理学） 文
用数学 ２       教 （理学） 文

修

「次 デ イス 用セミナー ・ 」４ か「次 報 セミナー ・ 」４ く 、「次 メデ ア 発セミナー ・

」 ４ の かを 修 、「 別研究 ・ 」（ ）を 修するとと に、 教 の によ 、そ 外の 業

上を 修すること

修

ープン 修 （ 習、 別研究を除く） 担当教 の を 修 、 を上 と 修 に 入すること きる
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デ ン学  

学

分
業

数

D の関 時間数

担 当 教
人間

１ ２

設
計
・
計
画

の設計      教 （工学） 次

間の 成システム       教 （工学） 立

集合 計画       教 （工学）

設計       教 （工学）

生活       教 （工学）

の く        教 （工学）

施設利用行動 デ        教 （工学）

施設 ・ 置設計        教 （工学）

間       教 （工学）

路 間設計       教 （工学）

生活 成       教 （工学）

間設計       教 （工学）

間の設計      教 （工学）

の とス ー        教 （工学） 内

設計と       教 工学 行

現の手       教 工学 行

       教 （工学） 本

と修 設計        教 （工学） 本

の と       教 （工学）

      教 （工学）

・

料

設計       教 （工学） 行

      教 （工学） 行

シェ 設計       教 （工学） 健

間       教 （工学） 健

料と人間工学      教 （工学） 工

設計と 料       教 （工学） 工

診断       教 （工学）

ンク ート 料設計        教 （工学）

・
設
備

      教 （工学）

設計       教 （工学）

設計       教 （工学）

      教 （工学）

明設計       教 （工学） 大

      教 （工学） 大

習

プ ジェクト 習       
行、 次 、 立 、 行、

本 、 、 、 、

、 、 、 、

、 、工 、 健 、

大 、 内 、
プ ジェクト 習       

設計インターンシップ      次   

設計スタジ       次 、 立 、 、 、

、 内設計スタジ       

研
究

別研究       
行、 次 、 立 、 行、

本 、 、 、 、

、 、 、 、

、 、工 、 健 、

大 、 内 、
別研究       

別研究 （修 設計）       次 、 立 、 行、 本 、

、 、 、 、

内別研究 （修 設計）       

通

 L   T           教 工学

           教 工学

用数学 １       教 （理学） 文

用数学 ２       教 （理学） 文

修

「プ ジェクト 習 ・ 」４ か「 設計スタジ ・ 」４ く 、「 設計インターンシップ」（４ ）の か

を 修 、「 別研究 ・ 」 「 別研究（修 設計）」 を 修するとと に、 教 の によ 、そ

外の 業 上を 修すること

修

ープン 修 （ 習、 別研究を除く） 担当教 の を 修 、 を上 と 修 に 入すること きる
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ンターン ッ  
学 学  課  デ ン学   

学 学 デ ン学 財  センター

（ ンターン ッ ） 務

ンターン ッ ンターン ッ （ ）

ンターン ッ （ ）  

分
数

時

担 当 者

設備

イ
ン
タ

ン

シ

プ

設 計 イ ン タ ー ン シ ッ プ ４

設 計 ス タ ジ ２   、 立、 、 、 、 内

設 計 ス タ ジ ２  、 立、 、 、 、 内

イ
ン
タ

ン
シ

プ
関

習
・
実
験
・
実
習

別 研 究 修 設 計  ４   
、 立、 、 本、 、

、 、 、 内
   

別 研 究 修 設 計  ４  
、 立、 、 本、 、

、 、 、 内
   

プ ジ ェ ク ト 習 ２   

、 、 立、 、 本、

、 、 、 、

、 、 、 、 、

工 、 、 、 内、  

プ ジ ェ ク ト 習 ２  

、 、 立、 、 本、

、 、 、 、

、 、 、 、 、

工 、 、 、 内、  

の 設 計 ２      

間 の 成 シ ス テ ム ２  立    

設 計 ２    

施 設 ・ 置 設 計 ２  

間 設 計 ２  

間 の 設 計 ２  

路 間 設 計 ２     

設 計 と ２   

と 修 設 計 ２  本

設 計 ２   

シ ェ 設 計 ２     

ン ク ー ト 料 設 計 ２    

設 計 と 料 ２ 工

設 計 ２

設 計 ２   

明 設 計 ２     
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手

 

学生の手続

修 文の 査を る学生 、 に「修 文 査申請書」「修 文 （ 文と 文）」（ 教

に用 ）を作成 、修 文（ 査 、部数 教 ）と に 教 に 出する

修 文 の 文 用 に と 、 文 用 に と る

修 文 査用の の 、 査の ら る と 、フ イ 等によ な よ に す

る

後に の を 、 書 な ならな

手続書 のフ ーマット 、

教 の手続

教 学生 出 修 文 査申請書、修 文 、修 文に を通 、「修 文 査 会の 成申

請書」を作成する その後、修 文 査申請書、修 文 、修 文 査 会の 成申請書を に 出

する 出 書 を閲覧 、 備 ることを の上、 務課 する

修 の学 文の 査 会 、 教 を 、当 文の分 に関 る大学 担当の教 教 ２ 上

と 、 査 教 とする

書  

「修 文 査申請書」（学生 作成） 「修 文 （ 文）」（学生 作成）
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修 文 査 会 修 文の 査を行 、その 査

に 教 「修 文 査報告書および

験報告書」を作成 、 に 出する

閲覧の上、修 を行 大学 研究 会

の２日 に、教 に 出 な ならな

査 報告に な書

「修 文 査報告書および 験報告書」

（ 教 作成）

「修 文 （ 文）」（学生 作成） 「修 文 査 会の 成申請書」（ 教 作成）
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修 文（本 文）の 出

査 に 査 の を 、 出用の修 文（本 文）を作成 、１部を成 発 の２日後 に 教

を 教 に 出する

文 、 者（ 、 、 ）、 教 （資格、 ）を 書体 明記する
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学学  

 

１ 申請者 体 に取 研究 の の成 と と ら る

体

２ 研究テーマ の 学 、 会 を するテーマと 設 る

テーマ及び 設 の 当

３ 資料収集・調査（ 行研究 ）、実験等の分析、 理 、か 分にな る

調査・研究の

４ 文の 成、 明 、 理 な ら る

の 当

５ 文 使用する図 、文 現、文献の引用 に行わ お 、 文とな る

文作成

６ 研究内 に ら る

７ 験にお る にお な 行わ る

 

１ 申請者 体 に取 研究 の の成 と と ら る

体

２ 研究テーマ の 学 、 会 を するテーマと 設 る

テーマ及び 設 の 当

３ 資料収集・調査（ 行研究 ）、実験等の分析、 理 、か 分にな る

調査・研究の

４ 設計 の 成、 明 、 理 な ら る

の 当

５ 設計の 体 か 明 、内 設計図書内に に 現 る

設計

６ 研究内 に ら る

７ 験にお る にお な 行わ る
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博 士 後 期 課 程 

 

 

 

 環境共生システム学専攻 

 機械システム工学専攻 

 電子情報メディア工学専攻 

 建築デザイン学専攻 
 

 

 

 



課  

生 ス 学  

生システム学 、 の 業を担 に る 会 の を に置き、 と人

間 会の持続 な調 ・ 生を大 に な ら、実用および 研究の から すること きる 者・研究

者を 成 す

物 デ イン部

機 学、物理 学、 学などのよ な を に 、 な物 をデ イン 、 の保 人 の

に 立 実用 なデ イス と 用する実 を修 す

料・ 学部

料プ セス、 ネ ・資 工学、 学などのよ な を に 、 ・ ネ ーと から

料 資 を に 、 に る実用研究を す実 を修 す

生物工学部

生物学、ナ 料 学、 イ テク ジーなどのよ な を に 、生き物の ら 機 を

明 、実 会 立 と 用する実 を修 す

ッ ンポ ー

後 生システム学 、 と人間 会の持続 な調 ・ 生と から の在 を

そ とする 案 を持 、「物 デ イン」、「 料・ 学」および「生物工学」に関する の と

の 発 を 研究活動に に取 人 を 入 す 入学 に 、修 文の学

献 および学会等にお る 文などの発 実 を す
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ス 学  

「 工学・生 工学」、「 ネ ー 工学・計 工学」、「メ ト ニクス・ ット工学」の に 、

の研究・ 発に取 こと な 者および研究者を 成 す らに、 の と広

を わせ 、急 に複 する機 工学の進 を 、こ らの を 合・ きる な研究 と

を 備 人 を 成 す

工学・生 工学部

次 の の く を担 工 、生 および 料 などの研究 発を通 業 と る機 の設

計・計 ・ 、 料 および 種データの 理手 などに関する と実 を修 することを と す

ネ ー 工学・計 工学部

に調 ネ ー 置および な計 ・ 機 の研究 発を通 ネ 保 に な

ネ ー 、分析 、 、センシン 、 、データマイニン などに関する と実 を修 するこ

とを と す

メ ト ニクス・ ット工学部

人間生活 会を かにする人 などの 種 ットの研究 発を通 ットに利用 る機 、機 設

計・ 作、機 、 種センサによる計 などに関する と実 を修 することを と す

ッ ンポ ー

後 機 システム工学 、生 現 に 、 引する研究者・ 発 者を 成する から、 レ

ベ の に 、 ーダーシップに 人 を求 す その と 、修 文の学 成 と学会

等にお る発 実 、 らに 研究成 の 会 献 を す
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デ 学  

工学、 工学および 報工学に関 する 、 に く関係 な ら発 す この な状 に

レクト ニクス、 報通信 およびマ メデ アの３ の に 、ハー ウェアに関する と

ソフトウェアに関する を 備 、 界の を ー きる広 と を備 、実 発 者・

研究者を 成 す

レクト ニクス

料の生成 の検 、 な機 料の 出とその 用、アナ 集 路、 理 、 機 、 など、

機 を 成する 料 その に関する研究・ 発に取 す そ 、 会・ 業の となるハー ウェア

と の レクト ニクスに関する と実 を修 す

報通信

伝 、 報理 、通信ト ック理 、 動ソフトウェア ージェント等、 報通信 なシステムの研

究・ 発に取 す そ 、 会と ら の ン ュータ 用を すソフトウェアと の 報通信 に関す

る と実 を修 す

マ メデ ア

ン ュータ フ ックス、ソフト ン ューテ ン 、計 等、人間と 報システムの関わ を に

な 出に関する研究・ 発に取 す そ 、 な 報メデ アとネットワークからなるマ メデ

アに関する と実 を修 す

ッ ンポ ー

後 報メデ ア工学 に進学するに 、 する 報メデ ア工学分 の進 を 、自ら

の研究を に 置 る、広 かせ せ 、 ーム 研究する の ーダーと の資

す こ らの と 、修 文の学 成 の なら 、学会等にお る発 実 を す
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デ ン学

計画、 設計、 、 ・ 料、 ・設備の にお る な に 、自ら

を発 、 を 理・ 、持 る と な発 を 使 立案実行 きる の 発、 、広 と

の と、 なる する研究、 作、 発にお 実 に活動 きる を修 、次 の研

究分 設計分 を き、 な 界を 案 きる、研究者、 、 者を 成 す

計画

にお る とその 間の 、 ア 求 ら る を 間 ミュニテ の を、 計

画 計画、 計画、 く の から分析 、保健・ ・ 分 との にお 、調査・分析・ 案する

な を修 す

設計

・ ・インテ ア 間のデ イン とその に 、 会・文 ・ との関わ から分析 、 な

の とに 間を する 案 を修 す

な文 の を、 界 な 調査・研究 、その保 生プ ジェクトを実 する な

を修 す

・ 料

・ ンク ート ・ およびその複合 の 向上の に関する研究・ 発 実

施・ 及に資する な を修 す

・設備

を と に 、 発生の 理 メ ニ ム、 を調査・分析 、 な の検 とそ

の の検証を通 、 を な 間を 出する設計手 に関する 案 を修 す

ッ ンポ ー

後 デ イン学 求 る入学者 、本 る教 に 感 、 広 と を

とに、次 の研究分 設計分 を する を 人 す その を かる と 、自

らの 案を に伝 るプレ ンテーシ ン と、修 文の学 成 、学会等にお る発 実 を す

－　　－139



課  

後 、 による 業 行わな な研究 を 上、本大学 の行 文の 査及

び 験に合格すること

生 ス 学  

研 究 分 数 教

生システム学 研究  

教 工学

教 工学  人

教 工学  

教 工学  大

教 理学  健

教 工学  内

教 工学  

教 工学  

教 工学  

ス 学  

研 究 分 数 教

機 システム工学 研究  

教 工学  部 修

教 工学  

教 工学  内

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  友

教 工学  進

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  康

教 工学  

教 工学  大 保 友
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課  

後 、 による 業 行わな な研究 を 上、本大学 の行 文の 査及

び 験に合格すること

デ 学  

研 究 分 数 教

報メデ ア工学 研究  

教 理学  明

教 工学  

教 工学  青

教 工学

教 報理工学 進

教 学  生

教 工学  

教 工学 上

教 報学  健

教 報 学

教 工学  文

教 工学  

教 工学 本

教 工学  大 望

デ ン学  

研 究 分 数 教

デ イン学 研究 

教 工学 行

教 工学  次

教 工学  立

教 工学  行

教 工学  本

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  

教 工学  
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の 学 手

日本工業大学大学 工学研究

（ ） 

１ この 、日本工業大学学 に き、こ を る

（書 ） 

２ の学 を よ とする者（ 申請者と ） 、書 査申請書及び研究業 書を、 教 を 当

に 出する

なお、 研究業 を すると ら 者 修業 を 書 査を よ とする 合 、 修 に係る

書 査申請書及び研究業 書を、 教 を 当 に 出する

（書 ） 

３ 当 、 会 を 、申請者の研究活動及びその成 の に 、 教 からの報告に き

する

（学 ） 

４ 申請者 、 教 から書 査の の を 上、次の書 等を研究 会に 出 、学 の申請を行

文 査申請書（ 用 ） １部

修 に係る 査の 合 、その を明記

書（ 用 ） １部

研究業 書（当 文に関 する の） １部

文 （ 文、２ 、 用 ） １部

文 （ 文、５ 、 用 ） １部

文（Ａ４ 用 ） １部

文の内 に する予 の のを 合 、

その 予 を する の証明書 １通

（ 理 ） 

５ 研究 会 、 教 の する 会 の を 文 理の を 査 を選 、 文 査 会

設置の を る

（２） 、 の を行 に研究 会 次の書 を １部 出する

文 査申請書（ 用 ）

修 に係る 査の 合 、その を明記

書

研究業 書（当 文に関 する の）

文 （ 文、２ 、 用 ）

文 査 会の 成申請書（ 用 ）

修 に係る 査の 合 、その を明記

（３） 査 、 査を ５ 上と 、学外 査 学内 査 の人数に な 数とする

（ 試 ） 

６ 文 査 会 、 文 査及び 験を行 、合 に する

（２） 文 査 、 文を 理 日から 内に行わな ならな

（３） 験 、次の によ 行

研究 の を する 、 文を と こ に関 する に の 験

の学 研究を行 のに 分な外 の の を 断する 、 文 査 会 する の外 に

の 験
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文 査 会 する外 、 、 、 の １ とする

、外 人に 日本 を ること きる

（４） 在学 数及び修 数にお 、修 を充 るかを する

（ ） 

７ 査 、当 を 研究 に 会の を申告する

（２） 研究 、２ 間 に 会の 日時を する

（３） 文 査 会 、 会 に、 文に の をする

（ 学 ） 

研究 会 、 文 査 会からの 文の 査及び 験に の報告に 、学 の に

する

（２） 査 研究 会に次の書 を 出する

なお、 研究業 を すると ら 者 修業 を 修 を よ とする 合に 、 修

に係る る を、 の書 に すこと

文の 査報告

験の 報告

修 資料（在学 数及び修 数）

（３） 学 の に 、日本工業大学学 ２ を 用する

   

この 、 成 ４ １日から施行する

   

この 、 成 ２ １日から施行する

   

この 、 成 ４ １日から施行する
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の学 手

日本工業大学大学 工学研究

（ ） 

１ この 、日本工業大学大学 学 ２ 及び日本工業大学学 ５ ２ に き、 文 出による

の 査手続等に ることを とする

（ ） 

２ を な 文を 出 の学 を よ とする者（ 申請者と ） 、当 文の分 に関

る本大学 後 の研究 に る教 教 （ 教 と ）に次の書 を 出 、予備 査の

を申

書（ 用 ） １部

研究業 書（当 文に関 する の） １部

文（Ａ４ 用 を とする） １部

（２） 教 、 する 会 の を 、当 文に関 する研究分 の研究 担当教 と に予備 査を実施

する

（３） 教 、 文予備 査 後、 査の に を 研究 報告 、 教 を 申請

者 文書 通 する

なお、 文の 出、 文予備 査 、 時行 こと きる

（学 ） 

３ 申請者 、予備 査の 学 の申請 ら 合、 教 の によ 、次の書 等を教 を 研究

会に 出 、学 の申請を行

文 査申請書（ 用 ） １部

書（ 用 ） １部

研究業 書（当 文に関 する の・Ａ４ ） １部

文 （ 文、２ 、 用 ） １部

文 （ 文、５ 、 用 ） １部

文（Ａ４ 用 を とする） １部

予備 査 書（ 教 、 用 ） １部

研究業 書の内 に ・ する予 の のを 合 、

そ を する の証明書 １通

本学 外の大学 等に当 文 学 を申請 な の

書（ 用 ） １通

査料（ 査料 別に る）

（２）学 の申請 、 時行 こと きる

（ 理 ） 

４ 研究 会 、 教 の する 会 の を 文 理の を 査 を選 、 文 査 会

設置の を る

（２） 、 の を行 に研究 会 次の書 を １部 出する

文 査申請書（ 用 ）

書（ 用 ）

研究業 書（当 文に関 する の）

文 （ 文、２ 、 用 ）

文 査 会の 成申請書（ 用 ）

（３） 査 、 査を ５ 上と 、学外 査 学内 査 の人数に な 数とする
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（ ） 

５ 査 、 文 査 会を 、 文の 査を行 と に、 会を する

（２） 文 査 文を 理 日から、 内に行わな ならな

（３） 査 、当 を 研究 に 会の を申請する

（４）研究 、２ 間 に 会の 日時を する

（５） 文 査 会 、 会の 後、 文に の を行

（ 試 ） 

６ 文 査 会 、 験を行 、合 に する

（２） 験 、次の によ 行

研究 の を する 、 文を と こ に関 する に の 験

の学 研究を行 のに 分な外 の の を 断する 、 文 査 会 する の外 に

の 験

文 査 会 する外 、 、 、 の １ とする

、外 人に 日本 を ること きる

外 に在 る者等に の 験 、 文 理の 、 査 予 者によ 行 こと きる

査 、その に 、研究 会に報告すること きる

（ 学 ） 

７ 研究 会 、 文 査 会からの 文の 査及び 験に の報告に 、学 の に

する

（２） 査 研究 会に次の書 を 出する

文の 査報告

験の 報告

（３）学 の に 、日本工業大学学 ２ を 用する

   

この 、 成 ４ １日から施行する

   

この 、 成 ４ １日から施行する なお、この に関わる 理 教 行 のとする

   

この 、 成 ４ １日から施行する
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学学  

文

１ 申請者 体 に取 研究 の の成 と と ら る

体

２ 研究テーマ の 学 、 会 を するテーマと 設 る

テーマ及び 設 の 当

３ 資料収集・調査（ 行研究 ）、実験等の分析、 理 、か 分にな る

調査・研究の

４ 文の 成、 明 、 理 な に ら る

の 当

５ 文 使用する図 、文 現、文献の引用 な の 、 文とな る

文作成

６ 研究成 、 を 内 とな お 、当 分 の発 に 献 きる のとな る

・ ・

７ 験にお る にお な 行わ る
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の

日本工業大学大学

工学研究

成 ４ １日よ 施行 学 の 部を する （ 成 文部 学 ５ ）によ 、 の学 を

者 、 に 、インターネットを利用 文を することとな インターネットに

よる 大学の を 行な ことにな お 、本学 LCセンターの「日本工業大学学 報 ジト 」

（ ）に 文を す

き 、 記の に 、 データおよび 書を 出

学 の 部を する の施行等に

文の

１ の学 を 者 、当 の学 を 日から１ 内に、当 文の 文を する

のとすること 、当 の学 を る に に とき 、この な こと （ １

関係）

２ の学 を 者 、 を な る 合に 、当 の学 を 大学等の を

、当 文の 文に その内 を のを すること きる のとすること この 合にお

、当 大学等 、その 文の 文を求 に 閲覧に する のとすること （ ２ 関係）

３ の学 を 者 行 こ らの 、当 の学 を 大学等の を 、インターネッ

トの利用によ 行 のとすること （ ３ 関係）

（１）学生の 出物

学 を 学生 、 記 を教 出

文（ D ）

・CD 等メデ アに保 出

・インターネット きな 合 、内 の 出 （３） を

文 書

（２） 体

体 、 D （ D ）を推 とする

設 、 上とする

データに 、 ・ スワー 設 ・ 等を行なわな

文 フ ント とする （外部フ ントを使用 な ）

ページサイ Ａ４ （ 本）、Ａ３ （図等）とする

１ページ に を る （ ） （ 本）を

（３）

文のインターネット に 者との 生 ることのな よ 、学生（ 学 者） らか

関係者との調 等を行 記のよ な を な 、学 日から１ 内にインターネット

きな 合 、当 の学 を 工学研究 等の を 、当 文の 文に その内 の を

することにな す
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学 の 部を する の施行等に （ 成 等教 通 ）よ

 

（３） 措置の取 に

後の学 ２ に する、 文の 文に その内 を のとすること きる「

を な る 合」と 、 に を な 別な理 ると学 を 大学等

合を 、 、次に る 合 ること この 合にお 、当 大学等 、当 文の 文を求

に 閲覧に する のとすること

１ 文 、立体 状による 現を 等の理 によ 、インターネットの利用によ すること きな 内

を 合

２ 文 、 作 保 、個人 報保 等の理 によ 、 の学 を 日から１ を インターネ

ットの利用によ すること きな 内 を 合

３ 出 刊行、 を する学 ジ ーナ の 、 の申請等との関係 、インターネットの利用による

文の 文の によ の学 を 者にと 明らかな 利 、 の学 を 日から

１ を 生 る 合

なお、「 を な 」 くな 合に 、 の学 を 者 当 文の 文を、大学等の

を インターネットの利用によ すること

（４）

学 文 本

記 者 大学

作 （ る 、 、 作 者 、    

  T  N    ）

 
シナ を用 システムの研究

2024 3

日工

日本工業大学

Copyright  2024 Taro Nikko, All rights reserved.
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文の 出から登録・ の （学 から１ 内）

学生（学 者）

・ 記 を教 出

文 D （CD 等メデ アに保 出）

文 書

教

・ 及び、 記 をLCセンターに 出

D （教 に D ） 内に

学 報告書（データ）

LCセンター

・ 後、 ジト の登録・ （  ）

記 Lよ 、 ジト 分の 文タイト 閲覧 き す

（ L  TD  ）

・ および 文（本文）の データ、 書の保管

・学 報告書の写 を 会図書館 メー に

外部

・後日、 記サイトから 閲覧 にな す

会図書館デジタ レクシ ン（ ）

学 機関 ジト データベースI D （  ）

C N  D 日本の 文を す（  ）

Ａ

１、な D （ D ） 推 るの すか

Ａ１、 文 る 会図書館 D （ D （I  ）を推 ること す 、 な保 お

よびアクセシビ テ 保の る上記 す

２、 文を学 に 予 す その 合 、インターネット きな の か

Ａ２、 文をインターネット するか か 学会・出 によ な す 記のサイト 、 出 等

に

内学 会 学 会 作 シーデータベース  

外学 会  

ページ

・文部 学 学 の 部を する の施行に

  

研究 会

  

・

記
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文 書
日

日本工業大学大学

工学研究

者（自 ）

文をインターネット することに 、 記の通 す

当する のに ェックを入 く

分 文 （ 内に 文 合の に ）

日 日 日よ （ 内に な 合）

く に 上かかる

内

フ ガ ナ  

者   

ー マ   

（ を ）  

学 （予 ）  取 学   

査   研究   

者
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の に

の「 を な 」によ 、 文のインターネット き せ わ に、

を す なお、「 を な 」 くな 合に 文（本文）をイン

ターネット す

（１） 当する に ェックを入 く

立体 状による 現を 等、 な の

作 保 個人 報保 等の理 の

出 刊行 を する学 ジ ーナ の の申請等との関係 インター

ネット をすること 、学 者に明らかな 利 生 る

出 物）

等の ・ ・ を記入 く

その他の理

（ ） の理 によ 、インターネット を お す 、 記よ 文 す

文 日 日
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Ⅵ．学生生活の手引き 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





学生生

学 生 

学生証 本学の学生 ることを証明する の の す 大学に るとき に く 、学

生証 IC ー を用 すの 、 せ に大 に取 く

学生  

分証明書

験を るとき（ 上に置 く ）

LCセンター の入館、および図書の貸

出・返却

大学の設備・備 等を借 るとき

健康診断 診時、及び健康診断証

明書発行時

自動証明書発行機利用時

学生  

学生証 の通学 発行 合 、 ・ 通 路を 合 シー を すの

、学生支援 に申 出 く

合 

学生証を 、 合 、学生支援 に 出 く 合 、 用 る すの 、

す に学生支援 に く

す

合に 、 ー 学生支援 に 出 く

学生  

本学を 学・除 ときに 、学生証を大学に返却 く 、 後、引き続き在学する 合

、学生証を学生支援 に返却 、 を く （在学 の 発行に 費用 かか せ ）

学

務課 （ 務課 ） 

 ・ ・ ときに 出 す

保証人 合 、学生支援 保証人 等の手続を く

学  、 などの理 、３か 上 せ るを な 合、 学 に保証人 の上、 出

学 と １ 内と 、 学 間に 在 料を納入 な な せ 、 学 間

とと に 学する のと 、その時 学 の と す

学  学 よ とするとき 、 学 に保証人 の上、 出 な な せ 在 する学 分の学費を納

入 な と、 学 ら せ

学生支援課 （ 学生支援課 ） 

 

学生の に ときに 出 す 本 後の を く

 

学生本人 の ・ に ときに 出 す

保  

入学時に 出 「 書」に る保証人を するときに 出 す

１ 2 ４  １ １ １ 
学生分類 ⼊学年度 所属学科・専攻 連続番号 

1 学 生 
2  
3  

1 2 1 年 学
18 2 18年 学
1 2 1 年 学
2 2 2 年 学
21 2 21年 学
22 2 22年 学
23 2 23年 学
2 2 2 年 学

学 生  
工学  

通 工学  
学  

テ クス学  
メ ア工学  

ー エンス学  
築学  

大学 生  
６ 環境 生システム学  

システム工学  
メ ア工学  

築 ン学  

1 学 
1 学・ 学 
1 学 

8 1 学・ 学 

築学  
1 2 学 築コース 

3 1 学 生活環境 ンコース 
1 学・ 学 築コース 
1 学・ 学 生活環境 ンコース 
1 学 築コース 
1 学 生活環境 ンコース 

8 1 8 学・ 学 築コース 
1 学・ 学 生活環境 ンコース 

学  

学 、学生個人 を７ の 、 数

等の 記の通 す
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保 事  

実 を とき、保証人 に とき、学生本人 によ 日 上

をせ るを なか とき 、 後 に学生支援 に報告 く 学内 などによ 、当 者に ・

などをお す

学生

務課 学生支援課  

教 学生支援 など、大学から学生に する伝 、 、 び出 、 ータ サイト によ 行わ す

利 に な すの 、 ータ サイト 日 、登 の 、 の 物

教 の 、１ 館１ （教 ）に す

学生支援 の 、１ 館２ ビーと１ 館１ （学生支援 ）に 、 学 、ア イト 報、外 人

留学生の の 報などを す

就職求人 報の 、１ 館２ ビーに す

学  

上記の他に、学 とに 、学 ・ からの伝 等 学 ・ に す 学 ・

の 置 、 ンテーシ ン時に お く

 

急を する 合 、当 部 から 、文書 すること す その 、現 等の

とき 、 かに学生支援 出 く （教 、学生支援 、就職支援 等の を、 らか

登録 お く ）

 

による 内 に の 合わせ 学生の び出 などに 、 急の 合を除き、 せ の 、 お

く

保 学生支援課

保  

保証人と 、 立の生計を 、か 学生の保証人と 実にその を すこと き、保証する学生

の在学 、その に関する に の を る人のこと す

学生諸 、入学時に、す に自分の保証人を 出 す 保証人 らかの理 、その を せなくな

とき 、 かに な保証人を選 、学生支援 出な な せ 、保証人 を 合

、同 に 出 く

学生  

学生諸 、入学時に現 等をす にデータと 入 す 、 、現 、 等の記 内 に

とき 、 に学生支援 出 く の 出 な と 急時に 取 、 利 をこ

ること す
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書

自動証明書発行機取 時間

日 日（ 日 除く 合 ）  

種 手 数 料 日

学 生 証

学 生 支 援

日 後

通 学 証 明 書 料 日

１ 学 生 運 引 証 料 日

１ 在 学 証 明 書

（ 文 ）

教

 

日

１ 間 後  
１ 成 証 明 書

（ 文 ）  

日

１ 間 後  
１ 業 （ 修 ） 証 明 書

（ 文 ）  

日

１ 間 後  

業 （ 修 ） 証 明 書

（ 文 ）  

２ 日 後

１ 間 後  

教 状 証 明 書 ２ 日 後

学 に 関 す る 証 明 書

（ 教 職 に 関 す る 証 明 書 ）
１ 間 後

大 学 調 査 書 ５ 日 後

人 物 調 査 書
学 室

料 ３ 日 後

推 書 料 ３ 日 後

そ の 他 の 証 明 書
学 生 支 援

教
に すること

１ 験 料

教１ 験 料 

１ 験 日

２ 健 康 診 断 証 明 書 健 康 管 理 セ ン タ ー 日 後

３ イ ン タ ー ン シ ッ プ 保 料 キ アデ イン ーム 日

４ T I C I 験 学習サ ートセンター

１  

日
２  

３  

４ 上 

１自動証明書発行機に 日発行とな す 、 文の証明書 取 に申請 く
２健康診断証明書 、自動証明書発行機 手数料を支 、申請・ 取 健康管理センターとな す
３「インターンシップ保 料」 自動証明書発行機 手数料を支 、キ アデ イン ームに申請 く
４「T IC I 験 」 自動証明書発行機 験料を支 、 験当日 自 保管 く
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学 入

学 入  

学費の納入 、 学 ・ 学 の ２ にな お す

学 の納入 次のとお す

分 学 学

納入 日 ４ 日 日

備 １ 生、 入学者 入学時

学 と 納入 日 機関の 業日に る 合 機関の 業日

学 入  

納入す き学費に 、 学費等 覧 を く

学費 本学 の「 書」（記 納入 ）によ 、 行等からお く

在学生に 、 学 分 ３ に、 学 分 に から保証人（ 等） に 学 分の「

書」をお す

１ 生に 、入学手続時に 学 分の学費を納入 すの 、 学 分の「 書」を に

から保証人（ 等） にお す

 

本学発行の「 書」を 使用の上、 行 手続きを く T インターネット ンキン 等

によ 合 、キー 報となる 理 学生 入 お く

機関にお を る現 の を行 合に 、本人 書 の とな すの く

なお、 く 、 を する 機関に 合わせ く

学費納 に する 手数料 、納入者 担とな す 、本学発行の「 書」によ 、 行本 、

支 手続を る 合 、 手数料 す

学  

別な理 によ 学費を 内に納入 き 納を希望する 合 、その納入 日 に、本学

の「学費等 納 」を 出く なお、学費 の手続きを に 納の 合 、学 によ 除 とな

すの く

納を る 間 、 学 ７ 日・ 学 １ 日（ 学 と 機関の 業日に る 合

機関の 業日） す この 間を る 納 ら せ

な理 等によ 納入 日 に学費の納入 にな 合 、 によ 学 貸 等の となる 合

すの 、 かに学生支援 に相談 く

納入 日 に学費の納入 な 合 、その学 の 験 ら な か、図書の利用、 種証明書の

ら せ

 

当 学 、次学 日 日 に「 学 」を教 に 出 、教 会にお 合に 、次学 の

学費等の支 除 す

学 、 学、 学する 合 、その学 の学費等を納入 な な せ （学費 納の の 学、 学

ら せ ） 、当 学 日 日 に「 学 」を教 に 出 合 、 学 間に 在

料（ 学 ）の の納 とな す

「 書」に る保証人（ 等）の ・ 等 、学生諸 入学手続の に 出 書 に と き

理 すの 、保証人の ・ 等の る 合 、 「 」を学生支援 に 出 く

「 書」を 合 、 「 書」 の手続をと く

学 学生諸 大学に在 する 間、学費納入を と 、 き を と の すの 、 をとお

く （学 によ ること す ）
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学 生学  

 （ ）

納入 分 学 学 合 計

入
学

・
学
費

入 学    

業 料    

施 設 設 備 充 費    

実 験 研 究 費    

計    

会
費
等

後 援 会 入 会    

後 援 会 会 費    

後 援 会 別 会 費    

学 生 自 治 会 会 費    

保 料    

工友会（同 会）会費    

計    

合 計   

学者 在 料    

 （ ）

納入 分 学 学 合 計

入
学

・
学
費

入 学    

業 料    

施 設 設 備 充 費    

実 験 研 究 費    

計    

会
費
等

後 援 会 入 会    

後 援 会 会 費    

後 援 会 別 会 費    

学 生 自 治 会 会 費    

保 料    

工友会（同 会）会費    

計    

合 計    

学者 在 料    

備

入学 、入学 収 す

業料、施設設備 充費、実験研究費 、 ２ に分 収 す

工学部・ 進工学部・ 学部の学生 ２ 、施設設備 充費 （ ）、実験研究費

（ ）とな す

会費等（後援会入会 、 保 料を除く） 、 ２ に分 収 す

後援会入会 、入学 収 す

保 料（学生教 研究 保 、学生 体 保 ） 、 の に 収 す 、 によ

る 合 す

工友会（同 会）会費 、 本会費 を分 収 す （ 本会費 ４ 間 ）
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学 生学  

課 （ ）

納入 分 学 学 合 計

入
学

・
学
費

入 学    

業 料    

施 設 設 備 充 費    

実 験 研 究 費    

計    

会
費
等

健 康 診 断 料    

保 料    

工友会（同 会）会費    

計    

合 計（他学出 ）    

合 計（本学出 ）    

学者 在 料    

課 （ ）

納入 分 学 学 合 計

入
学

・
学
費

入 学    

業 料    

施 設 設 備 充 費    

実 験 研 究 費    

計    

会
費
等

健 康 診 断 料    

保 料    

工友会（同 会）会費    

計    

合 計（他学出 ）    

合 計（本学出 ）    

学者 在 料    

入学 工友会（同 会）会費 合計（本学出 ）に

本学出 者 、入学 除 、か 、工友会（同 会）会費 学部に 収 の 、他学出 者と合計

な す

備

入学 、入学 収 す

業料、施設設備 充費、実験研究費 、 行わ す

業料、施設設備 充費、実験研究費 、 ２ に分 収 す

会費等の 、健康診断料、 保 料（学生教 研究 保 、学生 体 保 ） 、 の に

収 す

工友会（同 会）会費 、 ２ に分 収 す （ 本会費 を分 収 す ）

（ 本会費 ２ 間 ）

（ 後 本会費 ３ 間 ）
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支援 学  

学  

学 に 、 学の な ら、 な理 によ 学 こと な学生に 、 の を

貸 する と、学業などの を る報 のよ な す の 、就学を に支援するこ

とによ 、教 の機会 等を か 、 会に 献する人 の 成を と す

学 に 、 の 学 「 立行 人日本学生支援機 学 」、 等教 修学支援 （ 学 ・ 業料 ）、

そ の大学 自に設 る学内 学 、 自治体の 学 と 間の による 学 および留学生に する

学 す

学 、出 資格、 貸 等 す を 、自分自 の に合わせ 学 を選

学  

学生支援 学 （ ５ ）

外 の学生 在留資格 「留学」 「 在」の 合に 申 き せ

学部生

種 学 （貸 返 時利 ）

自 生

自 外生

種 学 （貸 返 時利 ）

貸 ２ （１ ）の 、希望の を選 きる

募集時 ４ 、

返 間 によ 、

学

（ 募資格 の学生、 等学 等 業後２ 内に入学 るなど）

（ 業料等 ）の の に く 分に す

用後、自 外の申請書を 出 、 査 後に す

等教 修学支援 学 と 業料等 を ることにな す

分 分 分 分

業 （ 大 ） の の

自 生 

自 外 

学生と 用 合、 種 学 の貸 す

募集時 ４ ・

、 学 継続手続を き す 、成 計状 に の措置 行わ る 合 す

、 学 を利用 る学生 学等を 合、 学 とな 、 に返 を求 ら ること

す の利用に 、このよ な ることを理 、学業に す

大学 生

種 学 （貸 返 時利 ）

、

後 、

種 学 （貸 返 時利 ）

５ ・ ・ ・ ・

を自分 選 きる

出 資格 本学に在 する 者 理 によ 修学に る者

出 間 ４ 、

返 除 日本学生支援機 の 種 学 に 、「 に 業 による返 除 」 、その業

によ 除の 査 る 学内選 後、機 推 する
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貸 間 用時よ 業 の 修業

返 間 によ

・留学生 （ ）

学 ・後 と

学 学  

 学 （貸 返 時利 ）

貸 出 の学費の を上 と 、自 資 を 引

出 資格 １セメスター 上在 、他の 学 を な 当 学 の学費 納 る者

貸 学費に充当

返 間 １ から ５

募集時 ７ ・１

 学 学 （ ）

（ と３ の２ に分 支 ）

出 資格 大学 １ 上、学部２ 生 上本学に在 、 業後工友会会 と に活動 、 会に

献 きる者 かに学内 の 学 を る者

間 １ 間（在学 間 １ ）

募集時 ６

 学学 学 （ ）

本学に１ 上在 する学部生 、在学 の学業成 および人物を 、 学 の推 によ 選出 る 後の

なる学業の を することを と す

 学 （ クセレント ス ューデント） 在 学 ・学 の学業成 者

 学 （ マー ブ ス ューデント） 外の学業成 者

の 学 間 １ 間

４ および に 学費に充当する

 学 康 学 （ ） 

学生 本学大学 入学予 者

に 在 する学 にお 合わせく

学  

留学生 学  

・ 等 自治体の 学 、 間の 学 、留学生 の 学 る

学  

日、 日、 、日 の 運 する 学 をすることによ 学 る の

数・ 時間等によ 、 学 な 合 る 日本学生支援機 学 との 用

学 の に 、学生支援 お 合わせく

ト

学生生活を るに 、学業を に 生活設計を立 るよ る す ア イトを行

合 、学業に支 をき な よ 理のな 行 、自分に 職種を選 く

学生支援 （１ 館２ ビー）にア イト 報 ーナー すの 利用 く 大学 報 す
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るア イト 、学生自 求人 に を取 、 を の上、 を行 く 、学内 き

るア イト（ ープンキ ン ス等の案内など） すの 、 の る学生 学生支援 来 く

求人 報 による な求人 報 、ア イトを す にと 大 利 す か 、 を 、教 上

くな の す に「 業等の 及び業 の 等に関する 」 わ る「 」の 用

を る業種 、ト ブ に き る 発 す この な業種を るの ろ 「 な業

収入」などの ア イト 、 図せ に関 、その後の人生に 大な を及 すこと るの 、

分に く
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就職支援

学生諸 業後そ の希望する職業に るか か 、人生を する なこと す よ 、本学 、就職

支援 会を設 、 学 の教 と を に 学生諸 の就職活動に を 支援 す

就職支援課 務 

就職支援 、 記のよ な業 を行 す

外業

用 、求人書 の発 ・ 理、 通 の 理

企業の 用担当者との 報 、求人企業の

学外 体等との会

相談・ 業

就職相談に の ・

就職支援ガイダンス、 検査等の実施

保 者の の就職ガイダンスおよび就職相談会の実施

「求人ＮＡＶＩ」に関すること

「合同企業研究セミナー」「業界・業種セミナー」「業界・インターンシップセミナー」の

「学内合同企業説明会」「学内個別企業説明会」の

進路希望の登録 、進路報告の登録 ・集計、活動体験記の登録

業

就職 の 、

出 業

就職活動の手引き、テキストブック

求人ガイ 、後援会会 の

その他

就職・進路関 データの集計及び関係 の報告

就職支援 会の

就職支援課  

就職支援 、１ 館２ に す に企業に関する 種の 報を収集・ 理 学生諸 企業を選 する の

を図 す 学 を わ 資料を閲覧 、インターネットを利用 本学の求人企業 報の検索など き す

就職に関する相談 時 すの に利用 く

、就職活動サ ート室（就職支援 ）に ン イン就職活動用個人ブースを設置 す ン イン企業説明

会 ン イン 用選 などの に、活用く

本学の就職支援システム「求人ＮＡＶＩ」 学生諸 の就職活動に関する手続きを 、本学に寄せら １ ４

上の企業・求人 報の検索など、 な から就職活動を支援 きるシステム す 利用に関するお 合わせ 就職

支援 お く

就職支援課  

入学 の諸 にと 、就職に関 のこと に感 ら な と す 、ここ数 、諸 を取 く就職

す 就職支援 、就職活動に支 をき な よ に、学部３ 生、大学 １ 生を に「就

職支援ガイダンス」を実施 す 内 、よ 実 に 充実 のにする の 企業研究 自 分析

記 験 等、活動の に す 出 内 を 取 く

、 業生 数 る企業 就職支援 よ 諸 企業等を学内に き、「学内合同企業説明会」 、

教室にお 「個別の企業説明・選 会」を実施 す この説明会 の 企業 上 者 人 担当

者と の きる とな 機会 、 就職者の く 企業に就職 す

本学学生の に の求人登録 す この求人 「 、日本工業大学の学生を 用 」と 用

の 企業 す こ らの企業の求人内 、自 から 「求人ＮＡＶＩ」を利用 、希望する 業種などの

を ることによ ス ーデ ーに すること き す

後の就職活動をするに 、大 に就職支援 を利用 く
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学 支援センター

なテーマに レンジする学 を に ックアップ 、 の自 な学びを に支援 す

大学 の学びに ら、 学修支援センター 相談 く どこ か わか 、

分 よ な の す となる の数学・ ・物理の ューター 、 人 と の習 に合わ

せ き かく す に、ク ータ （数学・ ・物理）の学修 （ 習）を行 お す か と

学び、 に

に 、学部生 （ス ューデントアシスタント） 自分の な を教 く る ア・サ ートを行

す 個別、 ープ 学び、 学 を向上 せ、 業の理 を す

、大学生活のことに な 相談に す 修プ ン、将来の進路、友人関係、部活動、ア イト、

ンテ アなど、大学生活に関わる を らなる成 と くき か とな す 支援 ーデ ネーター

の立 に立 サ ート す センター を るの なく、 に 、自分な の を 出

るよ に す 相談業 業 す

学修支援センター 自 に使 る自習室と 利用 き す 「 業の合間の 抜きに」「 分 に」「時間を持

」、そ な理 る学生 す 部活動、学 と 使 る の学内

の す ソ ン インターネット 利用 き す 、自習スペース 業 利用 き す 学 学 の

を と に学び、 くの 間と出会 、 友関係を広 、 のキ ン ス イフ よ かになるよ 支援 す

５ 館 １

時 間 相談業   

学修 （ ）

内 学修相談 （数学・ ・物理・ など）、

修相談、学生生活関 の相談

学 サポートセンター     

学習サ ートセンター 、 を活用する機会と を す ５ 館の２ に 、 に

入るとそこ 文 の 界 外 人 、 を学 活用する る と出会 、 く きるこ

とを わび す に を感 る人 く 外 人 に を る学生 の

き プ フェッシ ナ す 、日本人スタッフ 、 をサ ート す

当センター 、 会 スクー と の に留 ら 、就職活動に 立 資格 験（T ICなど）の学習、工学

の学習、 学会 のプレ ンテーシ ンの 備、 の 文 、 外留学の の 備をサ ート す に

T IC学習に 、T ICのプ フェッシ ナ る企業と レーシ ン 、 ン イン自 学習アプ 、NIT

生 のT IC （ ）など、 な プ ムを す に 、 内 合 行 す

らに、当センター 、実 に 外 を活用する の 行 お 、本学の学生に 自の な 外 留

学プ ム す に相談 に来 く 日本人スタッフに 、 の外 人 ２ （学部生

大学 生の 業 担当 す）、日 わ る 界 から来 ューター す

の来室を よ お す

イント

室時間 から の  

外 人 ２ 日本人職 ２

上に 、 ューター 日 わ 学生をサ ート

に３ 、T IC 体 験を実施
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職 センター

学  

本学 、 数の学生 教 を取 業 す 工学の を自分 学 なく、そ を後

に伝 と を 学生 く 入学 ることの現 す

そ 、本学を 業 、 、 学 等の教 と 活 る 生 、 学 来 を す

こ から 、わ の次 を担 ど の教 に わる資 の 教 を 出することを と 、教 部を

学 と 、学生を支援するの 「教職教 センター」 す 教職教 センター 、教職教 か なく、教 の

用 報を収集、 に 験 を実施 、教 の就職を支援 す

、 学 人 教職 を 修 す ４学 、２ 間 ３ 間の教 実習を行な 、その 、

人 後 教 用 験を 験 す

教 用状 によ な す 、現 合格者 後お 、 業生にお 後 教 と

用 す 用に らなか 学生 時 用教 と な ら、次 の に向

す

教 を取 する に 、 業 に 教職 の を学 な な せ 教

かなこと ろ 、 感な ・青 の ど を く 備 な ならな から す 教職 を

修 な 学生に ると、 と す 、その分、教 状を手に とき、教 に 用 ときの

び 大き と す

教 にな と を持 続 、 す 、 実現の のとなると す

く 、本学ホームページから 報 教職 に関する 報を 覧く

別 「教職 ハン ブック」 覧く

学  

教 状

の種

学部・学

学 種 状 等学 種 状

数 学 工 業  報

工 学 部

機 工 学   

通信工学   

用 学      

進 工 学 部

テ クス学     

報メデ ア工学   

データサイ ンス学     

学 部 学   
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学生生  

ク ーン ーン ン ス ン ス

日本工業大学 、サステイナブ キ ン スの充実に向 、 成 ６ １日からNIT （日本工業大学 マネジメ

ントシステム）と 、そ のI の から らに進 保 活動 スタート 大学 す

キ ン ス内に る 業 学生自治会を 、 教職 推進活動に取 す 人

大の関 、と せ 学生諸 に 、 と 、ク ーン・ ーン・ キ ン スの

の と、 な学習 く を き

ー

健康を すること 、 な こと す その 、 ろ ろな 急 に広 す

この を する 出現する時 す わ 、学 等 数の者 利用する施設 、 動 の防 に な

ならな 、と 健康増進 施行

者 こを わな 人の健康を すること 、 る の な す 者 、このことを 分

く 、 者の 合 、 ど 、 管支 などを こす 合 くな す

の に おく き

種アン ートによると、本学 、 体の くの学生 者 す こを 人 数 す この 数

の 者の マナー 大きな とな す 行 、 の イ など す 、 資格 のな

者に を す 大学 の イ など、 に するクレーム く寄せら す

本学 、現在、分 を行 お 、 ら に スペース 入 を設置 す そ 外の

の す 者 、 マナーと を 、他人に をか な よ に

健康  

の 部 施行 、 ７ １日よ 「学 ・ ・ 施設等・行 機関の 等」 、 と

内 にな （ 、 外 動 を防 する な措置 取ら に を設置 合 、そ

の の すること き す ） ２ ４ １日よ 施行とな 、学 ・ ・ 施設等・行 機関の

等 外 数の人 利用するす の施設 と 内 とな

学生環境方針 
日本工業大学学生自治会は、大学とのコミュニケーションや連携を緊密に保ちつつ、学生自身の環境

マネジメントシステムを構築し、実⾏し、継続的改善をはかります。
１ 私たちは、将来を担う若者として、地球環境に対する有益な取り組みを主体的に⾏えるように⼼が

けます。
２ 私たちは、積極的に学び、研究し、環境に優しいエンジニアを目指します。
３ 私たちは、学生生活を通してマナーやモラルの向上をはかり、自らの学ぶ環境を大切にします。
４ 私たちは、エネルギーや資源を有効に使い、本学が掲げる「クリーン・グリーン＆エコキャンパス」

の達成を積極的に推進します。
５ 私たちは、自らの環境保全活動が、地球住⺠と調和し、理解され、互いに協⼒しあえるよう努⼒し

ます。
６ 私たちは、この学生環境方針を達成するために、⼀致協⼒して環境保全活動を推進します。

私たちが創造していく 21 世紀の合言葉

目ざせ３つのＥ改革

Ecology & Energy & Engineer
平成 28 年 3 月 1 日 

日本工業大学学生自治会 中央執⾏委員会 委員⻑
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学生の マナーのこと 、 から大学 、次のよ な び び寄せら す

この ・ ミ・ 料 などを通学路 内に る

大 を発 な ら く

に広 き、通行 通の をする

大学 の路上に する

物 なく、 する に 時間 する

ミの分別 な な 、など

会 を な な学生 、日本工業大学の す ・ 行

ス ート ー ック ー  

ス ート ー ・キック ー 等の使用 、通行人の となる なく、 と 間 に な か

せ キ ン ス内 ろ のこと、通学路 の使用 に な よ に く

ス ート ン ー 

スマートフ ン等 大 利な ー す 、他人に かからな よ に、使用する をわき

内、教室、図書館など マナー ー に設 通 な よ に ろ 「な らスマホ」 す

 

に、学内にお 物 学内 を すよ な な行 発生 す 行 者 本学学生 ると き

とき 、学 に き、 分に す な行 の 報など ら、 学生支援 寄せ

く

 

学内にお 物 の き せ 治活動 教、 資等の 行 行 せ

ク 学

本学 、自動 ・ イクによる 通 く発生 る 、 ・ イクによる通学 「自 」と す

学内に 学生用と 、２ の す 、この 、 く 業研究等 る、 る 通

機関 利用 きな 学生の の す（入 当日 に出 するの すの 、 ること き せ ）

数 ら るの 、 きると せ 、 状 によ 入出 きなくなる 合 す

自動 通学をせ るを な 学生 、 に大学 の を おく に

ＮＩ ク イト す

なお、本学 内にお る （ 、 、 等）に 、大学 を せ の 、 らか

す 、 イクに 登録 とな お 、 登録 入 き せ （登録 学生支援 手続き

く ）

記の通 、本学 自動 ・ イクによる通学 自 と す 、 を 通学に使用する 合 、 通 ー

を 、 かなる理 運 行 、 などによる 発生等を行わな ことを く

 

大学 の 路上に き せ 路上 ろ のこと、 等の の 、 に

な よ に （ の通報 レッ ー 動の とな す 、学生 にお 、 間

を る に 、 等の を 、 通報 す

事

、学生による自 の通行・ マナーの の 、自 の 等 発生 す 記の に 分

理 、 く
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本学 内 入 の自 に 「登録 」にな す 学生支援 の 行 す 、

登録 きる自 使用者本人の 「防 登録」（ 入時 く 自 登録 き す） る のに

す なお、 の登録時に 「防 登録」の を持 く 「防 登録」を 合 、 体に

る防 登録 および 体 部分の写 （スマホ画 ）を持 く

登録の自 分の とな すの く

ー  

１ 進入 の通行 学内 、 の 部分（ 図 ） 進入 す

２ 本学 自 、 イク、自動 の に 、そ 「 用」の を設置 す そ の

に く に自 イク置き に に な く イクと自 の 在

による 人 に な る に す イク に ら る自 、 の 告な

に す に 等に き 、本学 を せ

３ 自 を 置するの

４ 人

合 、５ の 料

５ ・スマートフ ンを使用 な らの運

合、６ の の

６ わ の こ な 状 （イ ホンの使用等） の運

合 、５ の

７ 、 の運

合、５ の

運

合、５ の の

を な ら運 するの

合、５ の

 の 時に メットを 用 （ とな す）

その他自 ー

合、 な

 

１ 自分の自 に な をか るよ に 内にお る 、 、 等に 、大学

を せ の 、 らか ワイ ー などを自 の 後２ 上にか るよ に 、 に わな

よ に

２ 自 の防 登録 ら すの 、防 登録を 行 く

３ 、自 等の 置・防 に関する 成 ７ よ 施行

この によ 、「 自 置 内に 置 自 を 収 、引取 手 る 収自 に

保管料を 収 返却する 、引き取 手 合に 分する」ことにな す

４ に 合に 、 かに と学生支援 に 出 く

 

１ 置状 に る自 、こ を 手に使用 合に 、 物 ・ 物 とな す

「 に自 を こと の 」と 、 を する 状 の に

な せ 自 取 きと ることを く

２ 自 取に する大学の

本学 、こ 会 な行 を 学生に 、 学 分を 分を す

保 入 務  

自 保 に 入 成３ ４ １日よ 、 内 自 を運 する 合に 自 保

等 の 入 とな （自 用 の によ 相手 に を 、 く

の 出 す） く のホームページ 「自 」を く
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入 ク

学  

通学 、通学を と 、現 から大学 の 間の す 通学 を 入する 、学生証の

に る「通学 発行 」に、現 および通学 間を らか 明記 お く 発 に る

申 用 に を記入 、学生証を 入 く

通学 を 入する に、 通機関によ 、通学証明書 なとき す 通学証明書の 、学生支援

行 す

 

通学 の貸 借 ろ のこと、キセ などの せ 発 すると、

通学 の 収と 運 の数 の せら す

通学 を使用するとき 、学生証を するよ に く 等の係 から請求 とき 、そ を

な な せ

学 （ 学生 ） 

学生 の （ 等）の に、 １ を る 間を 行する 合、学 証を使用することによ 、

の 引 通 を 入 き、 通 運 ２ 引にな す この学 証 、教 の自動証明書発行機

「学 学生生 運 引証」を選 発行 き す

自 ①、③、④、⑤、⑥

イク置き ②、⑦

自動 ⑧、⑨
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学 証 、本人 外 使用 き せ 学 証を 使用 合 、 の せら 、 後学 証の使用

きなくな す

学 証を使用するとき 、学生証を するよ に く 等の係 から請求 とき 、そ を な

な せ

 

ミナー 行 外活動など 、同 行 を 行する 合 、学生数 人 上 、引 者（本学教職 ） 同行す

、学生 体 引 利用 き す 学生の 引 、 通 運 の５ 引 す 、引 者 ３ 引

体 行の申 、 行 理 の「 ど の 」 取 るの 、そこ の用 を ら 、学生支

援 証明 を く

本学のキ ン ス内 の 物 、学生支援 取 す 物 学生支援 く

物、 物を 人 、学生支援 合わせ く

、 物の保管 間 、現 に引き 、物 大学に 、そ ３か 間保管の後 分 す

物 に くな す 業 時等に 持 物をよく 、 物を な よ に を

ッ ー  

キ ッシュ ー クレジット ー を とき 、 に 出るとと に、 に ー 取 会 に く

ー と の を、 ー 入 と 別に保管 おくこと 大 す

学生 ッ ー

日本工業大学後援会の援 によ 設置 学生 用の ッ ー ーム す

学生 用 ッ ー

よ 、 学 を に ッ ーを設置 学 の 学生に に貸 す 希望

する 合 学 および 学 の 学生 貸 を希望する 合 、学 教 る 学 室にお 合わせく

使用 に 、学 ンテーシ ンに く

学生 用 ッ ー

ウダー ーム ッ ー室 に す 貸 者 、 学 の 学生 す に、「 ッ ー貸 」

を学生支援 に 出 、利用 を る す 、学生支援 からサ ータ に 案内 すの

く

ッ ーの貸 間 、 日 に明 すことにな す 明 の を ッ ー

内に物 る 合 、大学 分 す

ッ ー ー  

か ること （ 証 の ッ ー 他人に を ら な よ に すること）

・現 等 ッ ー内に置かな こと （ 持 来な こと）

ッ ー 学生 の個別貸出 す ッ ー内の物 等のト ブ 防 の き せ

ミを 置 な こと

ッ ーの外に 物を 置 な こと （ 分 る 合 す）

ッ ー室内 の 等に 、大学 を せ の 、自 管理を く

（ ）

１ 館２ ビーの に、 行の T 設置 す
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学生

、 にな とき ときなどに 生活 るよ 、 な 保 料を 担 支

す 学生 にな ら の保 料を納 する 生 す 、学生の く 、収入 なか

なか 、保 料を納 るの の 現状 す 学生 、在学 間 の保 料の納 を 予 、 会人にな

から納 ること きる学生納 と のを利用すること き す 申請手続き 、学生 登録

る の に「 保 料学生納 申請書」を 出することにな す 申請 す 間

４ から の３ とな すの 、申請 に行 よ に

学生納 の申請 ると、申請日 に生 ガ 支 せ 、

将来の 納 な 間に 、 く 取 なくなる 合 す

なお、 の 入 「日本 内に 上 のす の人」に生 す すなわ 、外 人留学生に

の 入・保 料納 の すの 、日本人学生同 、「学生納 」の手続きを な よ に

く
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健康管理  

健康管理センター（保健室）

学生を 教職 の健康保持増進の 健康管理センター 設置 す

健康管理センター 日 の健康管理の 時 す 体調 時 ガを 合 、 急 置等

を行 、 に 機関を す 、健康に になること 相談く

機関 感染 （ ナウイ ス、インフ ン 、 ）と診断 合 、感染 を 合（

発 など） 健康管理センターに メー く 断に 合 く

、 料 す インフ ン 予防 種 実施 す

会 活動と 、 D 習会、 予防 習会 献 を学生の を 行 す 、健康管理センター

に ニターを設置 、体 館・ ン 日な ・ ン 日 の 数（ T）の実 を 予防に

す

健康

健康診断 「学 保健 」及び「感染 」 １ の 診 ら す

３ 上 に ータ サイト 、 などをお らせ すの 、 の上 診 く

、 入生 部 す 診出来なか 合 、健康管理センター く

健康相談

・ ・ 間を除く １ （ 時 時）、内 による健康相談・ に する運動 を実施

す 費用 担 せ の 、 相談にお く なお、相談する 、健康管理センター お 合わ

せく

健康 書

健康診断を 診 学生を に健康診断証明書を発行 す 健康診断証明書 、就職活動・教職 にお

とな す 発行を希望する 、教 の自動証明書発行機に 「健康診断書発行申請書」を発行 、健康管理セ

ンター 申 く 診日よ １ 上 の 発行 き せ

セット

外 合、合 、研究室の ミ 行をする 合に 、救急セットの貸 出 を す とする 体 、健康管理セン

ターに申 く

本学 、 数 、集 献 を実施 す 献 によ 大 の人の 救わ す 、献 に をお

す 献 することによ 、自分の を ると同時に、 体の ェック きるメ ット す

健康管理センター

T L ア レス  

保

本学の学生 、す に学生教 研究 保 と学生 体 合保 に 入 す な などに

、 を ときに保 支 わ すの 、よく お く 、 を とき 、 学生

支援 報告 、 な手続きをとることを な く

学生教 研究 保 と学生 体 合保 に 、 学 間 用 せ

学生 保  

次のよ なときに発生 、学生 を とき 、 の によ 保 支 わ す

、実験・実習、 習 実 の 業（ ）

大学 行 入学 、 ンテーシ ン、 業 などの学 行
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大学 教 活動の 、使用 管理 る施設に る間

大学 学生 体 体 活動 文 活動などの 外活動を行 る間

通学 など

学生 総合保  

この保 、 時間担保 合保 と 、よ 充実 保 す

この保 の 、次のよ にな す

および 外活動 の ろ のこと、日 生活（ 時間 ） の とな す

治 日数 １日 用 す

保 自 担 費の 、保 の 内 支 わ す

学生  

とから ア ートなど 学生生活を る学生 、 機関 治 を るときに、その きる保

証 な と実費を自 担 な な せ その 自分 用の保 証を持 な 合に 、 者

証を取 おくこと す

者証を取 する に 、 、教 「在学証明書」を発行 ら 、そ を保 者の と

す 保 者 、自分 入 る保 合 手続きを 者証を取 することにな す 学生 、そ を大 に

保管するよ に く

留学生 健康保 入  

外 人留学生 、とくに健康に留 く な生活 な と す ガなど

機関 行くと な治 費 かか す 治 費の 担を大 に する に 健康保 に 入すること す

く 、 を く

 

イ （ ID ） 、後 のこと 、 I と ウイ ス こ す 、 な感

染 などにかか すくなる す な感染 路 、 行 による感染、 の などによる感染

の か、 感染 す

イ 、外 の せ 日本 急増 るの 実 す 検査をす 、感染 るかど

かわか す 検査 、 の保健 き す プ イ シー ら す 感染の予防 を

 

者数 増 す の感染 、 かか 進行 き す 行 （ 、 、 ー

セックス） の な から感染 す 感染すると、 、 に こ き 、 に発 （

） 現 す 、 状 る 治 と間 わ ること 、発 る す 、

I の感染 スクを る す

状 出 る 合 、 機関を 診 の 物治 治 す 、感染に る 合 、

保健 料検査 相談を ること す

ー  

お （ア ー ）を ことによ のア ー に する に 通 分から１時間かか す

このとき （ の ） と くな す く 、その を自 き す 、イッキに

とき アッと 間に 状 進 、 と同 状 にな す そ らに進 と に

す

イッキ な 人にお を 、急 ア ー を こ せ 合、 人 、 、

に わ か せ

お の 理 イッキ
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、大 ッ 等の 物 用 などの理 、大学生 る 増 す

用と の 、 を に書か る 外の 使用することを す 物を 用することによ 、

使用することを自分 ること きな 状 に 、 に ること す

物に 、 を せる作用、 せる作用、 を こす作用など す イン・ イン・L D

などの ・ などの シンナー・ト ンの など す 、

ーク ス ー と ること く、 物 と ら に手に す

物 用 す 物の 持・使用・ ・ ・ 、 く す せ 取 、大

取 、 及び向 取 、 及び 物取 、 の を す

学生  

本学 、学 および に複数の「 学生相談 」を 置 す

体の によ 、大学 の学修、生活を る上 相談 こと る 合 、 に 学 等の「 学生相談

」を く

、相談 内 によ 、どこの「相談 」 よ か ら、 学生支援 を く

本人の に に関する 報を すること せ

学 合理  

「合理 」と 、 などによ 、修学および学生生活にお 支援を とする学生に か 当な

をすること す

本学 の る学生 他の学生と同 よ に 業 学生生活を ること きるよ 、大学 担とならな

修学支援を き す

学生支援 とな 、その修学支援 スムー に くよ 、学内の調 を行 す

学生支援課
学生生 課

学生 支援 学

健康管理センター
健康相談

学生相談室

学 支援センター
学 支援 学生生
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学生相談  健康

学生相談室

入生にと 、こ 通 と、大学キ ン スの の にと ど を るか せ に、

入学と同時に を 、 人 ら を 合に 、 感 感に こと く せ そのよ な

、学業を続 く に、ストレス に らわ こと す

入生に ら 、学部生 大学 生にお 、 学のこと、人間関係のこと、自分の 格などに 、 ろ ろな

を こと おか なこと せ 青 、このよ な に 、 行 な ら、自分

な の を なお 、人間 な成 を図る大 な時 なの す 、自立の求 ら るこの時 に、

を 人 、出 なくな 、学業 学生生活に支 出 くる 合 す

学生相談室 、 理 ・ 理 の資格を持 相談 、学生生活 にわ るこころの相談を

す を相談すること か こと せ こと とき 、人に相談すること

を せること す 人 に、 に学生相談室を利用 く ど なこと 相談に

す 保 者 利用すること き す

プ イ シー す

相談 （ ） 

・ 人間関係 く かな ・ 大学生活にな な

・ 自分の 格 になる ・ のこと る

・ す な ・ 進路のこと る

・ る ・ 研究室にな な

・ 人 ら る ・ 友 きな

・ ク ブ活動のこと る ・ と充実 生活を

相談  

日 日  

（ 室日・ 室日の に き 、学生相談室のウェブサイトを 覧く ）

１ 館１ 室

（ 通）

予 、 ・ 行 お す 、学生相談室 予 を す
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ス ント  

ハ スメントと 、セクシュア ・ハ スメント、 ワー・ハ スメント、ア デミック・ハ スメント、その他個人の

を 当に る 動 行 のことを す

（ ）セク ス ント  

な 動の と 次のよ な行 す

な発 な 談、 等 の な 、 体 を にするなど

な行動 関係の 、 体 の な 等の 行 、ストー ー行 、わ せ な画 の ・

など

（ ） ワー ス ント 務 相

就

 

と 次のよ な行 す

、 を行 、物を する行

人格を するよ な行

上に 時間にわ を 返 行 、大 の 大 な を 返 行 する

行 など

、教 上 職 上の か な 、 等 、 ワー・ハ スメント せ

（ ） デ ック ス ント 学 相

 

と 次のよ な行 す

学生に教 ・研究活動に関係のな な用 を する行

を る立 に る者 こ を ことによ 、 別 な を行 、 な を行わな 行

学生の希望 な 研究テーマを 、合理 な理 なく 学等 を する行 など

（ ）

ス ント  

ス ント  

者に なく 、 者に ・ 体 を こと す 者とならな に、

次の に に 返るよ に

日 の を 除する

ら ら の に、 にな な か 「 から・・」、「 から・・」など な

、「 通 ・・」と 別 な発 に な る す ら る に 日 から を向

立 に関係なく互 を する

立 の から、相手の人格を するよ な 動 相手の を きな こと せ か 教 、職

、学生などの立 に関係なく、 そ る き人格を持 、 当に ら ること せ

に、相手の 持 を すること 大 す

ス ント  

ハ スメントと わ る 動・行 を か ら、立 ・ に関係なくその く によ 、

・ ら な 合に 、相談 に相談 く

自 ハ スメントの を 合に 、 ることを明 に と感 る な の

持 る き の す 相手の の 合 、 を ら な 合に

の 、相談 に相談
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相談 相談  

本学 、「日本工業大学ハ スメント防 等に関する 」及び「ハ スメント防 ・ ガイ イン」を

す 、「ハ スメント防 の手引き」を 、その防 に す 、 に 合 、 人

に、 を持 、 記の相談 か相談 く 相談内 等のプ イ シー ら

す 相談すること 、 な にと 利になること せ

相談 および相談 に 、本学のホームページを く

L  

相談 学 事務職  

相談 相談
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学生  

とを 、ア ート・マンシ ンなど 自活 る学生諸 、とくに健康に 分 を ら な ら生活

の す ンスのと 、 の などを 、自ら くる な生活 の と、シン イ

フを く

ート ン ン  

現在 るア ート・マンシ ンを借 とき 、大学のキ ン ス内に る（ ）NITク イトの 動

部 ら の 利 す 大学 に るア ート・マンシ ンの な物 を取 す

 

入 に 、学生と との間 、 貸 書を わすことにな す 内 らな な せ

の なく 手に室内を すること 、 に に申 出ることなく、ア ート・マンシ ンを 出すること

く

 

を とき 、 に「 ・ 」を学生支援 に 出するとと に、 の

登録を く その 、 の から ら 出証明書と を持 す に

を おき

ー  

大学生 別 、自 な る を と せ か そのよ に ると ら、大きな間

す と 学生 生活するに当 会を 成する と 、 る き ー 在 す 会人と

の自 を持 、 の ー を

事  

日 生活にお 、 の に を及 すよ な を発 な こと

ミの 理 、 によ 分別の種 収集の 日など な すの 、 する の ー に

行 こと

等の に 大 ミを 置 おかな こと

 

、ガス、 などによる に 分す る ど を 、 関 などに るよ な ミを

出 、 こを すること の に備 、 を 備 おき

き による に する日 ろの備 を おき

、 きる す 用と らき と断 関から に

入 せ 相手 ら に通報

 

ガなど 機関を利用するときに なの 、健康保 証 す 健康保 証 と 用 自分 用の保 証

を持 な 合 、保 者から「 者証」（ ）を取 寄せ お く 外 人留学生 、 健

康保 （ ）に 入 のときに備

 

人 を 急 にかか 、 動き きな 状 に とき 、 に な

す その 、 、 、 、 状などを相手に伝 出動 の救急 から 入るか な の 、

救急 する を使用 な よ に
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学  

急 機関

合  

救急 相談・ 機関案内

 （ 時間 ・ ・ 外 外）

機関 時 間 診 日

合
時 分 時 分
時 時 分
時間外急 間・ 日

後・日 日

合
ク ニック

内 外

予

時 分 時 分
時 分 時 分

・日 日

設 センター
（内・ ・ ・外）

時 分 時 分
時 分 時 分

日
後・日 日

内
（内・ ・ ）

時 時
時 時

・日 日

（内・外・ ）
時 分 時 分
時 分 時 分

後・ 後
日 日

と らク ニック
（内・ ・アレ ー）

時 分 時
時 時
日 日 時 時

・日 後・
日

時 時 分
時 時 分

日 日

す き 外
ク ニック

時 分 時
時 分 時

日 時 分
・日 日

ク ニック
外・内・ ・ ハ・

時 分 時
時 時

日 時 日 内 時

・ 時
日 日

外
時 時
時 時

後・ 後
日 日

そ 外
時 時 分
時 時 分

後・ 後
日 日

予 予 用

予 時間
時 分 時 分

・ 日 日

本
時 時
時 時

後・ 後
日 日

わ
時 時 分
時 時

日 時 分時

・ 後
日 日

間
時 時 分
時 時 分

・日 日

時 時
時 分 時 分

日 時
後・日 日

時 時
時 時

日 時
・日 日

診 時間 診日 わること す 機関に の上、 診

、健康管理センター 室（ ） 、お 合わせ
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、 な手 を 使 、お を 取 、 な を などする な 増 す

な を に の 、く 用 するよ に く

路上等 、アン ートなどと 、 を くる 業者 す などに 行か ると、

を ら なか す （キ ッ セー ス）

及の 、会 に人を集 、日用 を 料 、お ろおか く を 上 、人

を せ 状 な を る、と す （ ）

タ ント  

、「 な に、 寄 な 」 間 る 「プレ ント るの 取 に来 」などとウマ

イ 出 、 を 、 を せ する す （ア イントメントセー ス）

 

「友 を 入会 せ、 を かるよ」などと 、 の会 を 大 せよ とする

（マ ） よ に会 を こと き 、 な を わ る になること す

 

インターネットなど 、資格 に取 るからと を ら す な返 ると、

「 」と 、 と請求書 ら き す （資格 ）

事  

く に のな サイトの利用料 、 当に な 料の支 を求 る のメー を

ら るなどの く発生 す （ ・ 当請求）そ な に ら、返信 な よ に

メー の内 後 証 になるの 、その記録を おき

合  

１ 信 を ら 、 信記録に をか せ 、 な書き出 のメー を 、友 と わ

せ せ、 の広告を せ 、出会 サイト アダ トサイトの案内をすること す 用 に

返信すると、自分の 報を 業者に らせ ことにな 、その後、 当請求 、 こ 返 る

こと す

 

学生の を 、学生を 者に 、 と ら 状 を く 、 など

、 急に現 からと、 の 行 に入 せる手 急増 す （ 等）

 

分を 、 機関の職 と わせる格 、 実と ことを を る 業者 す

（ ） 機関の職 自 ア ートを すること せ とを 、ア ート ら

の学生諸 に く

 

文 な のに、 に 物を くること す （ ） を支 、

を 返す せ 、 日間 保管 おく 、その後の 分 自 す 引

くる の す 文 かど かわからな の 、その 取らな よ に

クー ン  

など 合 、 間内（ 状 によ な す）なら 費者 に、

なか ことに きる す 自分 、クー ン ・ フ通 書を書 、手続き き す 、 かな

す

 

業者の説明に 、 費者 断を 合など 、取 を求 ること き す 費者に

な 担を求 る の 文 にな す

ト ブ に ら、 急に 寄 の 費生活相談 に相談

費生活支援センター（本 ） 日 日 （日 日・ 日、 を除く）

費者 用ダイ な 「 」
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学生 ーン 

「学生証 利 資 す」と 文 する学生 ーンに 、く く な

持 利用すると、 と わ かな借 、利 増 続 大 なことにな か せ

サ ー

ら る 報 手に入るインターネット す すその 及 広 る 、インターネットを利用 など、

なト ブ 急増 す こ に わな よ に 分

「 を のに かな 」と ト ブ くな す インターネット・シ ッ ン に

を 自 に利用 きるインターネット上 、「な す 」 在すること す ホ

ームページ なくな 、 と なくなるなどの スク ることを 分 、次のことを

ン インマークなどを する 取引の を 記録を す 自分のクレジット 報の入 、 の

る

インターネットのサイトを次 に く に、自分 、 かな に に な るプ ム

ソ ンに設 こと す 、利用を すること き す

取 センター  

（ ペレータ案内 日 自動 案内 日、 日 日 時間 ）

ン ー  

Ｎ 上 わ る「 イト」に 「 」（ レ レ ）に 担 くな

す の に に らな よ に く すく ら る せ 者、

者のど らに な 、後の人生に 大な を及 す

こ らの ・ト ブ に き と ら、す に に く

支援室（ 相談センター） 

通 の とき、 な人をなく とき、 ろ ろな こと るか

せ そ なとき、 相談 ウンセ ン を通 なサ ートを く す 相談 料 、 の相談

相談に す

フ ーダイ 日 日 （ 日、 を除く）

ストー ー 相談  

ストー ー（ き と 、 ・の き、 入、 、 、わ せ 、 、ネットストー ー

など） 、 者にと 担 くの かか す 、 おくと、その行 ス レート 、 の

ることに な す に相談するなど に手を こと 、 大な を に防 ことに な す

通の 相談 （プッシュホン 用 から な す）

本部 合相談センター （ と 時間 ）

ンターネット ー ー

ス ム（ ）メー ときに 、返 を な よ に 出会 サイト、 ソフトの

通信 、 物、 資など、現在 な メー 行 るの 、 分な す

ンターネット  

イッター、フェイスブック、インスタ ム等を とする N （ソーシ ・ネットワーキン ・サービス） の

の 、 会 に大きな と ニュース等 取 上 ら す 他人のプ イ シーを 、

の の ら行 を 、本人 とよ 大学に をか 、他人の利 に を ること

に ら る 合 す

本学の学生諸 、 会の と と を 、自 を持 行動を く

N の を理 、発信 報に を 、 を るよ な よ に く

 

フ イ ソフトのダウン ー に を 作 者の を な フ イ ・ソフトウ ア・

フ イ など 、アップ ー すること ダウン ー すること 行 にな す
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課  ン ス

学生生活 、学業 ること な こと す 、自分な の 人格を 成 くこと に大

なこと す

個人 な をとお 人と出会 、同 の集 の 活動すること 、 調することを学び、 ・ 感を

に 、人間と の を広 く 学生 こそ きること す キ ン スの 自分の「 」を

か すか

学生

学部の学生 、入学と同時に学生自治会の会 にな す 学生自治会 、学生活動の自 な発 と会 相互の を

図ることなどを と す

学生自治会に 、自治会の 行機関 る 行 会を とする 種 会、体 会、文 体 合会の かに、

自 サーク す

学生 行 学内イベントの な のと 、 （大学 ） 体 など す に 、

青 を

    

行 会、大学 実行 会、体 実行 会、 業ア ム 会

学生生活向上 会、学生 推進 会、体 会、文 体 合会、

ク （ ） 

アー ェ ー部、アメ ンフット ー 部、 手 部、 部、 部、 部、 部、サッ ー部、サ

イ ーム部、自 部、 部、スキー部、 部、 部、体 部、 部、 ス ット ー

部、 ミントン部、 レー ー 部、 上 部、ワンダーフ ー 部

合 ク （ ） 

ス ー ク ブ、 ミックイ スト研究部、   、写 部、 作部、 デ イン研究部、 研究部、

、 部、 研究部（N C）、マイク ン ュータ研究部、 部、 ダンフ ークソン ク ブ（ C）、

友 、 ックフ ー ク ブ

サーク （ ） 

サーク 、NIT ンサーク 、NIT  CL 、ス ー ー サーク 、 保 サーク 、 業サーク 、

プレイス ー サーク 、 ダ ン サーク 、 、留学生会、   C 、プ ミン サーク 、

工サーク 、ハン ー サーク 、日工大ス ー サーク 、

（ ） 

人会、 人会、 人会、 人会

ク サーク  

学生 、 くサーク などの 体を 成 よ とするとき 、 人 上の人数と、 の教職 を に置くこと

とな 、「 体 成 」を学生支援 に 出 す に 、学生支援 合わせを く

課

学  

学内 、学生 する学生 会、 会、 ンサートなどの集会等を するとき 、 者を 、その 、

種 、日時、 の か、会費を するとき その を記入 、学生支援部 の を な な せ

大学 、体 、学生 会を除き、学内 の行 、会合、集会など 後に行 ことを と す

学外の人を学内に入 るとき 、学生支援部 の す
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学  

学生 体 、学外 合 他 体との 合などを行 合 、当 体（個人の 合 ）の 者 、「 外活動

」を７日 に学生支援 に 出 、学生支援部 の を く 後 、「大会 報告書」（体

会） く 「 外活動 報告書」（文 体 合会・自 サーク ）を学生支援 に 出 す

学生 体 、学外の諸 体に 入・ するとき 、当 体の 者 、 日 に学生支援部 に 出 、

を く

学生 体（個人の 合 ） 、学外 日本工業大学の を用 集会等を すとき 、当 体の 者 、

７日 に学生支援部 に 出 、 を く

 

学生 学内 物を 手に せ

学生 体 、学内に よ とするとき 、学生自治会 行 の を 、学生自治会 用の を

利用 く

学

外活動など 次のよ な施設 利用 き す

 

体 館、 、 、アー ェ ー 、 、 上 ン 、テニス ート等の使用に当 、 業を

と 、次 体 会に する当 体の 習 合などの 外活動 す こ らの施設を使用

とき 、使用する１ 間 に「大学施設使用 」に を記入の上、健康管理センターの を

後、学生支援 に 出 く

、 上 ン などの 外施設の使用に当 、 ン ンデ シ ンによ 、使用 を取

すこと す

体 館内のトレーニン ームを使用するに 、健康管理センター 「利用者 習会」を 、「 修 証」の

を く 時 の利用希望者 学生支援 に 予 、 時 トレーニン ーム入 に る

に を 記入 く 利用に当 使用 を 、 のな よ に を く

体 施設内 の す 、体 館 の す

体 施設の使用後 、 、 備、除 をき と行 く

運動後 、体 館内に るシ ワーを自 に使用すること き す

学内に ーベキュー きる施設 す ク ブ 体、研究室 貸 出 を すの 、利用希望者 学

生支援 申請を く （個人 の貸 出 せ ）

室  

学生 体 、 外活動など 、 業に使 な 教室を使用 とき 、使用する１ 間 に「大学施設使用

」を学生支援 に 出 、 を く 等の すの 、 く

合  

学生 体 、 外活動などの に の 生 とき 、合 を利用 き す 使用に 「合 使用申

書」に を記入 、使用 の学生自治会 の合 ス ジュー 会 に く （ 学生自治

会 行 会 合せ く ）

学 館 

学友会館 施設を す 、学生の き せ 、学生の保 者 き す

学

学生諸 行 合 の に利用 きる施設 学外に す 学生の の 本学 を 業 利用 き す

申 学生支援 す
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の に す 人収 の大 施設 す 大 き す くの スキー 、 レンデ

、ス ー ー スキーに のス ット す

ス ーデント ー

１ ホー 、学生 自 に利用すること き す かの利用者に かからな よ に を 使

用 く

に 、防 施 スタジ 室 、 に 体の利用に す スタジ の使用 、

の「 １部」と の「 ２部」に分 使用する のと す １部の使用希望者 、使用当日

に学生支援 にお 学生証と引き にスタジ の を 取 、使用後 に を学生支援 返却 く

返却時間 な 合 、スタジ の貸 出 を すること す ２部の使用 、 と 大学

の 体を と す 使用を 体 、使用当日に 室からスタジ の を 取 、使用後

室に返却を く

ス ーデント

の実験・実習と 別に、自分 か の を く そ 学生にお するの ス ューデント

す に 、部 く に な工作機 工 など 用 す のスタッフ 、学生の

の く に なア イスなどを行 す

自の企画 す 学生支援 の 案内 すの 、 く 者 す

諸 の理 （感染 の 大等） 、 部 外活動、施設利用に関 する 合 す
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学学生

成 ４ １日よ 、「日本工業大学学生 」に 、 に す学生 を実施 す に 、

学生支援 に 合わせ く なお、 記 の他に、 よ 「ブ アント・ス ューデント 」を 設

この 個人 体（ク ブ等）を と 、 外活動、 会 献（ ンテ ア、人 救 等）等 、そ

な活 実 のに 、 数 を行 の す 申請 「自 」 、学生支援 する「学生

（ブ アント・ス ューデント ） 者申請書」に、 当する 申請理 を記入の上、 出 く

学生  

学業

学部 業時にお 、 学 学業成 に 、か

人物 と ら る者
学

大学 （ ）の修 時にお 、学 研究業

に と ら る者
学

学部の （１、２、３ ）にお 、 学 学業

成 に 、人物 ると ら る者
クセレントス ューデント

学部の （１、２、３ ）にお 、 学 ク

セレントス ューデント に る学業成 者 、

人物 ると ら る者

マー ブ ス ューデント

学部の レッジマイスタープ ムにお 、 ら

を 、 に ると ら る者
レッジマイスター クセレント

学部の レッジマイスタープ ムにお 、 ら

を と ら る者
レッジマイスター

学生生活

外活動にお 、 に な成 を と ら

る者（ 体、 界選手 等出 、 ー ンク 格、

合（ 等） 、 ン ック 選手選出

等）

学生支援部

会活動にお 、 に な を 、 会 に

を と ら る者（ ンテ ア、Ｎ

活動、人 救 等）

学生支援部
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留学生 ン ー ン

事  

留 学 生
くせ

にと 、と 大
せ

なこと 書
か

か す

か 日本
に

るの 、わからな 時
とき

「 留 学 生
くせ

センター
せ ー

相 談
そ

」 く

留

留学生と 日本の大学に入学する に 、在留資格 「留学」とな な な せ 大学に進学する時 、

在留資格を「留学」に おく す

留学生 、日本工業大学を除 学にな 合に 、 に な な せ な 時 、

在者とな す

留 ー

在留 ー 、 在留者に 、上 、在留資格の 、在留 間の などの在留に係る に

る の す

（ ）

出入 にお 在留 ー 、 を から 日 内に、在留 ー を持 の上、 の

の その を 大 に 出 く

引 を 、 後の に 日から 日 内に、在留 ー を持 の上、 の の そ

の 出を く 学生支援 に 出な な せ （ ） の 同 に学生支援 に

出な な せ

（ ）

、生 日、 別、 ・ を とき 、 日 内に 出入 在留管理 （入管） 大 に 出

な な せ 、写 及び在留 ー を持 く 学生支援 に 出な な せ

留 ー

から 日 内に 出入 在留管理 （入管） を申請 な な せ 申請の に 、在留

ー を持 する わ に 発行 る「 理証明書」（ く 、その 理 ）を持 く

留

留学生の在留資格「留学」の在留 間 、 ４ ３ す 在留 間 ４ の 合、本学在学 に在留 間の

をする 生 るの 、 お く 、在留 間の を ると、 在とな す となる

るの く

登録の の 出書

在留 間 申請書

在学証明書

成 証明書

ス ート

在留 ー

費支 者の証明書 （ の 時からの の 、 通 、 証明書等の ー）

手数料納 書（ の を ）

入

な 及び在留 ー を 持する外 人の 、出 する 、出 後１ 内に本 の活動を継続する に 入

する 合 、 と 入 を る せ 出 する に、 在留 ー を く

－　　－187

学
生
生
活
の
手
引



留  

本学 、在留 間の 、資格外活動 （在留 間 と同時に申請する 合に る）に き 、留学生の わ

に、学生支援 職 在留申請 ン インシステムによ 、申請取次を実施 す 希望者 留学生センターに申

出 く なお、留学生本人 申請に行く 合 、申請書 の他、学生証を持 く

留 留学生 学

在留資格を ら、 留学生センターに 出 く

ト

外 人留学生 ア イトをするとき 、資格外活動の す ア イト時間に

す すると、日本から および の にな す 次のことに 分 お く

書 

ア イトをする に 、「資格外活動 書」 す 資格外活動 申請書を出入 在留管理 （入管）に 出

、 書を ることにな す 資格外活動 書 、学生支援 に く

ト  

ア イト １ 時間 内 、 業 １日 時間 内

業 業の 会 のア イト す

学生支援 に申 ア イト 報 、学生支援課 す

保  

健康管理

外 人留学生 、 の文 習 と なる日本 生活 く に 、 よ 健康 ること す 健康に

分留 大学に 、次のよ な施設 す

保健室 

体 館の に、「健康管理センター」 、その に保健室 す 保健室に 、 す 体調

時 ガを 合 、 急 置等を行 、 に 機関を す 健康相談に す その

かに 、 に１ （ 後２時 ４時）に による健康相談 行 す （ の 合によ になる 合

す 相談する 、健康管理センター お 合わせく ） 料 すの 、 に利用 く

健康  

大学 行 健康診断を、 く ３ 上 に ータ サイト 、 などをお らせ すの 、

の上、 診 く 診出来なか 合 、健康管理センターに 相談く この 健康診断 料

す 学 などを申請するとき 日本 就職 験を るときに、「健康診断書」 となる 合 す 健康診

断を な 合 、留学生本人 機関等に行き 診 な ならなくな 、 な料 を 担することにな

す

健康保

日本に在留 に、 ガを 機関 治 を 合、 な 費を自 担 な な せ

費の 担を くする に 、「 健康保 」に 入 く 日本に 在留者と 在する外 人 、 入

ら す「 健康保 」に 入すると、 機関 治 を 合に本人 支 費用 、治 の

す す

本学 、別 保 に 入 すの 、 学生支援課

健康保 入  

する の の「 健康保 担当 」に行き、申 く 健康保 に 入する に 、保 料

を支 す

保  

に日本 の な 合、納 の 申請をすると、保 料 る 合 す

１ に、 健康保 証に記 る に、次 用 証明用 ら き す そ に

を記入 、 日 に に返 く この手続きを ると、次 の保 料に留学生 引 用

なくな 、保 料 くな す 日 に書 を 合 、保 証を持 の

に行き、 な修 を行 く
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留学生 学

留学生センター 、外 人留学生の に 種の 学 を す 募集 等を留学生センターの留学生 用

に す な 学 、次のとお す

留学生 入 学 留学生学 （ 実 ）

１ 就職支援 別

募資格 業後、日本 の就職を希望する者

支 間 ４ （１ ）

学 部

大学

用実 学 部 １

募集 間 ４

ータ ー 学 （ 実 ）

募資格 日本の大学に在 する外 人留学生 学部３ 上、大学 、同後 ２ 上に在 の

者 、 学会の を きる者

支 間 の２ 間

支 学 部 （ ）

大学 （ ）

用実 学部 １

募集 間 から

学 学  

 

を とき 現在の から かの とき 、大学内に る ク ト・ 動

部 行き、 すの 利 す

入 時に 、 ・ の かに 、 かかるの 、 す

留学生 総合  

間の を 貸するとき 、 保証人 とな す その保証人に かからな よ にする 、 、

など を ときの の す な 保 料（１ 間 、２ 間 ） 入 き、

留学生活を ること き す
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ク ト

会 NITク イト 、学 人日本工業大学を に、日本工業大学後援会、日本工業大学工友会及び 工日 同

会 とな 成 お 、「大学の教職 」、「学生の 」、「 業生」の会 と 大学の発 とと に成 き

学生のキ ン ス イフの向上支援を 日 業 に取 す

 

ダイニン ホー （ ） 、 物、 ど ・そ ・ ーメン、 （テナント）など

キッ ン フェトレビ（ ） 、 スタ、 レー イス など

ス ューデントホー （ ） レー イスなど

き立 ン ーナー き立 ン

（ ン ） 

おに 、 当、 ン、 、 料、文 ・ 用 、 ・ ント 、 図用 、 ーサービス、書 （テナント）

など

ート  

学生のア ート・ をお手伝 す 大学 の な物 を お 、学生の希望に ア ート・

等を せ す

保  

学生に関係する学生 体 合保 の取 を す かの 保 す

支援 

自動 運 を 、 物取引 、施工管理 等資格取 の の な支援・ア イスを行

す

学

人日本工業大学工友会 大学の同 会 、 業生相互の と を図るとと に、 の発 に 献す

ることを と 設立 す

現在、 に 人の会 お 、学内に７の学 支部、 内外に の 支部 す 支部の に

、 次設立を行 き す

学 支 機 工学 、 の く 学 、 システム工学 、 通信工学 、 報工学 、 学 、生

活 デ イン学

支 、 、 、 、 手 、 、 、広 、 、青 、 、 、

、 、 、 、 、 、 、大 、 、 、 （ 取 、

）、 、大分 、 、 ン ク（タイ）

、工友会の 業と 、 学 の 部活動・ク ブ活動 の援 の支 、 業 の記 の 等、在学

生（ 会 ）に ックアップを行 お す その他、 、大学との ホーム ミン デーを実施

す

上記支援に関するお 合わせ等、工友会 本館 の を上 ３ に すの 、お にお

学 援

日本工業大学後援会 、本学に在 する学生の保 者（ 保証人）を 成 、大学の教

に 大学と学生 との を に 大学を後援 、その 発 に寄 するとと に、会 相互の を図ること

を とする 体 す この会 その を 成する に種 の 業を継続 に行 す

現在、行 る な 業 次の通 す

大学の施設および教 に関する援

セミナーハウス の 設（ 成）、 ン （テニス ート、ハン ー ート等）の 備（

）、ク ブ の 設（ 成）、学生 貸 の ッ ー設置（ ）、本館 関 （ 成）
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学内 業 ーンキ ンペーン（ 、 ）、学 設備、備 等 （ ）、

ン 施設（ ）、サービスセンター （ ）、学友会館の 設（工友会との 同 業）およ

び備 等の 入寄 （ 成）、談 室の 設（ ）、学生 （ ）および 部（ ２ ）の

、学生 の 調設備 設（ ３ ）、テ スの （ ４ ）、 ーナー 設および ン ーナーの 設

（ ５ ）、 ２ の 設（ ６ ）、大学 マーク入 ミ 及び 入 の設置（ ７ ）、サービスセン

ターおよび合 トイレ （ ）、ス ューデントセンターにイス、テーブ 、 ・ 明設備を設置（

）、ス ューデントセンターに 調、 ニターシステムを設置（ ）、大 （ ）、談 室

（ ）、ス ューデント 、 後援会 の 発行（ ）、キ ン ス内 調査・ ・

データベース の 備（ ）、 ッ ーの 修（ ・ ）、 ート イ 設置（ ）、サービ

スセンター 部の （ ンビニ ）及びテ ス・ の 設（ ・ ）、 設置（ ・ ・ ）、

２ の 修及びテント の設置（ ）、 の 修及び の 備（ ）、 ・学生 の

修及び から学生 の外 をネットフェンス 、 ・ に防 メ 設置（ ）、合

ベーシ ン（ ）、本館 成・ 備（ ）、本館 備（ ）、 備

（ ）、学生自治会 設（ ）、キ ン ス 界フェンス設置、 ータ ーに大学サイン

設置（ １ ）、学 にアク 設置などの ナ （ ３ ）、学内 ＡＮの 工 、学生

に入 管理用 ート設置（ ４ ）

学生自治会等 の援

学生の 外活動を する教職 の援

記 の

行 の

後援会文 （LCセンター 図書）の寄

健康診断料の 担

別教 談会の

後援会支部活動 の援

青 、 手、 、 （ 、 ）、 、 、 、 、 、 、 、 、 （ 、 、

大 、 、 、 ）、 （ 、 取、広 、 、 ）、 （ 、 、 ）、 の 支部

現在活動 す

学生生活の 備 （ス ューデントホー の を ）

、大学 部 内に設置 、後援会の お 、 会資料 会報等を発行 す

なお、後援会 設 るの 当する学生 学生支援 申 出 く
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センター

LCセンター な図書・文献を備 学 施設、学内 システム等 報施設、そ 、 業 ミ、

ク ブ活動など日 な の と 、 に使用 る ミュニテ 施設 す

利用する 、利用 をよく理 、 明な ２ ウンター担当者に相談

入   館 

学部学生、大学 学生、研究 、研究生、 等 修生、本学 業生、本学教職 、その他センター 者

館  

（ 業 間）

（上記 外）

となる 合 す LCセンター

館  

日 日、 日、学 立記 日、その他 時に 館する 合 す

 

入館に 学生証 す な

図書施設内 に 、 の通 等 な

LCセンター内 す す

に 、職 の に

図書 大 に

館  

 

館 （サ ネー ） 

タッ ネ のデジタ サイネージ 、館内の案内、およびイベントの告 を す

ー

・ 内の 、 す

ー

学内の な に活用 す 本学の教職 を る学生 体 利用 き す

LCセンターのホームページよ 申 書をダウン ー 、記入 、２ ウンターに 出

学 ー ー 

ブ ーレイ・D Dなどの き す 他に、学 断 の図書 ーナー「学びの書 」を 設 す

保 書 （ ） 

本 ・ 図書、修 文など す

室 

ープ の 等に利用 き す （予 ）

利用時に 、 ミ室（ １・２）入 の ー に利用時間などを書き

デ 室（ ー ） 

業 種イベントを行 す

ック ン ック ン ー  

ブック ウンジ に 、 ート C等のサブ ニタを設置 す LCセンター内 の ア す

ブック ウンジ の 入 から、 設の フェ・レスト ン「ア テ ーベ」と行き来すること き す

 

ンター 

図書の貸出・返却・ 種申 レフ レンスを行 す 明な 、 ウンター担当者に相談

書 （ ） 

図書（ 書・ ・ I ハン ブック）、後援会文 、文 ・ 書、資格・ 関 、 図書など す
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書 （ ）

図書の他、 業 関 図書、学 文、日本工業大学研究報告、 ・ 書、本学教 作、 I 本体など

す

書 から出 図書 、自分 書 に に返本 に置

 

図書を保管（ ） す 閲覧希望の 合 ウンター担当者に相談

 

資料の検索 、 C 、スマートフ ン用アプ 「 」 行 す 館内に る C 用 く 、

スマートフ ン、 、LCセンター から 利用すること き す 作 、 C備 のマニュア を、

「 」 LCセンター か館内 のマニュア を に

 

来から る 体の資料の他、 資料をLCセンター から閲覧すること き す

 

と 、 書 の す ブック、 書 と わ す

学内ネットワークに 続 ソ ン 、どの ソ ンから 閲覧 き す 、学内 ア ウント

登録すること 、学外 閲覧 き す る 、本文内 のキーワー 検索 複数資料の 断検

索 す

ー  

ジ ーナ と 、 上 ことの きる のこと す

インターネットを通 、学 などの 次・ 録（ ）・ 文本文などを閲覧 き す

学学 ポ ト  

本学の研究成 、学内刊行物等を フ イ 保 ・ する「 書 」 す 「 文」とその 、「日本

工業大学研究報告」「青塔」などを 上 閲覧 き す

データ ース 

LCセンター から 記データベース 報の検索・閲覧 き す 利用に 学内L N 続 す

覧

「 D 」 学 学・ 学関係の 内外文献 報を検索 、外

書か 文の 録を日本 閲覧 き す 学 会 、会 ・ 文集、

予 集、企業 報、 資料など の文献 報を収録 す

「  L 」 種 の 、 書、 を検索 きる 内

大 の 書・ サイト す 本検索 す の を 断検索 き

す 、 （個別）検索 に ジナ な 機

（フ セット）を 利用 す

「 日 ク スサー 」 日 の記 データベース す の

刊から現在に る の 日 を収録 お 、 上 の記 検

索・閲覧 き す 、 刊 等の記 検索・閲覧 「 」「人物デ

ータベース」など 利用 き す

「日 テレ ン 」 日本 の記 データベース す 日本

を と 日 、企業 報、 計データを 覧 す 記

検索の か、業種・ 在 ・資本 などによる企業検索、人 報検索など

な検索 す サイトを に ること 、 な日

の などの検索・閲覧 す

「理 プレミアム」 立 文 、大 （ ）から

の自 学の 分 を データベース す「 部、 文部、

部、物理 学部、 学部、生物部、 部」の図 データ 収録

す データ ダウン ー 、 計 ソフトなど 集・ 工 き

す
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覧

「 学書資料館」 内 出 学書を 合 に検索 、閲覧するこ

と きるサイト す 日本 学会の 集による 書・ 覧・ 、

ページ相当の 報 収録 す

「C   D  」 、 学、 料 学を と 合デ

ータベース す 学を 物 学分 に 学 報検索サ

ービス「C  」を 、 ・ 合 報に 検索サービス

「C  」などを利用 き す

他に 、C N  （ 文の検索・閲覧）、C N  （ の大学図書館 書検索）など 料のデータベース

す 、LCセンター を

図書館 図書館 デ タ サー ス  

立 会図書館 デジタ 資料の 、 等の理 入手 な資料に 、 信サービス 図書館

の館内 、画 の閲覧と複写 きるサービス す ２ ウンター内の 用 閲覧 き す 立 会図書館「デ

ジタ 資料 信サービス」利用申 書に記入の上、 ウンター 出

サー ス 

貸出に ２ ウンターに る自動貸出機を利用 貸出手続きに 学生証 とな す 返却 、図

書を ウンターに 出

なお、貸出 数・ 間 利用者によ かわ す

学部１ ３ 生・ 等 修生・研究生 ５ 内 日

学部４ 生・大学 学生・ 別研究  内 日

教 職  内 日

その他の職 ４ 内 日

本学 業生（工友会） ２ 内 日

、 出資料 （ 本 ）、ブ ーレイ、D Dなどの 資料 貸出 き せ の

、貸出 間 くな す

事  

返却 日の 資料 ると、返却 る 貸出・予 等 き せ

返却 日を ると、 日数貸出 きなくな す

図書の「 貸 」 、学生証の貸 借 な

断持 出

出入 に D （  D  ） 設置 お 、貸出手続き な 資

料 出の資料 通るとブ ー な す

図書  

借 図書 貸出 の 合、予 すること き す 貸出予 申 書に記入の上、 ウンター 出

図書 入  

希望する図書 る 合、希望図書 入申 書に記入の上、 ウンター 出 入の に 、

２ ー機 に す

サー ス 

図書館の 報に関する個人のページ 、学内外からアクセス す

LCセンター から貸出状 、返却 日などを すること き す

利用に 登録 す マイ イブ 申請書に記入の上、 ウンター 出

－　　－194

学
生
生
活
の
手
引



（ ）  

ブ ーレイ、D Dなどの 資料 １ に る 学習 ーナー 利用 き す

サー ス 

ー機 、１ ・２ ・４ に設置 す

LCセンター る資料を ーする 合 、 作 に るよ な ー な 作

の 、 ー機に す

ンターサー ス 

自分 作成 資料を する 合 、 に保 後、ブック ウンジ 、および２ に設置の ー機を 利用

センター  

、 館 レンダー LCセンターからのお らせを ること き、 C、 種データベース、 資料 利用

す

日本工業大学LCセンター図書館  

 

LCセンター 、「LCセンター（図書館）利用案内」（利用 等の案内）「青塔」「LCセンターニュースレター

抜きの 」を発行 す

ント 

館内 ープンスペースに 「 イブ フェ」を す 本学教 を にお 、研究の ソ

ー を トークと ー ーブレイク 、 に 生と会 き す

図書 文献の ・使 、その他利用に わからな こと ら、

ウンター担当者に相談

LCセンターの利用サービス 、 になること す 時 センター お らせ すの 、
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事務

事務 （ ） 

 務 課  

学生支援課  

健康管理センター（保健室）  

学園ネットワークサポートデスク （ 日の取 の ）

センター事務課（図書館） （ 業 間）、 （ 業 間 外）  

就職支援課  

財 務 課  

総 務 課  

総合企画室  

入 試 課  

留学生センター 留学生入試課  

学生相談室 （ 日 取 わな ）

日の 取 時間 とする

日 、 日（ 業日を除く）、 を取 わな

別に の る 合 、 らか する

部 から すること るの 、 らか を登録 お く

 務 課 （１） 業に関すること（ 業時間 ・教室 ・ ・ 措置等）

（２） 修申請に関すること（ 修申告等）

（３）学 に関すること（ 学・ 学・除 ）

（４） 験に関すること（ 験）

（５）学業成 に関すること（成 の記録・証明等）

（６）進 ・ 業（修 ）に関すること

（７） 等 修生・ 別 生および研究生に関すること

（ ）証明書の発行に関すること（在学証明書、成 証明書、 業・修 （ ）証明書等）

（ ） 出・ 出に関すること（ 学 ・ 学 ・ 理 書・ 引 ）

（ ）教 に関すること（教職教 センター 取 ）

（ ）大学 に関すること

学生支援課 （１）学生証に関すること（ 、 発行等）

（２）証明書の発行に関すること（学 証、通学証明書、 学 関係証明書等）

（３） 出、 出に関すること（保証人 、 ・ 、 、 体 成 、 外活動

、学内施設使用 、 物 等）

（４）学生の 物、 物に関すること

（５）学生の自治活動及び 外活動に関すること

（６）学内の 、 の 持に関すること

（７） 学 に関すること

（ ）ア イトに関すること（ な ）

（ ） 、合 、ス ューデントホー の利用に関すること

（ ）学生用 ッ ーの利用に関すること

（ ）学生の 保 に関すること

（ ）学生の 、 に関すること

（ ）学生生活実 調査に関すること

（ ）学生の ・ に関すること

（ ） 内 入 自 及び イクの登録に関すること

（ ）学生 に関すること

（ ） 学生の修学支援に関すること

－　　－196

学
生
生
活
の
手
引



健康管理 

センター 

（保健室） 

（１）健康診断に関すること

（２）健康診断証明書発行に関すること

（３）健康相談に関すること

（４）救急措置並びに健康保持増進に関すること

（５）感染予防に関すること

学園ネット 

ワークサポ 

ートデスク 

（１）NITネットIDに関すること

（２）学内ネットワークに関すること

（３）学内利用ソフトウェアに関すること

LCセンター 

事務課 

（図書館） 

（１）図書館資料の閲覧サービス及び貸出・返却に関すること

（２）外部データベース検索等による文献調査に関すること

（３）ILLサービス（他機関からの相互貸借及び文献複写取寄せ）に関すること

（４）LCセンター刊行物（青塔・LCセンター（図書館）利用案内・LCセンターニュースレター）に関すること

（５）LCセンターの広報に関すること

（６）LCセンター施設設備の運用管理に関すること

就職支援課 （１）就職相談に関すること

（２）就職支援ガイダンスに関すること

（３）「求人ＮＡＶＩ」に関すること

（４）登録に関すること（進路希望、進路報告、活動体験記等）

（５）「合同企業研究セミナー」「業界・業種セミナー」「業界・インターンシップセミナー」に関すること

（６）「学内合同企業説明会」「学内個別企業説明会」に関すること

（７）就職活動の手引き、テキストブック等の作成・発行に関すること

財 務 課 （１）学費、自治会費、その他諸会費並びにセミナーハウス利用料の収納に関すること

（２）証明書発行に係わる手数料の収納に関すること

総 務 課 （１）学友会館に関すること

（２）後援会に関すること

（３）施設時間外使用に関すること

総合企画室 （１）大学の現状分析、将来計画の企画立案に関すること

（２）教学マネジメントの推進に関すること

（３）大学の広報および広告宣伝に関すること

（４）学内刊行物（日本工業大学通信など）および大学ホームページに関すること

入 試 課 （１）学部入学者の選抜に関すること

（２）学生募集に関すること

（３）大学の広報および広告宣伝に関すること（企画室担当分を除く）

留 学 生 

セ ン タ ー 

（１）留学生の学習支援に関すること

（２）留学生の学修継続に関すること

（３）留学生の学生生活の充実・向上に関すること

（４）留学生の在留資格申請取次に関すること

留 学 生 

入 試 課 

（１）留学生の学部入学者選抜に関すること

（２）留学生の学生募集に関すること

学生相談室 （１）こころの健康に関すること
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